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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　＊　１　＊　







　突とつ然ぜん、病室の白いカーテンが突とつ風ぷうを孕はらんで、ぶわっと翻ひるがえった。

「花が！」

　藤ふじは咄とつ嗟さに立ち上がり、傾かたむきかけていた花か瓶びんに飛びつく。少し水が零こぼれてしまったが、なんとか受け止められた。安あん堵どの溜ため息いきをつくと、パチパチとまばらに拍はく手しゆが起こる。

「ナイスキャッチー」

「兄ちゃん、すごいや！」

　賞賛の拍手を送ってくれているのは、祖父と同じく入院中の患かん者じやたちだ。

　兄ちゃんと呼ぶのは小学生の幸こう太たで、藤は本当の弟のように可愛かわいがっている。彼は祖父の家がある村の外れに母親と二人で暮らしていて、今日退院の予定だ。急性虫ちゆう垂すい炎えんで手術を受けたが、幸いにも症しよう状じようは軽かった。

　山間部に建つこのこぢんまりとした総合病院に、祖父が複雑骨折で入院してから、もうすぐ三ヶ月になろうとしていた。それは塚つか守もり藤が、村で暮らすようになった期間と等しい。

　世話などいらんと祖父には突つっぱねられたが、長期入院を余よ儀ぎなくされて、ひとり暮らしの彼を心配しないわけがない。それに、塚守家は村で重要な役目を担になっている。そのお役目に穴を開けるわけにはいかないと藤は思った。だから自分の意志で、役に立ちたいと引っ越こしてきたのだ。

「……そんなところに花なんぞ置くからだ。いらんと言うとるだろうが」

　ベッドの中で上半身を起こし、時代小説を読んでいた祖父が、いつも通りのしかめっ面つらで呟つぶやく。

　藤は少しだけ怯ひるんだが、これはきっと本心ではないはずだと考えた。祖父の庭には色とりどりの花が美しく咲さいているのだから。小さな楽園のような庭には野鳥のための巣箱があったり、ペットを飼っていないのに動物用の水飲み場が設けられていたりする。

　祖父の不器用な優やさしさが、藤は好きだ。

「なんか、急に風が強くなってきたね。窓閉めようか」

　返事はないと分かっていても、必ず一声かける。それは藤が自分に課しているルールのようなものだった。

　カラカラと窓を閉めながら、空を眺ながめる。青い絵具を水に溶といたような、爽さわやかな青空が広がっているのに……なんとなく違い和わ感かんを覚えた。

「……嵐あらしが来るぞ」

「え？」

　ボソッとした呟きは、祖父の声だったはずだ。しかし振ふり返った藤に、祖父の視線は向けられない。

　──嵐って言ったよな……？　こんなにいい天気なのに？

　確かに風は強いけれど、目立った雲もない。朝の予報でも特に天気が崩くずれるようなことは言っていなかったのだが。

「兄ちゃん、手ぇ濡ぬれてるよ。僕のタオル貸したげる」

　幸太がすっかり退院準備を整えた鞄かばんから、わざわざ出してくれる。

「おめぇ、それ洗せん濯たく物ものじゃねぇだろうなあ？」

「ちゃんと洗ってるやつだよ！」

　同室で過ごしてきた大人たちのからかいに、幸太はぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。六床しようが並ぶこの病室で、幸太以外は年配ばかりだ。幸太の全快をもちろん誰だれもが喜んでいるが、室内から明かりが消えてしまうみたいでとても淋さびしい。その気持ちが藤にはよく分かるし、幸太も感じ取っているからこそ、迎むかえが来るギリギリまでここにいるのだろう。

「洗ってるどころか、ぜったい兄ちゃんがテンション上がるやつだって！　はい！」

　もふっ、と。頰に押し当てられた。白くて、ふくふくの、優しい香かおりのするタオルを。

「ふぁ……！」

　思わず声が漏もれる。自制する隙すきもなかった。

「ほらね」と幸太が自じ慢まんげに胸を張り、大人たちは愉ゆ快かいそうに笑う。

　藤は恥はずかしさに頰を赤らめたが、それでもこのもふもふとした柔やわらかさには抗あらがえなかった。抗えるわけがない。もふもふは正義だ。藤が追い求める究極の癒いやしなのだ。

　濡れた手を拭ふくのも忘れ、顔を埋うずめて頰ずりする。もふもふ、もふもふ。

「幸太くん、これ、いいね。もふもふだね」

「もふもふ？」

「うん、もふもふ……」

　うっとり呟くと。

「『もっふり』じゃないの？」

「う……」

　言葉に詰つまると同時に、我に返った。

　幸太は不満げに唇くちびるを尖とがらせ、大人たちはにやにやと藤を見ている。藤のジャッジを待っている。

「……もふもふです。ごめんね？」

「ちぇー」

　舌打ちをして悔くやしがる幸太に申し訳なくなったが、これだけは譲ゆずれない。

　もふもふと、もっふり。

　似ているようで、それらはまったく違ちがう。少なくとも、藤の中では明確に区別されている感覚だ。

　藤は子どもの頃ころから、なぜか異様なくらい、もふもふに敏びん感かんだった。両親によると乳児期の頃はそうでもなかったというから、何かきっかけがあったのか、それとも単に成長とともに発現しただけなのか、理由は定さだかではないが、とにかくもふもふとした肌はだ触ざわりのものに目がない。

　しかし、ただやみくもにもふもふを楽しんでいるわけではないのだ。

　藤の中には『至高のもふもふ』の感覚がはっきりと存在していて、その究極の理想を人に説明するために使っている言葉が『もっふり』なのだ。

　もふもふも、もちろん大好きだ。顔を埋めてもふもふしたら本当に癒されるし、幸せになる。けれど幸福を覚えれば覚えるほど、もっふりとした感かん触しよくが恋こいしくなる。

　まるで自分は『もっふり』を体験したことがあるかのような、確固たる理想があった。

「これは絶対もっふりだと思ったのになー。兄ちゃんの言うもっふり、全然分かんねぇよ」

「うーん……なんていうかね、……もっふり、なんだよ。こう……くるまれるっていうか、包み込まれるっていうか」

「おっきいってこと？」

　その問いに、ハタと自問した。そういえば藤が考えるもっふりは、全身を包み込んでくれるような感触として想像していた。

「……大きいか小さいかでいえば、大きいかも」

「布ふ団とん？　なんだっけ、うもー布団？　とかいうやつ」

「うん、おれも使ってるよ。でも、もっふりとは違うんだよね……」

　藤の答えに、うーん、と幸太も一いつ緒しよになって考え込んでしまった。

　もふもふフェチはおもしろがられることが多く、友人たちもよく一緒にもっふり探しをしてくれる。それは、村に引っ越してきてからも同じだった。

「時間」

　ボソッとした祖父の声に、藤はハッと時計を見る。

「あ、そろそろ店に行かないと。幸太くん、タオルありがとうね。洗って返すから、借りておいていい？」

「いいよー。もふもふしてもいいよー」

「あはは。ありがと」

　藤は病院の近くにあるペットショップでアルバイトをしている。

　もともと動物が大好きで、幸いなことになぜか動物にも好かれる体質であったため、藤は動物園の飼育員を目指して専門学校で三年間みっちり学んだ。

　就職は狭せまき門だということは分かっていたが、努力さえすればなんとかなるのではないかと高を括くくっていた。しかし実際に就職活動が始まってみると、全国の動物園からの求人はたった六名。そのイスを同級生だけでも四十人、全国の専門学校や大学で同じ志を持って学んできた人たちを含ふくめると、競争率など考えるのも怖ろしい人数で奪うばい合わなければいけなかったのだ。努力さえすれば……などという甘い考えは吹ふき飛ばされた。

　そんな中でも藤はなんとか動物園に就職できたが、それは産休中の職員の補ほ充じゆうとしての期間限定採用でしかなかった。期限が来た時、園長も先せん輩ぱいたちも藤にそのままいてほしいと望んでくれた。しかし一人余分に雇こ用ようする予算の確保が難しいことなど、園で働いていれば分かる。

　しばらくはアルバイトとして雇やとってもらっていたものの、園長がかなり無理をして自分の人件費を捻ねん出しゆつしてくれていることが申し訳なくて、藤は去ることを決めた。

　本当は無給でも動物園に関かかわっていたかった。けれどそれは、自分の我が儘ままだと思った。もしいつか求人をかけることになったら、真っ先に声をかけると言ってもらえて、藤はそれだけで充分なくらい嬉うれしかった。

　動物園を退職した後は、地元のペットショップでアルバイトをしながら動物に関する勉強を続けていたところ、今回の引っ越しに伴ともなって同じ系列の今の店に異動させてもらえたのだった。

　ただし今の店は、作業内容によっては人手が欲しいが、常勤を一人増やせるほどの仕事量はないという状じよう況きようだった。そこで話し合った結果、藤は週に三日の勤務ということになった。

　店長には恐きよう縮しゆくされてしまったが、藤はむしろそれくらいの勤務の方が祖父の世話や家のことができてありがたかったし、何よりこれからも動物に関わっていられることが嬉しくてたまらなかった。

　自分は本当に、たくさんの人の厚こう意いに生かされているな……と、ことあるごとに感謝する。

　少しでも彼らに恩返しがしたいし、藤自身が他ほかの誰かの役に立てる人間になりたいと考えていた。

「それじゃ、行ってきます。じいちゃん、明日あした来る時、何か欲しいものある？」

　いつも通りの質問を祖父にすると、眉み間けんの皺しわが深くなる。どうやらそれは癖くせらしい。

「……いらん。それより早く帰れ。五時には家に着いておれ」

　こんなことを言われるのは初めてだった。さっきの、嵐あらしが来るという呟つぶやきと関係があるのだろうか。詳くわしく聞きたいが、もう店に寄る時間が迫せまっている。

　藤は「分かった」とだけ頷うなずいて、病院を後にした。

　病院から店までは、スクーターで十分ほどだ。店に着くと、ちょうど店長が軽トラックに配達用の荷物を積み込んでいるところだった。今日は本来なら勤務日ではないが、急な配達依い頼らいがあったのでその間だけ店番をできないかと頼たのまれたのだ。

「お疲つかれさまです。手伝います」

　ヘルメットを外しながら藤が言うと、店長はぽこっと笑え窪くぼを作って笑う。白髪しらが交じりの強面こわもてが、途と端たんに愛らしくなる。

「急に悪かったなぁ、藤。祖父じいさんの方、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、さっきまで行ってたので、大丈夫です。でももうちょっと早く来たらよかったですね、すみません」

　重い砂をほとんどトラックに積み終えているのを見て、藤は申し訳なく思う。

「バカヤロ、俺の足あし腰こしの強さナメんじゃねーぞ。俺の若い頃は、こっから大おお神かみ塚つかまで、山やま越こえ谷越えこの足だけで登ったもんだぜぇ？　そんでもって一回だけよぉ、急に嵐が来た日に山で遭そう難なんしかけたらぁ、銀色に輝かがやく狼おおかみ様がよぉ」

　藤は知っていた。この話が長くなることを。なぜなら同じ内容を、この約三ヶ月ですでに十回以上は聞いているからだ。

「……店長、そのお話、また時間のある時にじっくり聞かせてもらっていいですか？」

　藤が恐縮しつつ切り出すと、彼はハッと我に返った。

「おっと、いけね。時間だ時間だ。そんじゃ行ってくっから、悪いけど店番、母ちゃんと替かわってやってくれっか？　三十分くれーで帰ってこれると思うからよ」

「はい。気をつけて、行ってらっしゃい」

　トラックが敷しき地ちから出るまで手を振ふって見送り、藤は店に入った。

　従業員は店長夫ふう婦ふと藤、後はケージの掃そう除じの時だけ近所の主婦がパートに入っているという、こぢんまりとしたペットショップだ。

　ペットショップと言いつつ、動物はほとんどいない。エサやトイレ用の砂などの販はん売ばいがメインで、売上の九割以上を占しめている。通常、それだけでは経営が難しくなるものだ。しかしこの小さな町では他に競争する店がないことと、スーパーなどで自分で選んで安く買うよりも、ペットのことを熟知してくれている店長に相談に乗ってもらいつつ選びたいという飼い主との信しん頼らい関係が、経営を安定させているらしい。

　藤が以前いた店とはまったく違っていて、最初は戸と惑まどった。しかしすぐにそういった面が見えてきて、それほどまでに客に信頼されている店長のことを尊敬した。ペットと一言で言っても、中にはヤギやひつじやアヒルという、ペットと呼んでいいのか家か畜ちくと呼ぶべきなのか一いつ瞬しゆん考えてしまうような動物のことも相談されるのに。

「お疲れさまです。遅おそくなってすみません、正まさ子こさん、店番替わりますね」

「あら～、藤ちゃんありがとうねぇ」

　ふっくりとした穏おだやかな笑え顔がおで、店長の奥さんである正子がイスから立ち上がる。作業台で注文品の仕分けをしていたようだ。

「続き、しましょうか？」

「そうねぇ……藤ちゃんにはその子たちのブラッシングをお願いしたいかしらねぇ」

　示されたのは、一いつ匹ぴきの子犬と、二匹ひきの子こ猫ねこだ。それが店にいるすべての動物であり、商品ではない。野の良らで弱っているところを保護して、里親募ぼ集しゆう中ちゆうなのだ。

「これは私でもできるけど、ブラッシングは藤ちゃんの方が断然上手だものねぇ」

「いえ、そんな……」

　謙けん遜そんではなく、ベテランの正子には学ぶところばかりなのにと恐縮してしまう。

「あらぁ、自覚ないの？　藤ちゃんがブラッシングすると、この子たちの毛がつやっつやになるのよ～。この子たちが喜んでる証しよう拠こでしょうねぇ」

　褒ほめ上手の正子にかかると、藤が優ゆう秀しゆうなペットマスターのように聞こえてしまう。

　ありがたさと同時に、自分の未熟さを自覚しているがゆえの恥はずかしさで、顔が赤くなる。

　そんな藤を、孫を見るような優やさしい眼めで見つめて、正子は母おも屋やへと続くドアに手をかける。

「それじゃ、店番はお願いして、私は晩ごはんをこしらえるとしましょうかねぇ。藤ちゃんも食べていけるでしょう？」

「あ、いえ、ありがとうございます。残念なんですが、今日はおいとまします」

「あら、急ぐの？」

　祖父に五時までに帰宅しているように言われた、というのは、妙みような説明の気がする。しかし用事があると言うと、無理をして店番を引き受けたのではと、気を遣つかわせてしまうのがオチだ。噓うそをつくのは気が引けるけれど、何か適当な理由を……。

「ええと……あ、ちょっと、見たいテレビがあるんです。だから、店長が戻もどられたら、今日は失礼しますね」

「あらあら、そうなの？　残念ねぇ。じゃあ、お惣そう菜ざいだけでも持って帰りなさいねぇ」

「いつもすみません。ありがとうございます」

　田舎いなかの人は、どうしてこんなに親切なのだろう。地元でも藤はいい人にばかり巡めぐり会えたが、こちらの人たちは親切度のレベルが違ちがうような気がする。助け合うのが当たり前というか……。

　そこまで考えた時、チリッと、脳のう裏りの片かた隅すみで何かが弾はじけたような気がした。

　それは、忘れ果てている記き憶おくのカケラが、急にライトを浴びて光ったかのような──。

「……なんだろ？」

　ひとりになった店先で、藤は首を傾かしげた。けれど不思議な違い和わ感かんは一瞬で消え去り、特別に気にかけるほどではなかった。

「よし、ブラッシングしよ」

　藤はケージの中でころころと転げまわって遊ぶ三匹びきの傍そばに寄り、まずは声をかけた。それから一匹ずつ抱だき上げ、目と目を合わせて、挨あい拶さつする。

　まっくろで艶つや々つやな瞳ひとみも、濡ぬれた鼻も、小さな口も、ぷにぷにの肉球のある足も、すべてが可愛かわいい。だがそれらを凌りよう駕がする、この──もふもふよ。

「ちょっとだけ、もふもふさせてね～」

　小さなお腹なかに、まふっと顔を埋うずめる。藤の顔の方が大きいので、もちろんはみ出ているが、十分にもふもふだ。温かいお腹にすりすりと頰ほおずりすると、にゃっにゃっと子猫がじゃれついてくる。

　至福だ。

　藤が求めている究極の『もっふり』とは違うけれど、動物にもふもふさせてもらっている時のこの幸福感は、きっともっふりに出で逢あえた時と同じくらいの幸せ度に違いないと思う。

「もふもふは正義だよ……」

　藤は心の底から呟いた。




　　＊　＊　＊




　店を出るのが遅くなってしまった。店長の配達が一時間以上かかったり、帰り支じ度たくをしていた時に常連客のおばあさんが来店して世間話が始まったので、のんきに付き合ってしまったりしたせいだ。

　大おお神かみ塚つか守もり村の祖父の家──今は藤の自宅でもあるそこへ帰るには、山を三つと谷を二つ越えていかなければならない。山道だがきちんとアスファルトで舗ほ装そうされているし、渓けい谷こくを渡わたる橋も強風が吹ふけば揺ゆれるとはいえ、車で渡るのに支障のない強度で造られている。

　藤のスクーターで四十分ほどの道程は、なんら問題ない通い路だった。──こんな雨風に見み舞まわれるまでは。

　ついさっきまで、青空が広がっていたのに。

　午後五時を過ぎた途と端たん、暗雲が急激に垂れ込めてきて、まるで台風のような暴風雨が吹き荒あれ始めたのだ。

　藤はすでに半分ほど帰路を進んでいたため、進むにも引き返すにも渓谷の橋を渡らなければならない。どちらにしても危険なので、引き返すよりも、とにかく前に進んでみることにした。橋の様子を見て、場合によっては暴風が治まるのを待つしかないと思った。

　幸いにも、スクーターには雨あま合羽がつぱと懐かい中ちゆう電灯、それに保存食とペットボトルの水を一本積んでいる。万が一野宿することになっても、なんとかなるだろう。

　その装備はこの辺りに住む者にとっては当たり前のものだと村の人に教わり、その通りに準備しておいたが、こういう事態を想定していたのだろうか。山の天気は変わりやすいと聞くが、ここまで劇的に変化するとは想像もしていなかった。

「じいちゃん、すごいな……」

　どうして嵐あらしが来ると分かったのだろう。しかも五時というアドバイスまで的確だった。

　それが、今までずっと大神塚を守ってきた者の力なのだろうか。

　藤が、村に来た理由──その一つに、『大神塚守』の務めがある。

　いわゆる、山の神様のお世話だ。神かん主ぬしのような仕事だが、神社ではないため、職業としては扱あつかわれない。現代風に言うなら、ボランティアかもしれないが、意味合いがまったく違うと藤は思う。

　町を含ふくむこの一帯の山々は、『大神』様によって守られている。

　その歴史は古く、大神様の化け身しんである『銀色に光り輝かがやく毛に覆おおわれた狼おおかみ』が現れたという記録は、平安時代にまで遡さかのぼる。狼様が現れた年は豊作になると信じられ、人々は熱心に祀まつってきたらしい。

　大神塚守村は、そういった祭りを中心的に斎さい行こうしてきた人々によって作られた村だ。

　その中でも特に塚守家──かつては『大神塚守』という苗みよう字じを名乗っていた藤のご先祖様は、巫み女こを輩はい出しゆつしてきた特別な一族だった。

　巫女は唯ゆい一いつ、大神様に願いを届けられる存在で、たとえ村長であろうと巫女に意見することはできなかったという。

　そして大神塚守家の本家の長男は、大神様の塚をお世話するという大役を任されていた。

　農業が盛んだった明治末期頃ごろまで、それはそれは盛大に祀られていたという。信しん仰こう心の篤あつい村人たちによって、季節ごとに祭りが行われ、一年中お供え物が途と切ぎれることはなかった。

　しかし大正、昭和……と時代が下るにつれ、町の開発や人口の都市流出などにより、次し第だいに信仰心は薄うすれていったという。いつしか祭さい祀しも行われなくなり、大神塚守家も苗字を塚守と改めた。

　それでも、大神塚のお世話は、脈々と受け継つがれてきたのだ。

　子どもの頃ころから、藤は里帰りするたびに大神様の話を聞きたいと祖父にせがんだ。祖父は口数が多くないけれど、断だん片ぺん的てきにでも、訥とつ々とつと話してくれるのが嬉うれしかった。

　祖父は一度も、藤に大神塚の世話を継げと言ったことはない。藤もあえて、自分が継ぐとは口にしていない。しかし藤にとってそのお役目は憧あこがれであり、責任であるという気持ちは、心の奥底に強く根付いていた。

　入院中の祖父の世話だけなら、極きよく端たんな話をすれば、ヘルパーの人などと契けい約やくしてお願いすることもできる。しかし大神塚守の務めだけは、塚守家の人間がしなければならないと思った。

　藤の父はどちらかというと、そういった俗ぞく習しゆうが好きではない人で、若い頃に都会に出たきり滅めつ多たに帰省しない。今回、藤が自分から村に行くと言ったことを、父がどう思っているのか、はっきりとは分からない。

　ただ、村に来てみて知ったのだが、どうやら父は親しん戚せきや村人たちから、村に帰るよう催さい促そくされていたらしい。彼らは藤が来たことで跡あと継つぎができたと喜んでいるので、父への催促は減るのではないかと思う。

　藤はもともと祖父の家も村も大好きだから申し出ただけだが、そのことで父が喜んでくれていたらいいのにと思う。両親も親戚も村の人たちも、藤がしたことで喜んでくれたなら、どんなに幸せだろう。

　誰だれかの役に立てた時、藤は心から嬉しくなるし、何よりも──安心する。

　だから、祖父にも喜んでもらいたいのだけれど……口数が少ない祖父が、何を望んでいるのか、藤にはなかなか読み取れずにいた。

「……とりあえず、せっかく教えてくれたのに五時までに帰れなかったことは黙だまっとこう」

　呆あきれられたくない、と思ってしまう。

　藤はほとんど視界のない暴風雨の中を、ゆっくりとスクーターで進んでいった。合羽を着ているが、雨はどんどん入り込んできて服を濡らす。そのせいか、長なが袖そでのシャツ一枚にデニムパンツという軽装なのに、やけに重く感じた。初夏のこの季節でなければ、体温を奪うばわれて大変なことになっていたかもしれない。そう考えると、不幸中の幸いだと思う。

　藤を追い抜ぬく車も、対向車も、まったくなかった。一つ目の渓谷と二つ目の渓谷の間には民家がないので、藤だけが孤こ立りつしてしまっている可能性がある。

　ぞ……っと背筋が寒くなった。

　独りだという、底知れない不安が湧わき起こってくる。

　藤はスクーターを路ろ肩かたに寄せて、停車した。手に滴したたる水を払はらいながら、パンツのポケットからケータイを出す。出した途端にシャワーのような雨に晒さらされる。防水加工が施ほどこされていてよかった、と思った。

　一いち縷るの望みをかけて、操作してみる。しかし明るくなった画面に表示されたのは、圏けん外がいの文字だった。

「やっぱり駄だ目めか……」

　誰かに電話をかけるつもりだったわけじゃない。今そんなことをしても、心配させてしまうだけだ。ただ、誰かと繫つながっているという実感を持ちたかった。電話をかけようと思えばいつでもかけられるという状態を見て、安心したかっただけなのだ。

　増してしまった不安をなんとか胸に押し込んで、藤は再びスクーターを走らせ始めた。

　吹きつける突とつ風ぷうにハンドルを取られそうになりながらも、なんとか前へ。進んでいなければ、不安だった。ちらりと振ふり返った後方が、初夏の五時過ぎとは思えないほど暗くて、その闇やみに飲み込まれてしまいそうな恐きよう怖ふが襲おそってくる。そこから逃にげたかった。

　──ここに、もっふりがあったらいいのに……！

　なぜか、そんな場ば違ちがいなことを思った。恐怖を感じれば感じるほど、真しん剣けんに思う。

　もふもふは藤にとって癒いやしで、その究極はもっふりだ。だから、ここにもっふりがあったら、不安を拭ぬぐえるのではないかと。

　──あ、そうだ。幸太くんに借りたタオルがある。

　座席の下の荷物入れに仕し舞まってある。そのことを思い出しただけで、ふっと心が軽くなった。

　──うん、そうだよ。ちゃんと、繫がってる。

　ケータイの電波は届かなくても、弟みたいに可愛かわいがっている幸太のタオルが、今ここにある。

　姿勢を正し、しっかりとハンドルを握にぎりなおすと、心なしか雨風が弱まった気がした。……いや、気のせいではない。確実に弱まっている。

　この調子なら、少し待てば二つ目の橋を越こえられるかもしれない。

　そう、思っていたのだが。

「……なんだ、これ……」

　二つ目の渓けい谷こくの、橋の手前に到とう着ちやくした藤は、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　怖ろしいほどに水みず嵩かさが増し、橋が……あんなに高い位置にあった橋が、吞のみ込まれるのではないかという恐怖を覚えるほど、濁だく流りゆうの水面が近づいている。

「うそだろ……」

　さっきからの暴風雨は確かに大変なものだったが、こんな短時間で、これほど急激に増水するはずがない。もしかして上流の山奥の方では、もっと前から豪ごう雨うに見み舞まわれていたのだろうか。祖父は大神塚守として長年仕えてきたことで、その変化を感じ取っていた……？

　これは渡わたれない。おそらく、一つ目の橋も今いま頃ごろは渡れなくなっているはずだ。

　藤はここで夜明かしをする覚かく悟ごを決めた。

　──じいちゃんの言いつけは、今度から絶対に守ろう……。

　五時に帰宅していれば、この橋もなんなく渡れていただろうに。

　そう思いながら、薄うす暗くら闇やみに覆われ始めている橋の先を、じっと見つめた時だった。

　石のような塊かたまりが、橋を塞ふさぐように横たわっているのが見えた。そしてそれが、突とつ然ぜん動いたのだ。

「……車!?」

　ドアを開こうとして、すぐに閉じたのだと分かる。つまり、誰かが乗っている。

　そして、この時間に、この橋を渡る車と言えば……。

「幸太くん!?」

　真っ先に思い浮うかんだのは、いつも元気な幸太の姿だった。

　村から町へ通勤している者は他ほかにもいる。しかし会社員が帰宅するにはまだ早く、小学校のスクールバスにしては遅おそすぎる。そもそも車のサイズが違ちがう。遠目から確かく認にんする限り、あれは幸太の母親の軽自動車に見えた。

　だが幸太も、藤がバイトに行くために病室を出た後、それほど待たずに迎むかえが来たはずなのに。きっと祖父も早く帰れとアドバイスしただろう。

　けれど藤自身こうして帰宅が遅おくれてしまったのだから、彼らにも事情があるのかもしれない。

　とにかく、一刻も早く彼らを助けなければ。

　藤はスクーターを置いて橋へと駆かけ出していた。しかし左右に木がない場所に一歩踏ふみ出した途と端たん、ものすごい風に飛ばされそうになる。

「……っ！」

　本能的に後退していた。思わず脇わきの木にしがみつき、肩かたで息いきをする。

　信じられない強風だった。これが大自然の猛もう威いというものなのか。これほどに牙きばを剝むくものなのか。人間などひとたまりもない。恐怖で足がガクガクと震ふるえていた。

　助けを呼びたい。望みをかけて再びケータイを確認したが、やはり圏外だ。助けを呼ぶ手段がない。

「どうしたらいいんだよ……！」

　藤は周囲をぐるりと見み渡わたした。ロープの一本でもあれば命いのち綱づなに使えるのに、そこにあるのは自然だけだ。しかも刻々と暗くら闇やみに塗ぬりこめられていく。悪天候のせいだけではなく、確実に夜へと向かっていた。このままでは危険だ。

「誰か……！」

　誰もいない。分かっているのに、叫さけんでしまう。

　自分はなんて無力なのだろうと思った。

　幸太たちを助ける手段があるなら、なんでもするのに──と、苛いら立だちのようなもどかしさを抱かかえることしかできない自分に、腹が立ってたまらなかった。

「誰か助けてーっ！」

　誰か、誰か、誰か──いろんな人の顔が浮かんでは消えていく。両親や祖父や親戚や村の人たちや友人たち……藤の大切な人たちの顔がぐるぐるとめまぐるしく入れ替かわり、けれどその中の誰一人として今ここにはいなくて、自分はひとりぼっちで、無力で──絶望の淵ふちに立たされた藤は、ふと、店長の言葉を思い出す。

　遭そう難なんしかけた時、銀色に輝く狼おおかみが助けてくれた……と。

　それは──大神様の化身。

「大神様、助けて……っ！」

　悲鳴のような願いが、口から飛び出した瞬しゆん間かんだった。

　シン……と。

　耳鳴りがするような静せい寂じやくが、突然、藤を包み込んだ。

「……え？」

　呟きが、静寂に吸い込まれて消える。そんな錯さつ覚かくを覚える。

　まるで時が止まったようだった。

　風が止やみ、痛いほどに叩たたきつけていた雨あま粒つぶが、いつの間にか跡あと形かたもなくなっている。けれど……視線を上げると、少し先の道路にはいまだ雨が降り続け、池のごとく広がった水みず溜たまりに水すい紋もんを刻み続けている。

「何……？」

　自分は、死んだのだろうか。

　真っ先にそう思った。

　現世と切り離はなされてしまったという、不思議な体感だった。

　ところが。

　しゃりん……と、鈴すずのような音色が……いや、鈴というより、極ごく上じようのクリスタルで作られた繊せん細さいな糸が触ふれ合ったような、涼すずやかで、美しすぎる音が、どこからともなく聞こえてきた。

　しゃりん、しゃりん……音は近づいてくる。そして、目の前に──降り立った。

　銀色に光り輝かがやく、一いつ匹ぴきの狼おおかみ。

「……っ！」

　藤は息を吞んだ。声なんて出なかった。全身の産うぶ毛げが逆立つような、背筋が震えるような、圧あつ倒とう的な畏い怖ふを抱いだく。

　怖ろしいのに、体の奥の、芯しんの方が喜んでいる。どくどくと血が湧わき立ち、ひれ伏ふしたいと願っている。

　これが、神こう々ごうしさというものなのか。

　この存在が──『大神』様なのか。

　祖父や周囲の大人たちから聞いていた、大神の化け身しんの、銀色の狼。

　あまりにも美しい銀色の狼は、やわらかな光のオーラをまとっていて、そこだけ異次元のようだった。　>>>♥

　雨の雫しずくも、吹ふきつける風も、彼にはなんの影えい響きようも及およぼさない。聞くまでもなく、そのことが理解できる。

　そして藤はハッとした。──大神なら、幸太たちを助けられるに違いないと。

「……っ、お……っ」

　大神様、と声をかけようとするのに、できない。金かな縛しばりにでも遭あっているみたいに、体の自由が利きかない。

「……ぉ……み、さ……っ」

　絞しぼり出した声は、あまりにも掠かすれて小さかった。何度も何度も口をぱくぱくと動かし、声を出そうとする。

　地につけていた狼の前まえ脚あしが、片方、持ち上げられた。ここから立ち去ってしまう予感に、藤はゾッとする。

「……っ、……おおかみ様……っ！」

　声が出た。

　そのことに歓かん喜きしたのも束つかの間、視線が……こちらに流れてくる。藤を捉とらえる。

　眼めが合った瞬間、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを感じた。ただ見られているだけなのに、凄すさまじい存在感が、衝しよう撃げき波はのように藤を揺ゆさぶる。

　大神の目は、とても不思議だった。鋭するどいのに、優やさしくて、ものすごい迫はく力りよくがあるのに、静かで……紺こん藍あい色いろに見える双そう眸ぼうは、晴れた夜の星空のように果てしない深さを感じさせた。

「おまえ、美味うまそうだな」

「っ!?」

　大神が──銀色の狼がしゃべった。

　そのことを驚おどろくべきなのか、意味を理解できる言葉だったことを驚くべきなのか、それともその内容自体を驚くべきなのか……さまざまな驚きが一気に押し寄せてきて、頭がまっしろになった藤は……ただ呆ぼう然ぜんと、なんていい声なんだろうという感想だけを抱いていた。

　艶つややかで、どっしりと落ち着いた、強い響ひびきの声。

「おまえの体内から山の水の匂においがする。そしておまえが刻む鼓こ動どうは山の波動と共きよう振しんしておる。その精気……さてはおまえ、塚守だな」

「っ……は、はい！　大神塚を代々お世話させていただいています、塚守藤です。今、祖父が入院しているので、おれが代わりに……」

　必死に説明しようとして、ハタと気づいてしまった。

　まさかこの急な嵐あらしは、自分が満足に塚守の務めを果たせていなかったから、大神が怒おこったために起きた現象ではないかと……。

　──おれのせい？

　ゾッとした。自分のせいで、誰かが──幸太と彼の母親が生命の危険に晒さらされているのだとしたら。

「大神様、おれ、何か……お世話の作法を間ま違ちがっていましたか？　すみません！」

「あ？」

「おれ、これから決して、大神塚のお世話を怠おこたりません！　満足していただけるように、誠心誠意お務めします。だから……だから、お願いです。あの車の中にいる人たちを助けてください……！」

　藤は必死に、橋の方を指す。いつの間にか金縛りは解け、動けるようになっていた。

　しかしそれに対して、大神の反応は。

「あ？　おまえは何を言っておるのだ」

　銀色の狼の眉まゆが、怪け訝げんそうにひそめられる。まるで人間のような、明確な表情の変化だった。

「おれが、祖父のように、きちんとお世話できていなかったから……大神様は怒られたんですよね……？　それで、嵐に……」

　あからさまに、呆あきれた表情をされる。

「とんだ自うぬ惚ぼれ者に育ったもんだな。清せい太た郎ろうは何を教えておったのだ」

　清太郎とは、祖父の名前だ。

　もしかして祖父も、大神とこんなふうに話したことがあるのだろうか。そんな話は聞いたことがないけれど。

「あの……？」

「ちっぽけな人間が一人、多少作法を間違ったところで、嵐など起こさぬわ。自然を舐なめるでない」

　大神の言葉に、藤は頰ほおを赤らめた。言われてみたらその通りだ。自分は何を思い上がっていたのだろう。恥はずかしくてたまらない。

「ふん、ちっぽけなちっぽけな人間よ」

　羞しゆう恥ちに頰を染める藤に、追い討うちをかけるように、大神は口にした。

「だがな、ふじ。そのちっぽけな一人の人間の心からの願いが、神なる存在を動かすことはあるのだ。──試ためしてみるか？」

「えっ……？」

「おまえの願いはなんだ？　聞くだけ、聞いてやらんこともない」

　大神が不敵に笑う。狼なのに、不思議なくらい表情が読める。

　藤の願いが何かなんて、さっき縋すがったばかりなのだから、大神は既すでに知っている。それではつまり、幸太たちを助けてくれるという意味か。

「あの橋の上の、車の中にいる人たちを助けてください！　お願いします！」

　藤は前のめりに叫さけんだ。神様は本当にいたんだ、助けてくれるんだ、と胸が歓喜に沸わいていた。──ところが。

「ふぅむ、それで？　おまえは願いを叶かなえてもらう代だい償しように、俺に何を捧ささげるのだ？」

「……え？」

「代わりにその身でも捧げてみるか？」

　そう言った大神の双眸は、どこかおもしろがっているようにも見えて、藤は硬こう直ちよくした。

　そういえば、大神が発した第一声は『おまえ、美味そうだな』だった。

　それはつまり、『生いけ贄にえ』ということか。

　自分は、銀色の狼に食べられてしまうのか……。

「どうなのだ」

「……っ」

　言葉が出てこなかった。幸太たちを助ける手段があるならなんでもすると……そう願った気持ちは決して噓うそではないのに、代わりに自分が死ぬとなると、それでもいいからと口にすることはできなかった。

　なんて偽ぎ善ぜん者なのだろう。藤はそんな自分を嫌けん悪おした。

「ふん。人間など、所しよ詮せんそんなものだ。好き勝手に生きておきながら、都合のいい時だけ神様神様と縋って来る。そして神なら命を救ってくれて当然だなどと、勝手なことを申す」

　そこまで傲ごう慢まんなことを言ったつもりはないけれど、そう取られても仕方がないことを、自分はしてしまったのだと思った。藤は唇くちびるを嚙かみしめる。

「だが、残念だったな、ちっぽけな人間よ。命あるものは、いつかその生をまっとうするのが自然の摂せつ理りなのだ。おまえも、あの子どもも」

　冷たく言い放たれたその言葉に、藤は車の方を見た。

　すると、さっきは閉まっていたはずの車の窓が開いていて、そこから幸太が半身を乗り出しているのが見えた。

「幸太くん!?」

　風でドアが開かないから、窓から出ることにしたのだろうか。よく見ると、車は風に押されて端はしの方へと移動していた。このままでは落下すると……もしくは濁だく流りゆうに吞のみ込まれると母親は判断したのかもしれない。だから、なんとか抜ぬけ出そうと。

　幸太は手にタオルを巻きつけていた。母親の手と結んでいるらしい。距きよ離りがあるのにはっきりと見えた。

　吹ふきつける風に煽あおられながら、幸太は車の外に出る。しかしその途と端たん、まるで木の葉のように幸太の体が風に攫さらわれそうになった。

「っ、幸太くん！」

　藤は咄とつ嗟さに、駆かけ出そうとした。

　けれど何も持たない、なんの力もない自分が足を踏ふみ出したところで、またさっきと同じように引き返すことしかできないということが、もう分かっていた。

「……っ」

　藤は、大神を振ふり返る。

　銀色の光を纏まとった、美しい狼おおかみ。

　その口元から覗のぞく鋭するどい牙きばに……嚙まれたら、痛いだろう。嚙まれるだけではない。引き裂さかれるのだ。想像を絶する痛みに違ちがいない。痛いのは嫌いやだ。苦しいのは嫌だ。自分はまだ二十三歳で、誰だれの役にも立てていないのに……まだ、何も成し遂とげていないのに……。

　それでも。

　それでも、ここで彼らを見捨てた罪を、ずっと抱かかえて生きていくことなんてできない。

「……大神様、お願いです……！　幸太くんたちを助けてください！……なんでもしますから……っ！」

　絞しぼり出した声は、掠かすれた悲鳴のようだった。

　藤の瞳ひとみからボロボロと涙なみだが零こぼれる。これで自分は死ぬのだと思ったら、両親や祖父や友人たちの笑え顔がおが、脳のう裏りに湧わき上がるように次々と浮うかんできて、悲しくてたまらなかった。

　自分は、なんて弱い人間なのだろう。

　この身を犠ぎ牲せいにしてでも幸太たちを助けたいという崇すう高こうな願いではなく、ただ、見捨てたら自分が耐たえられないという罪悪感から逃にげたくてこの選せん択たくをしたのだから。

　けれど今この場で、藤が選べる答えはこれだけだった。

「ほう……なんでもする、と？」

「……はい」

　せめて、とどめを刺さしてから食べてください。藤は心で願いながら、新たな涙を流した。

「その身を捧げるのだな？」

「…………は、い」

「二言はないな？」

　なぜそんなに念を押すのだろう。たとえ逃げ出したとしても、大神から逃げおおせるわけがないことくらい、パニックになっている今の藤でも分かるというのに。

「いいだろう。契けい約やくは成立だ」

　しゃりん……と、あの美しい音が聞こえた。

　大神が大地を蹴けった音だ──と気づいた次の瞬しゆん間かん、まるで空間を飛び越こえたように、藤の目の前に彼は立っていた。そして鋭い牙を剝むきだしに、藤に向かって口を開ける。

　──っ先に食べられるの!?

　そんなことをしている間に、幸太たちが危険に晒さらされる。逃げないから、先に彼らを助けてほしい。そう思ったら……。

　べろり。

「……ひっ!?」

　紅あかい舌に、顔をひと舐めされた。

　藤は硬直する。次はガブリ、と来ると覚かく悟ごした。獣けものの匂においが、今生の最後の記き憶おくになるのか……と思った。ただ、大神の獣くささは、なぜか心ここ地ちよかった。山の木と、土と、水の匂いがまざった独特の香かおりだからだろうか。やはりただの獣ではなく、神の化け身しんだから……そんなことをつらつら考えながら、藤は最さい期ごの時を迎むかえようとしていた。……が、しかし。

「ふむ、やはりおまえの精気はなかなかイケるではないか。よぅし、決めた。俺は今日から里に降りてやる。その身を存分に捧げるがいい」

「……え？」

　しゃり……ん、しゃりん、しゃりん……。

　藤に背を向けた大神が、美しい音色を響ひびかせながら、軽かろやかに橋を渡わたっていく。

　向かう先には、今にも風に飛ばされてしまいそうな幸太と、必死にそれを留とどめようとする母親の姿があった。

　銀色の狼が、車の周りをくるりと回った。円を描えがくように。

　すると、次の瞬間。

　ふっ……と消えた。車も、幸太と母親も、銀色の狼も。

　ザァッと藤に雨あま粒つぶが降り注ぐ。風の音が聞こえ、雨の冷たさを肌はだで感じた。

　藤の周りだけ止まっていた時間が、動き出した。

　そして極度の緊きん張ちようが解けた藤は、そのまま気を失った。




　　＊　＊　＊




「……じょ、冗じよう談だんでしょう？　大神様……」

　藤は今、素すっ裸ぱだかで、思わぬ展開に追い込まれている。

　あの橋のたもとでの緊きん迫ぱくしたやり取りから、早三時間ほどが経過し、午後八時過ぎ。

　気を失っていた藤は、目覚めると、既すでにこの家の中にいた。

　ここは祖父の家──今は藤が一人で管理している日本家屋だ。二階建てで、立派な縁えん側がわがあり、さまざまな草花が咲さき乱れる広い庭がある。もっとも、庭は境界線が曖あい昧まいなまま山へと続いているのだが。ただ、明らかに野草ではない草花が丁てい寧ねいに植えられている。

　祖父は無口で無ぶ愛あい想そだが、とても心優やさしい人だ。穏おだやかな時間が流れるこの家や、手入れの行き届いた庭を見ただけでもそのことが分かる。

　目覚めた時、藤は濡ぬれた服を身に纏まとっておらず、全ぜん裸らで畳たたみの上に転がされていた。

　そして見上げた視界には、銀色に輝かがやく狼の毛並み。

　なんと、藤は大神に伸のし掛かかられ、べろりべろりと裸はだかの胸を舐なめられていた。

　覚かく醒せいするや否いなや、叫さけび声を上げて飛び起きたのは仕方がないことだと思う。

　藤は恐おそろしさに震ふるえながら、幸太たちのことを尋たずねた。すると大神は。

「あやつらは車ごと家に運んでやったわ。百年ものの柿かきの木に守られておる、あの村はずれの青い屋根の家だろう？　記憶も消してやったからな、今ごろ何もかもすっかり忘れて、のんきに晩飯でも食ろうておるだろう。ふふん」

　ドヤァ、と自じ慢まんげに教えてくれた。そしてホッと気の緩ゆるんだ藤の、一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさず、跳とびかかってきた。

　前まえ脚あしで腕うでを押さえつけられ、べろりと喉のど元もとを舐められた。逃げなければ食われる、と恐きよう怖ふを覚えた。

　しかしそこでハッと思い出したのだ。──この身を捧ささげると、約束を交かわしていたことを。

　逃げたら、約束を破ることになる。

　藤は、四し肢しから力を抜いた。すると腕に食い込んでいた大神の前脚の爪つめが、痛いと思うほど食い込まなくなった。

　抵てい抗こうしなければ、痛くないのだろうか。死ぬ時もそうだったらいいのに。

「…………痛いのは、怖こわいです……だから……ひと思いに、急所にとどめを刺してください。お願いします」

　藤はぎゅっと目を瞑つむり、大神に頼たのんだ。

　すると大神は、「あ？」と低い声で唸うなる。

「いくら俺が神とはいえ、なんの準備もせずに突つき挿いれられるわけがないだろう。痛いのは怖いと言いながら、もっとも痛い方法を願うとは、おまえは変わったやつだな」

「えっ、ひと思いにした方が痛いんですか……？」

　じわじわと生命が消えていく方が、痛みが長引くと思ったのだが。もしかして急所をひと嚙かみした時の痛みは、そのじわじわを凌りよう駕がするほど痛いのだろうか。

　そろりと瞼まぶたを上げると、大神が藤を見下ろしていた。紺こん藍あい色いろの眸ひとみがどことなくギラついているのは、これから獲え物ものにありつけるという期待からか。

「それに今はこの姿だ。人間には不都合があるのではないか」

「え？……あ、確かに……もしも誰かに見られたら、狼による惨ざん殺さつ事件ですよね……」

　村人にトラウマを植え付けかねない。

「ああ？」

　怪け訝げんそうに、眉まゆをひそめられる。

「惨殺？　それを言うなら獣じゆう姦かんだろう」

「じゅうかん……？」

　重じゆう患かん？　縦じゆう貫かん？　十……？　漢字を当てはめようと脳裏でパズルを組み立てるが、どれも意味が通じない。

「おまえ、俺が獣に見えていないのか？」

「え？　狼だから獣ですよね？　ちゃんと、見えてます」

　むしろ、獣以外の何に見えるというのか。

　しかし相手は神様だ。化身として狼の姿を取っているが、実は場合によっては他ほかの姿に見えているとか？

「おまえ、もしや……阿あ呆ほうか？」

「えっ」

　大神に会ってから、たった数時間の間に何度「えっ」と返しているだろう。確かに、こんな反応ばかりしていたら、阿呆だと言われても仕方がないと思った。

「……無知で、申し訳ありません。……じゅうかんの意味を教えてくださいますか？」

　藤が尋ねると、大神は不敵に笑った。そして紅く、長い舌で……べろり、と藤の喉元を舐める。そうされると藤が恐怖で硬こう直ちよくするのを楽しむように。

「阿呆もここまで直球だと、いっそ天あつ晴ぱれだな。いいだろう、教えてやろう。このように……」

　べろり、また舐める。今度は胸をくすぐるように、二度、三度。それから再び、藤と視線を合わせてきた。

「獣と姦かん淫いんすること、それ、即すなわち獣姦だ」

「…………えっ!?」

　ぞわっと全身に鳥とり肌はだが立ち、藤は思わず大神を押しのけていた。

　その瞬間、手のひらに広がった、もふっという感かん触しよくに一瞬我を失いかけたが、今はもふもふよりも獣姦の方が大事件だ。

　大神は藤を無理に拘こう束そくしたりしなかった。

　藤は部屋の隅すみに重ねてあった座ざ布ぶ団とんを手た繰ぐり寄せ、なんとか下半身を隠かくす。

「か、か、姦淫なんて、しませんよ!?　だっておれ、こう見えて男ですから」

「男の徴しるしが見えんがな」

「さっきまで見えてたじゃないですか」

　この座布団は決して離はなさない。藤はぎゅっと抱かかえ込んだ。

「……あの、ちょっと、落ち着きましょう。どうして、か、姦淫とか、そんな突とつ拍ぴよう子しもない話になったんですか？」

「ああ？　おまえから求めたのだろう。ひと思いに挿そう入にゆうしろと。つまり俺のものを突き挿れて、体内に精を放ってほしいということだろう」

「そんなこと言ってませんよ!?」

　一体いつ、そんな話になったのか。自分の言動を振ふり返ってみるが、まったく思い当たらない。

　しかし藤の全否定に、大神はみるみる不ふ機き嫌げんになった。

「その身を捧げると誓ちかったのは、噓うそだとでも？」

「噓じゃありません。……捧げます。……ちゃんと、覚かく悟ご、しました。…………おれが死んだら、じいちゃんの入院中のお世話とかちょっと迷めい惑わくかけちゃうけど……」

　うっ、と小さく嗚お咽えつが漏もれてしまい、藤は必死に涙なみだを堪こらえた。今、泣いたら駄だ目めだ。感情を解き放ってしまったら、きっと言ってしまう。死にたくない、と。

　そう考えて、歯を食いしばったのに。

「あ？　おまえ、神を見くびるにも程ほどがあるぞ。下等な妖よう怪かいでもあるまいし、生いけ贄にえの生命を脅おびやかすほど精気を貪むさぼるわけがないだろう、この阿呆が」

「えっ！　おれ、食べられるわけじゃないんですか!?」

「頭からバリバリ？　血肉を啜すすって？──この、うつけ者が！　おまえは神を知らなすぎる。清太郎は本当に何をしておったのだ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、大神が近づいてきた。畳を踏ふんで歩いているのに、もう、あの美しい足音は聞こえない。

「我々、神の食事は、この……」

　べろり。顔を舐められる。「ひっ」と身を竦すくめる藤の強こわ張ばった顔を見つめながら、大神は不敵に笑った。

「生命ある者の全身から滲にじみ出し、滴したたり落ちておる精気だ。ふん……おまえの精気はなかなか美味うまいぞ、ふじ。その布を外せ。全身を舐めつくしてやる」

　下か肢しを覆おおった座布団に、たしっと前脚を乗せられる。

「……じょ、冗じよう談だんでしょう？　大神様……」

「ああ？　なぜ俺が冗談など言っておまえにサービスしてやらねばならぬのだ。ほら、早はようその布を退どけろ」

「で、で、でも、その……」

　藤はずりずりと畳たたみの上を後退し、壁かべ際ぎわに追い詰つめられた。

「ふじ。おまえの身を、俺に捧げろ」

　銀色の狼に迫せまられる。鼓こ動どうが奇き妙みように跳はねたのは、あまりにも常識から掛かけ離れたこの状じよう況きように思考が追いついていなかったからだろうか。

「か、姦淫はナシでお願いしますよ。舐なめるだけ。舐めるだけで！」

「うむ、分かった。それほど望むなら、がっつり舐めてやろう」

「ちょっ、おれが舐めてほしいって言ってるわけじゃないでしょう!?」

　思わず大声で言い返していた。誰だれかに対してこんなふうに声を荒あららげたり、反論したりするのは生まれて初めてのことで、藤は自分に驚おどろいた。

　そしてこんな態度を取ったら、大神を怒おこらせてしまうのではないかと不安になったが。

「お？　精気が濃こくなったぞ。ふむ、おまえ、さては我を殺して鬱うつ憤ぷんを溜ためるタイプだな？　人間とは面めん倒どうくさいものよ」

　怒るどころか、大神は喜んでいる。そして見せつけるように、べろぉりと舌なめずりしてみせた。

　ひっ、と息を吞のんだものの、藤はもう、生命を奪うばわれることはないと知っている。

　そしてどうやら、少々の無礼な振る舞まいくらいでは咎とがめられたりしないということも。

「……絶対、嚙まないでくださいよ？」

「甘あま嚙がみは姦淫につきものだ」

「っ、……か、姦淫じゃなくて、食事でしょ！　それで、大神様の食事はバリバリ食べることじゃないんでしょう？　だったら嚙む必要ないですよね？　もしも大神様が嚙むとしたら、それってきっとおれをからかうためですよね？　おれ、からかわれるの嫌いやなので。……か、嚙んだら、一回食事抜ぬきですっ」

　神様を相手に、すごいことを言っている自覚はある。まだ怖こわさもあった。けれど大神なら、許してくれるのではないかという期待を抱いだいていた。

「ふふん。おまえ、なかなか弁が立つな」

　たしたしっと、座布団の上を前進してくる。座っている藤と目線が同じ高さだった。

　これほど大きな犬には、会ったことがない。それだけでも恐きよう怖ふを感じてもよさそうなのに、不思議と、そのことには最初から怖さはなかった。

　銀色に輝かがやく美しい毛並みだという時点で、人じん智ちを超こえていたからだろうか。

　大神に対して抱いたのは、ただ、ただ、畏い怖ふだった。

「……畏怖……」

　ぽつりと呟つぶやき、紺こん藍あい色いろの双そう眸ぼうを見つめたら……ぶはっと噴ふきだしてしまった。

「うをっ？　おまえ、何をいきなり笑い出すのだ」

　反射的に後ずさった狼は、藤が世話してきた犬たちとそれほど反応に差があるように思えない。

　山で出で逢あった時に大神に対して抱いた、震ふるえるほどの畏おそれや敬いはどこへ行ってしまったのだろう。藤は自分の心の中を覗のぞき込んで笑った。決して侮あなどっているわけではないけれど、少なくとも話が通じるという安心感は、藤から恐怖の大部分を拭ぬぐい去った。

　──大だい丈じよう夫ぶかも。大神様なら、おれ、お世話できるかも。

　塚守家の務めである、大神塚の世話を、きちんとまっとうしたいと思った。

「大神様、最初に確かく認にんしておきたいんですが、お食事は一日三回、決まった時間ですか？　そしてそれは、舐めないとできないものですか？」

「それはどういう意図の質問だ？」

「……ええと、大神様のお世話をさせていただくにあたって、不備がないようにしたいのですが、じいちゃんの病院とペットショップのバイトで家を空けることがあるので、どうしたらいいかな……と思いまして。精気がお食事ということは、人間のごはんみたいに作り置きできないですよね？」

「ふむ、なるほど。そういうことなら答えてやろう。食事の回数も時間も決まっておらん。摂とりたい時に摂る。おまえは俺の求めに応じて、その体を開けばよい」

　なんだか卑ひ猥わいな行こう為いを連想させる言い方に聞こえるのだが、気のせいだろうか。

「……ま、毎回、……舐めるんですか？……お食事って、舐めないとできないものなんですか？」

「がっつり食いたい時は舐めるのが手っ取り早い。空気中を伝わってくる精気を吸収することもできるが、まどろっこしいのだ。昔の人間が言うには、胡ご麻まを箸はしで一ひと粒つぶずつちまちま口に運ぶか、手て摑づかみでムシャァと頰ほお張ばるか、という表現が分かりやすいらしいぞ」

「えっ、大神様、昔も人間と話したことがあるんですか？」

　そういえば、銀色の狼おおかみが現れたという記録は、平安時代にまで遡さかのぼれるのだった。

　一体いつから、大神はこの姿で存在しているのだろう。

「この無知め。昔はな、村一番の美人を進んで俺に嫁よめ入いりさせたものだぞ」

「嫁入り!?」

「まぁ、いわゆる生贄というやつの、罪悪感から目を逸そらすための婉えん曲きよく的な言い回しだな。ちっぽけな人間どもの知ち恵えの表れよ」

　にやりと笑った口の端はしから、尖とがった牙きばが覗いてギクッとした。

「……でも、食べないんですよね？」

「精気は食い放題だ」

　自じ慢まんげに言う大神に、もしかしたら彼は、人間のことが好きなのだろうかと藤は思った。

　ちっぽけだと何度も言うくせに、そこに蔑さげすみの色は感じられない。むしろ、慈いつくしみのようなものが滲んでいる。

　そして藤は、さっきの衝しよう撃げき的な出来事を思い出した。

　危機に瀕ひんしていた幸太と母親を見て、大神は『命あるものは、いつかその生をまっとうするのが自然の摂せつ理り』だと冷たく言い放ったけれど……それはきっと真実に違ちがいないのだろうけれど、結局は積極的に助けてくれた。

　ついさっきまでは、自分の命を代わりに差し出さなければならないものだと思っていたから、気づかなかったが……もしかして大神は、本当は幸太たちを助けたかったのではないか。

　だからこそ、あの場に姿を現したのではないだろうか。

　藤はそんなふうに感じてしまった。

「大神様は……」

「『ロウ』でよい」

　唐とう突とつにそう言い、大神は偉えらそうに顎あごを上げた。

「狼と書いて、ロウと読む。それくらい俺も知っているのだぞ」

「……ロウ、さん？」

「うむ。そう呼ぶことを許す」

　許されてしまった。なんだか特別扱あつかいしてもらえたみたいで、じわりと嬉うれしくなる。

「ありがとうございます、ロウさん」

　照れ笑いを浮うかべたら、不意に、鋭するどい眼めを向けられた。

　ドキッとする。それは動物と戯たわむれている時に、野生を垣かい間ま見みた瞬しゆん間かんのような危機感だった。

　そして次の瞬間、ドンッと壁かべに背中を押しつけられる。

　銀色の狼が後ろ脚あしで立ち、前まえ脚あしで藤を押さえつけていた。頭からバリバリ食われることはないと分かっていても、緊きん張ちようで鼓動が乱れ打つ。

「おまえ、本当に美味うまそうだ。いい塩あん梅ばいに育ったものだな」

　低い声で囁ささやかれ、首筋をひと舐めされる。

「……っ」

　ぞくりと悪お寒かんが走ったのは、気持ち悪かったからでも、恐怖からでもなかった。

　狼の紅あかい舌が、やけに扇せん情じよう的に見えて……。

「そのようにいやらしい表情をされると、期待に応こたえねばならぬ気がするのだが？」

「いっ!?　いいいやらしい表情なんてしてませんっ！」

　真っ赤になって逃にげようとすると、大神は笑い声を上げて藤を押し倒たおした。

　前脚で肩かたを押さえつけ、片方の後ろ脚で藤の太ふと腿ももを踏ふみつけ、動きを制する。じたばた動くと爪つめが肌はだに食い込んで痛い。傷をつけないギリギリのラインで押さえ込まれているため、身動きができないのだ。

「ふふん、そうしておとなしく身を捧ささげればいいのだ」

　大神は藤の体に舌を這はわせ始める。舌が大きいため、ひと舐なめで広い範はん囲いを舐められる。藤は硬こう直ちよくして、その責めに耐たえた。

「おい、反応がないと詰つまらんぞ」

「……おとなしくしてろって言ったじゃないですか」

「抵てい抗こうするなという意味だろうが。この屁へ理り屈くつ小こ僧ぞうが」

　なんだか堅かた苦くるしいネーミングに、ふっと笑ってしまった。すると大神は前脚を藤の肩から退ける。

「うむ、それでいいのだ」

　満足そうに言うと、大神は食事を再開した。

　──もしかして、おれが大神様……ロウさんに対して身構えてるかどうかを、敏びん感かんに感じ取られてる？

　恐おそれを抱いていると高圧的に、緊張していると動きを封ふうじるように、しかし藤が心を開くと自由にさせられている気がする。いずれにしろ舐められることに変わりはないのだが。

　──さっき、精気が濃こくなったとか言ってたし……感情が影えい響きようを及およぼすのかな？……どうせなら、美味おいしいと思ってほしいな……。

「おお？　ふじよ、おまえなかなか筋がいいではないか」

　大神が突とつ然ぜん喜びの声を上げ、ぺろぺろという舌の動きが加速した。まるでお気に入りの骨を夢中でしゃぶる大型犬のようだ。

「……もしかして、おれ、美味しいですか？」

　おずおず尋たずねると。

「アオ────ン！」

　いきなり胸の上で遠とお吠ぼえされて、藤は焦あせった。

「ちょっ、ロウさん！　それは駄だ目めですっ。ご近所に聞こえますっ」

「うるさいわ。狼が来たとでも言っておけ」

「……それ、この時代では、ほら吹ふきの代名詞ですから……」

　藤の呟きなど黙もく殺さつし、大神は再び藤の胸に顔を埋うずめると、ぺろぺろぺろぺろ舌を這わせ始めた。

　こんなふうに胸を舐められるのは初めてだが、手や顔なら、藤にとっては日常茶さ飯はん事じだ。小さな子犬から巨きよ大だいなキリンまで、さまざまな舌の洗礼に与あずかっている。そのせいか、なんだか少しずつ慣れてきた。

　──慣れってすごいなぁ。

　仰あお向むけに寝ね転ころんだ自分の上に、体格がほとんど変わらない大きさの狼が伸のし掛かかっていて舐めまくられているというのに、この余よ裕ゆう。

　頭を上げて、大神を見下ろす。藤の胸の辺りに銀色の頭がある。その毛並みの……ふっさりと美しいこと。そして胴どう体たいの向こうに、ぶんぶん揺ゆれるしっぽが見え隠かくれしている。

　──も、もふもふ……？

　触さわりたい。強きよう烈れつに思った。そういえば先ほど、大神を押しのけた時に手に触ふれた感かん触しよくを思い出す。

　もふっ、としていた。

　──ちょっとくらいなら……大だい丈じよう夫ぶだよな？

　藤はごくりと生なま唾つばを飲み込み、畳たたみの上に投げ出していた腕うでを、そろりと持ち上げてみる。

　そ……っ、と、狼の胴の辺りに触れてみた。

「……ふぁっ？」

　指先に電気が走ったような、この夢のような手て触ざわり。

「もっふり……っ!?」

「ギャンッ!?」

　自制する間もなく、藤はガバッと狼に抱だきついていた。

　大神が甲かん高だかい鳴き声を上げて、藤の上から飛び退のいた。

　藤が手を伸のばしてもギリギリ届かない距きよ離りから、大神が驚おどろいた眼で凝ぎよう視ししてくる。藤も思わず起き上がり、両手をわきわきとさせていた。

「あの、あの、ロウさん……」

　話しかける声が上うわ擦ずっている。緊張や恐れではなく、興奮で。

　自分が何をしようとしているのか、自分でももう分からない。理性が利きかない。

「……ふじ、よだれが垂れておるぞ。……おまえまさか、この俺を喰くらおうと……!?」

「もふもふさせてください！　お願いします！」

　言うや否いなや、藤は大神に向かって跳とびかかっていた。寸前で躱かわされ、藤はドタッと畳に倒れる。肌が畳に擦すれてピリッと痛んだ。即そく座ざに起き上がろうとしたけれど、背骨を力強く押さえつけられて動けない。大神が前脚で藤を押さえ込んでいるようだ。

「ロウさん、もふもふを……もふもふを……！」

「おまえはなんという予測のつかない人間だ。なんなのだ、そのもふもふとは？」

「つまりですね、ロウさんのその毛並みに顔を埋めて頰ほおずりさせてくださいということなんです。おれ、もふもふした感触のものに目がなくて……！　もふもふの中でも究極のもふもふである『もっふり』を探しているんです。なんかちょっとロウさんの毛並みって、ものすごく極ごく上じようのもふもふの予感がするので……」

「なんと。おまえは変態というやつだったのか」

　うっ、と藤は言葉に詰まった。確かにそうかもしれない。だが変態だと罵ののしられようと、もしかすると『もっふり』と出で逢あえるのではないかという期待に、理性などすっかり放ほう棄きしていた。

「お願いです、ロウさん～」

　うつ伏ぶせで押さえつけられたまま、藤はじたばたと四し肢しを動かして訴うつたえる。

「もふもふさせてください～」

「断る」

「そこをなんとか」

「そんなにもふもふしたいなら、俺の嫁よめになるがいい」

　一いつ瞬しゆん、心が揺らいだ。

　嫁とはつまり、生いけ贄にえのことだと説明を受けたばかりだ。そして生贄は大神にとって、精気を得る対象。

　どうせこの身を捧げると既すでに約束しているのだし、嫁でも別に変わりないのでは……今ここで頷うなずけば、銀色の毛並みをもふもふし放題なのでは……。

　だがしかし、藤は男だ。

　たとえ言葉の上だけのことだとしても、それは越こえてはいけない一線のように思えた。

「嫁なんかにならなくてもおれの精気はロウさんのものですよっ。だからちょっとだけ、もふもふさせてください～」

「精気どころかおまえは既に俺のものだろう、このたわけ者が！」

　そうだった。興奮のあまり、論理的な思考もできなくなっているらしい。

「ロウさぁん……！」

「……そんな声で強請ねだるとは、獣じゆう姦かんしてほしいとしか思えんな」

「え？　なんですか？」

「もふもふとやら、できるものならするがいい、と言ったのだ」

「えっ！」

　背中から圧あつ迫ぱく感かんがなくなった。

「ロウさん！」

　藤は飛び跳はねるように起き上がると同時に、くるっと体を反転させて抱きついた。

　銀色の狼おおかみの、もふもふの体に──の、はずが。

　藤の手のひらに触れたのは、ムチッとした弾だん力りよくの、さらりとした肌はだ。そしてさっき抱きついた時より、ずっと太い胴どう回まわり。

「えっ？」

　弾はじかれるように、藤は抱ほう擁ようを解いた。

　そして目の前の大神を──狼のはずの大神を見る。

　男、だった。そこにいたのは。

　しかも、全ぜん裸らの。

　少し長い髪かみは、極上の絹糸のように艶つややかで、銀色に輝かがやいている。白い肌に、端たん整せいな顔立ち。全体的に色素が薄うすい中で、紺こん藍あい色いろの切れ長の眸ひとみが力強い光を湛たたえていた。

　にやり、と片頰を上げると、チラッと犬歯が覗のぞく。

「さあ、ふじ。もふもふできるものなら、するがいい」

　狼と同じ、麗うるわしき低い声。

「………………ロウ、さん……？」

「これほど早く人ひと形がたになれるとは。おまえの精気はなかなか優ゆう秀しゆうだな」

　ふぅ……っと意識が遠くなる。

　情けないことに、本日二度目の失神だった。







　　＊　２　＊







　もっふりだーっ！　もふもふもふもふ、もっふりだーっ！

　これが！　これこそが！　長年追い求めてきた、もふもふの中の究極のもふもふ、もっふりだーっ！　藤はとうとう、もっふりを手に入れたのだーっ！

「……もっふ……」

　呟つぶやきながら、頰ずりする。

　あの極上の毛並みに、もっふり包み込まれる……と、思ったのに。

「もっふり違ちがう」

　パチッと目を開けると、そこには胸があった。白く美しい肌はだ色いろの、がっしりとした、厚い胸むな板いたが。毛のない、平らな、男の胸が。

「……っ!?」

「起きたか、ふじ。舐なめさせろ」

　飛び起きようとした藤をすかさず抱き寄せて、布ふ団とんに縫ぬいつけたのは、人の姿の大神だ。

　失神する直前の記き憶おくが甦よみがえり、かろうじて彼を変質者扱あつかいすることだけは避さけられた。

　しかしこの状じよう況きようは一体なんなのか。

　障子を通って柔やわらかな陽ひ射ざしが差し込んでいるところを見ると、既に朝らしい。和室に敷しかれた一組の布団、そしてその中で眠ねむっていた藤と人の姿の大神。

　どう見ても、全裸の男二人が同どう衾きんしている図にしか見えない。なぜ男の自分が、同じ男に組み敷かれなければいけないのか。

「ちょっ、ちょっと待ってください。ロウさんですよね？」

「いかにも」

　べろり。頰を舐められた。熱い舌は、まさしく人間のそれだった。

「どうして人間になってるんですか？」

「人間ではない、人形だ。己おのれの神域に於おいて、そこそこ精気を喰くろうたら、人形を取ることもできるのだ。まあ、神格にもよるがな。下等な輩やからには真似まねできん」　>>>♥

　自じ慢まんげに言って、今度は藤の首筋を舐める。狼に舐められた時とは違った、気き恥はずかしさのようなものが湧わいてくる。

「……舐めるなら、狼の姿でしてくださいよ」

「断る。隙すきあらばもふもふしようと企たくらんでおるのだろう」

　そうだ、もふもふ。

　目覚める寸前のあの幸福は、もっふりに辿たどり着いた達成感によるものだったのに。

　どうやらただの夢だったらしい。がっかりしすぎて、藤は「うう……」と呻うめく。

「おい、美味うまい精気を出さぬか」

「……だったらもふもふさせてくださいよ……ん？　ちょっと待ってください。そこそこ精気を吸収したら人形になれるっていうことは、人形の今ってつまりまだ食事をしなくて大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか？」

「まだ喰える」

　食いしん坊ぼうか。

「無理して食べなくていいんですっ。腹八分目という言葉、ご存知ですか？　満腹よりもまだ少し余よ裕ゆうがある方が健康にいいし、長生きするっていう研究結果が出てるんですよ」

「長生き、のぅ？」

　片頰ほおを上げて、苦く笑しようする。神様には関係のない話だっただろうか。

「とにかく、食事は狼姿の時にお願いします。おれはロウさんにこの身を捧ささげるってもう約束してるんだから、食べ溜ためする必要はないでしょう？」

　そんな藤の言い分を受け入れてくれたとは思えないが、食べる気を削そがれたのか、大神の下から藤が抜ぬけ出しても咎とがめられなかった。

　急いで簞たん笥すから出した服を身につけて、ようやく人ひと心ごこ地ちつく。

　夢じゃないよなぁ……と振ふり返ると、爽さわやかな朝あさ陽ひに照らされて、大神は布団の中にまったり寝ねそべっていた。

　──だよね、夢じゃないよね……。

「ふじ、そんな布は脱ぬいで、ここへ戻もどれ。ごろごろするぞ」

　寝乱れたシーツをポンポンと叩たたいて、大神が誘さそいをかける。鄙ひなびた日本家屋なのに、まるで映画のワンシーンのようにかっこよかった。

　──ロウさん、実はイケメンだよな……。

　シャープな頰のラインといい、スッと通った鼻筋といい、流れるような柳りゆう眉びに切れ長の眸といい、すべてのパーツが理想の位置に収まっている。どうしてこのような容姿になったのだろう。誰だれかモデルがいたりするのだろうか。

　もしも自在に変化できるのだとしたら、少し羨うらやましいと思ってしまった。藤はあまり男らしい顔立ちでないことが、少しコンプレックスなのだ。墨すみで染めたような黒い髪も、あまり大人っぽく見えない大きな瞳ひとみも、純じゆん朴ぼくと言えば聞こえがいいが、言い換かえれば凡ぼん庸ようだという自覚がある。動物園では子どもたちや保護者に親しみを持ってもらえたし、年上の人たちから可愛かわいがってもらえるという特典があるので、深刻に悩なやんでいるわけではないが……人形大神のイケメンっぷりはずるいと思ってしまう。

　こんなかっこいい人に組み伏ふせられたら、いくら男でもドキドキしてしまうではないか。

「ごろごろはしません。もう起きて、洗せん濯たくしないと。それから大神塚のお世話をしに……」

　日課である塚守の務めを果たすため、今日も当然のように大神塚に行くつもりだったが、よく考えたら世話をするべき大神はここにいる。

「塚の世話なら当分いらんぞ。ふじは俺に構っていればよい」

「……でも、村の人がお参りに行った時に、荒あれてるところを見られると困ります」

「ふん、塚に村人などもう長らく来ておらんわ」

「えっ！」

　まさかそんな、と藤は思った。

　村の人たちは大神塚を今も大事にしているし、藤の顔を見ると「塚守ごくろうさんね」と礼を言ってくれる。

「まあ、気き紛まぐれに来る者も、たまぁにいるからな。その時は完かん璧ぺきに世話されている大神塚の幻げん惑わくを見せてやるから、心配するな。塚守家の名めい誉よは守ってやる」

「名誉を気にしてるわけじゃないんですけど……」

　大神塚守の務めを果たすことが一族の者の役割だと思っているとか、塚が荒れていたら村人は不安に思うだろうということで……しかしそういう体てい裁さいもすべてひっくるめて名誉と言うとしたら、その通りかもしれない。

　それにしても、村人がお参りに行っていないとは考えてもみなかった。大神はなんでもないことのように言うけれど、一帯を守る神として、思うところがあるのではないだろうか。

「ほら、時間ができただろう。早はようここへ戻れ」

「駄だ目めです。ちょっと余裕はできたけど、やることはいっぱいあるんですから。それにお昼からはおれ、バイトに行きますからね。ロウさんも起きてください。服を用意しますから。……あ、でもおれのだと小さいか」

　藤が着ているＴシャツもデニムも、成人男性の標準サイズだが、大神は見るからに一回りは大きい。

「服などいらん」

「じゃあ、布団から一歩も出ないでくださいよ？　裸はだかで歩き回るの禁止ですからね？」

「なぜだ」

「真っ裸ぱだかで人前に出る人間は、変態だからです」

「では、おまえと同じではないか」

　しれっと言われると、言葉に詰つまったが。

　藤は咳せき払ばらいをして、言い放つ。

「変態は変態でも、他人ひと様さまに害を及およぼす変態と、及ぼさない変態があるんです。おれのもふもふフェチは無害です。でも、もし全ぜん裸らで外を歩いてたら、警察に通報されて逮たい捕ほされます。それはすなわち、他人様に害を及ぼす犯罪だからです」

　なんとか全裸生活を阻そ止ししなければと、熱弁を奮った。すると大神は「ふむ、分かった」と素す直なおに納なつ得とくしてくれる。これで一件落着かと思いきや。

「着物を出せ、ふじ。散歩に出かけるぞ」

　ガバッと立ち上がり、宣言されてしまった。図はからずも見てしまった大神の全裸の、美しいこと。均整の取れた肉体は、ギリシャ彫ちよう刻こくのごとき絶ぜつ妙みようのバランスだった。そして下生えも、髪かみと同じ絹糸のような銀色だ。その茂しげみの奥にある男性のシンボルもまた、羨ましくなるほどの存在感で。

「ふっ、ふっ、服を用意してきますっ」

　藤は真っ赤になって、その場から逃にげ出した。いくら同性でも、あんなもの見せつけられたら恥はずかしいに決まっている。
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　大神との散歩は、ハラハラの連続だ。

　家を出るなり、郵便配達中の村人に声をかけられた。

「あっれぇー、外国からのお客人かい？」

　大神の外見は、日本人には見えなくて当然だ。しかしＴシャツにデニムという藤に対して、大神は浴衣ゆかたを着ている。藤の服も祖父の服もサイズが合わなくて、大おお柄がらだったという曾そう祖そ父ふの着物を物置から引っ張り出してきて着せたからだ。

　意外にも大神は、魔ま法ほうのように自分でするすると浴衣を身に着けた。以前、人ひと形がたを取った頃ころは、誰もが着物を着ていたという。

「ええと、はい。ちょっと、遠くから訪ねてきてくれて……」

　しどろもどろに答える藤を、愉ゆ快かいそうに眺ながめた大神は、興きよう味み津しん々しんな視線を向けてくる村人ににっこりと笑いかけた。

「留学生の、ロウとイイマス。長い休み、ふじと暮らしマス」

　わざとイントネーションを外して、そんなことを言う。咄とつ嗟さに対処できなかった藤に、不敵な一いち瞥べつを送ってみせた。

　──ロウさん～！　なんなんですかその設定は。

「へぇー、日本語上手うまいねぇ。長い休みってぇと、もう夏休みなのかい？　大学？　何勉強してんの？」

「あー、ニホンの文化ネ。ニホンの人、みんな親切。イイトコロ」

「かーっ、嬉うれしいこと言ってくれるねぇ！　よし、何か困ったことがあったら、なんでもおっちゃんに言いな。ロウさん、あんたは藤ちゃんと同じで村のみんなの息子むすこだ」

「ありがとうございマス」

　手を合わせてぎこちなくお辞じ儀ぎをする姿は、まさしく日本に馴な染じもうと努力する外国人そのものだった。

「配達がてらみんなに言っとくからよ、安心して散歩しな。ところでロウさん、お郷さとはどちらだい？」

「北の方ネ」

　確かに大神塚は村の北側に位置しているが。

「なるほど、分かった。またなー」

　チリリンと自転車のベルを鳴らして、村人は去っていく。その後ろ姿が小さくなるまで見送って、藤は大神に向き直った。

「ロウさん！　なんて適当なこと言うんですかっ」

「ふふん。俺の演技はどうだ、完璧だっただろう。久しく人の姿を取っておらんでもな、時代の流れくらい把は握あくしておるのだ」

　胸を反らして自じ慢まんげな大神だが、藤はこれからどう言い繕つくろえばいいのだろうと頭を抱かかえた。

　文句の一つも言ってやろうと、毅き然ぜんと顔を上げたが。

「平和な、いい時代になったな」

　柔やわらかな風が、水田の稲いねをさらさらと揺ゆらした。その光景をまぶしそうに眺める大神の横顔が、どこか懐なつかしそうで……藤は口に出しかけた文句を飲み込んだ。

「楽園には届かぬが、戦乱の世ではない。自然の摂せつ理りに反して、口減らしで生命を奪うばわれる者がいないというのは幸いなことだ」

　そのひとり言は、何気ない言い方だったが、とても重く感じられた。

『命あるものは、いつかその生をまっとうするのが自然の摂理なのだ』と大神は言ったが、それはただの事実ではなく、そうあるべきだという信念でもあるのではないかと、藤は感じた。

　大神は一体どれだけの時間を過ごし、人々の一生を見送ってきたのだろう。嫁よめ入いりしたという人間も、あっという間に寿じゆ命みようを迎むかえてしまったのではないだろうか。それをたった一人で、ずっと一人で、見送ってきたのだろうか。それでも、こうして人と関かかわろうとしているのだろうか。

　なんだか、せつない。

「……ロウさん、村の人には、日本の文化を学びに来た留学生ということで紹しよう介かいしていいんですね？　たぶん自治会の宴えん会かいとかに誘さそわれますけど、受けちゃって大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うむ。美味うまい日本酒があるならば」

「まさかの酒飲みですか。……って、精気以外にも飲んだり食べたりするんですか？」

　てっきり、精気だけが食事だと思っていた。しかし考えてみると、大神塚には穀物や御お神酒みきを供えたりする。

「消化吸収も排はい泄せつもせんが、味も食感も普ふ通つうに楽しめるぞ。神の腹の足しになるのは、その食物が持つ精気であったり、それを作った者が籠こめた気持ちという名の精気だったりだな。物質的な量ではなく濃こさだ。美味い日本酒は精気が濃い」

「そうなんですか……。だから神かみ棚だなにそういうのをお供えするんですね」

　神と人間は、切っても切れない関係なのだなと思った。

　そして人間の常識では測れないことが、実はものすごくたくさんあるのだと知った。

「ええと……じゃあ、ロウさんは昨日まで、そういうお供え物から食事をされてたんですか？　山にいたんですよね？……あっ、お腹なかが空いた時だけ、村に食事に来てたとか？　もしかして姿を消して歩くこともできるんですか？」

「質問攻ぜめだな。さては俺に惚ほれたな、ふじ？」

　片頰ほおを上げた不敵な笑えみで、流し目をされる。

　男の色いろ香かが漂ただよう、そんな表情に、藤は頰を赤らめてしまった。

「違ちがいますっ。ただ疑問に思っただけです」

　大神は絶対、いじめっ子体質だと思う。からかわれているのだと分かっていて、まともに反応してしまう自分も悪いのだが。

「我々は神秘の存在よ。誰だれからでもたらふく精気を摂せつ取しゆできるなら、自由自在に人形を取れるのだがな。食事をするにも様々な条件があるのだ。ゆえに、俺を他ほかの人間に託たくそうとしても無む駄だだぞ、ふじ」

「そんなつもりで聞いたんじゃないですよ」

　答えながら、大神の科白せりふが気にかかっていた。

　──『我々』？

　そういえば大神は、神について語る時、我々と複数形で話していたような気がする。

　それならば……ひとりぼっちで長い時を過ごしてきたわけではないのだろうか。そうだといいのだけれど……。

　言葉にはできずにそんなことを考えていると、どこからともなく羽ばたいてきた小鳥が、不意に藤の頭に留まった。

　藤は眼めを見張り、頰を綻ほころばせる。逃げられないように、呼吸をひそめ……。

「おい、頭をねぐらにされるぞ」

　──ロウさんのバカ。

　トンッと頭部に小さな衝しよう撃げきを感じたから、小鳥は飛び立ってしまったと思った。ところがピチュピチュと楽しげな合唱が聞こえてくる。

「え、まだいます？」

「二羽わに増えたな」

「ええ？　こんなふうにしゃべってるのに？　いつもなら逃げちゃってますよ？」

　藤はなぜか、動物に好かれるたちだ。専門学校の飼育実習や動物園勤務でも、すぐに動物が懐いてくれて、その面で苦労したことはなかった。野生動物も時々こうして近づいてきてくれるのだが、さすがに身動きすると逃げてしまうものだ。それなのに、小鳥たちどころか。

「……あ、うさぎ」

　畦あぜ道みちから、ひょこっと長い耳がのぞいた。ひくひくと鼻を動かしながら、ひょっこり、ひょっこり、小さく飛び跳はねて近寄ってくる。そして藤の足に、まっしろな前脚をちょいっと乗せてきた。

　──うわーっ、かわいい！　何これ!?　庭で見かけたことはあるけど、まさかここまで近寄ってきてくれるなんて！

　藤は大興奮しつつも、なんとかそれを抑おさえようと必死になる。こんな幸運、二度とないに違いないのだから、一いつ瞬しゆんでも長く味わっていたい。

「……も、もふもふしたい……」

「ああ？」

　藤の呟つぶやきに、大神の唸うなり声が重なった瞬間。

　二羽の小鳥は慌あわてたように羽ばたいてピューンと青空に溶とけてゆき、まっしろなうさぎは畦道へと飛び込んだ。

「あーっ」

　落らく胆たんの声を上げて、藤はキッと大神を睨にらむ。

「ひどいです、ロウさん。逃にげちゃったじゃないですか」

「あんなものいつでも寄ってくるわ」

「そんなわけないじゃないですか。あんな幸運、もうないですよ……」

　恨うらみがましく呟く藤に、大神は「ああ？」と不ふ機き嫌げん丸出しで唸った。

「俺をなんだと思っておる？　この一帯を治める神だぞ？　動物なんぞいつでもいくらでも寄ってくるわ」

　そういえばそうだった。大神はこう見えて神様だ。分かっているのに、あまりにも普通に隣となりにいるから、うっかり忘れそうになる。

「もしかしてロウさん、いつも、もふもふパラダイスなんですか？」

「それだ。なんだそのよだれは。おまえ、毛のある動物ならなんでもいいのか。この浮うわ気き者め」

　大神の眦まなじりが吊つり上がっている。

　なぜここで叱しかられるのか、意味が分からない。

「浮気って……。浮気も何も、おれはもふもふフェチですよ？　もふもふの中の究極のもふもふ、『もっふり』を探し求めてるんです。だからふかふかのものを見かけたら、もふもふしたくなるのは当然でしょう？　第一、毛のある動物に限ったことじゃないですよ。綿百パーセントのタオルだってかなりハイレベルもふもふなんですからね」

「タオル、だと!?」

　ゴゴゴゴ……と暗雲が垂れ込めてくるような気がした。というか、本当に雨雲がぐんぐん育っていくのが見える。澄すみ渡わたっていた青空に、突とつ如じよとして形成される雨雲……どう考えても大神の力によるものだろう。

　大神が怒おこっている。なぜか、本気で。

「あ、あの……？」

　藤は狼ろう狽ばいした。何が逆げき鱗りんに触ふれたのか、まったく分からない。

　おろおろとする藤に、怒いかりの形相をした大神が怒ど鳴なった言葉は。

「おまえになど、絶対にもふもふさせてやらんからな！」

　──あっ！　狼おおかみのプライドを傷つけちゃったのか……!?

　つまり大神は、銀色の狼にもふもふさせてほしいと頼たのみまくっていた藤が、他の動物やタオルでももふもふするのだと知って、一いつ緒しよにするなと怒ったのか。

　なんという不覚。配はい慮りよが足りないにもほどがあると、藤は自分の馬ば鹿かさ加減を反省した。

「ごめんなさい、ロウさん。違うんです、あなたを侮ぶ辱じよくするつもりなんてまったくなかったんです。おれはただ、すべてのもふもふを愛しているだけで……でもロウさんはもちろん特別ですよ!?　とうとう『もっふり』を見つけたかもしれないって、そう思ったのはロウさんだけなんです。だからどうか……もふもふさせてください！」

「断る。俺様をもふもふしたくば、嫁よめになれ。それが嫌いやなら諦あきらめろ！」

　ビシッと条件を突つきつけて、大神は踵きびすを返してしまった。

　肩かたをいからせて、家の方へズンズン歩いていく。

「……もう、おれのバカ……」

　がっくりとその場に膝ひざをつき、藤は嘆なげいた。

　男の藤が嫁になんてなれるはずがないのだから、もう絶対に銀色の狼をもふもふさせてもらえない。

　それは絶望と言っていいほどのショックだった。
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　大神塚は、塚守家の庭から続く山道を三十分ほど登ったところにある。

　塚は聖域への入口で、その先に入ることができるのは、年に一度の祭りの時だけだった。しかしその祭りは、もう七十年以上行われていない。昭和初期の戦乱で途と絶だえ、それ以降は斎さい行こうされなくなってしまった。

　大神は土着の神様で、神社として整備されなかったことが原因の一つだと考えられる。平安時代からたびたび銀色の狼が目もく撃げきされていたというのに、神として正式に祀まつられなかったのが不思議でならない。

「ロウさんは神社とか興味なかったんですか？」

　蔵から探し出してきた大神塚の資料を読みながら、藤は本人に尋たずねてみる。

　はじめはこっそり調べていたのだが、こそこそするなと大神に叱られてしまった。「知りたいことがあるなら直接聞け、気が向いたら教えてやる」と偉えらそうに言われたので、「大神様の化け身しんである銀色の狼は、平安時代から現れていたって記述があるんですが、ロウさんのことですよね？」とストレートに聞いてみた。すると「そういう人間社会のことなど興味ない。資料でも読んでおけ」と投げ出されてしまった。こっそり読んでいると不機嫌になるくせに。

　そんなわけで、資料を読む時は和室で堂々と、気になることはストレートに本人に尋ねる、というスタンスが出来上がっていた。

「神社？　なぜそんなことを聞く」

「ええと……神話の中には、人の夢ゆめ枕まくらとかに立って『私を祀れ』って場所を指定した神様とか出てくるじゃないですか？　ロウさんはしなかったのかなぁ……って思って」

　ふん、とバカにしたように鼻で笑われる。人ひと形がたの時にされると少しムッとするのだが、狼姿の今はふっさりとしたその美しい体を見せてもらえるだけで藤の心は広くなる。そのことを知ってか知らずか、大神は家の中ではほとんど狼姿で過ごす。

「お上品な社に押し込められて、崇あがめ奉たてまつられるなど真っ平ぴら御ご免めんだ」

「え、お社を作ったら、閉じ込められちゃうってことですか？」

「そんな拘こう束そく力はないが、寝ね床どこができたと喜ぶ者もおれば、ここに入ってくれるよね？　と無言の圧力を感じて嫌がる者もおる。神にもいろんな性格の者がおるからな」

「あー……じゃあ、ロウさんは自由でいたい派だったんですね？」

　座ざ布ぶ団とんの上に寝ねそべった大神は、また、ふんと鼻で笑う。

「ちっぽけな人間どもは八百やお万よろずの神と言いながら、勝手に神に名前をつけて、序列まで決めたがる。備え物のルールを決め、神事だと言うて儀ぎ式しきの作法を決め、そこから逸いつ脱だつすると祟たたりが起こると不安がる。阿あ呆ほうどもめ。祟るような輩やからは、神ではない。神と悪あつ鬼きの区別もつかぬようなちっぽけな人間に祀られても迷めい惑わくだ」

「……でも、一いつ生しよう懸けん命めい、信じて祀ってるんだと思いますよ？」

　大神塚の世話をがんばろうとしていた藤には、その人間たちの気持ちが分かる。

　藤の言葉に、大神はチラッと一いち瞥べつを投げかけてきたが、すぐにふいっと顔を背そむけてしまった。組んだ前まえ脚あしに顔を乗せて、寝るから邪じや魔まをするなと言わんばかりに目を瞑つむる。

「ガチガチにルールを決めようが決めまいが、ここは俺の神域だ。塚まで来ようが、家の中で手を合わせようが、寝っ転がって煎せん餅べいでもバリバリ食いながら頭の片かた隅すみで考えようが、信しん仰こう心さえ持っておれば加護してやる。ちっぽけな人間になど、はじめから期待しとらんわ」

　──ツンデレか……！

　口から飛び出しそうになった言葉を、口元を手で押さえて必死に飲み込んだ。

　銀色に光り輝かがやく美しい狼の、思いがけないデレっぷりが可愛かわいすぎてたまらない。

　──あああ、もふもふしたい……！

　心の中で叫さけんだ途と端たん、狼の耳がピクッと動き、俊しゆん敏びんに起き上がって藤に対たい峙じした。

「おまえ、今、不ふ埒らちなことを考えただろう」

「不埒だなんて、そんな、まさか」

　どうしてバレたのだろう。もしかして精気に変化でも表れるのだろうか。野生の勘かんというのは、神様なので当てはまらないだろう。

「あっ、そろそろじいちゃんの病院に行く用意をしないと。ロウさん、今日はどうします？　夕方に移動図書館が来てくれる日だから、自治会館に村の人は集まりますけど。たぶん幸太くんとか、子どもたちも行きますよ」

　あの嵐あらしから数日後、村でばったり会った幸太と母親は、満面の笑えみで藤と大神に挨あい拶さつしてくれた。命を脅おびやかされたつらい記き憶おくなど、大神の言うように一いつ切さい残っていないようで、藤は心から安あん堵どした。

「うむ、では覗のぞいてみよう。その前に、ふじ。昼飯を用意しろ」

　一いつ瞬しゆん、舐なめるから裸はだかになれとまたからかわれるのかと思ったが、用意しろという言い方は、人間用のごはんのことだ。今は藤からたらふく精気を摂とれるのだから、わざわざごはんを食べる必要はないはずなのに、なぜか大神は藤が食事をしていると人形になって摘つまみにくる。だから夕食は、二人分用意するようになったのだが。

「おれと同じでいいですか？　お昼は適当でいいやと思ってたから、手て抜ぬきですよ？」

「大根の味噌みそ汁しるがあればよい」

　偉そうな態度で可愛いことを言う大神に、藤は微笑ほほえんだ。

「はい、じゃあ作ってきますね。ちょっと待っててください」

　どうやら大神は、この土地で作られた食材が好きらしい。大根も味噌も、村人からの貰もらい物だ。藤は何も返せるものがなくて恐きよう縮しゆくしてしまうのだが、毎日のように誰だれかが自家製の食材を差し入れしてくれる。せめて、きちんと美味おいしくいただいていると伝えたくて、不器用ながら調理した料理をおすそ分けに行くと、別の調理法も教えてもらったりして、日々レパートリーが増えていく。

　村の人たちは本当に親切だ。いくら清太郎の孫とはいえ、この年ねん齢れいになるまで村で暮らしたことのない自分は、彼らにとって他所よそ者ものに違ちがいない。それなのに誰もが、親しん戚せきみたいに気にかけてくれるのだ。大きくなった、立派になったと目を細めて喜んでくれるなんて、身内くらいだと思っていたのに。

　村での生活が、どんどん好きになっていく。

　もともと村も祖父も好きだからこそ引っ越こしてくることを選んだが、それは期間限定のつもりだった。祖父が全快すれば、自分は必要なくなると分かっているから。

　けれど藤は、少しずつ、この土地から離はなれたくないと願い始めている自分に気づいていた。

　大神と出で逢あってしまってからはなおさらだ。

　──っていうか、おれ、ロウさんにこの身を捧ささげるって約束したもんな……どうすればいいんだろう。

　まだ急ぐ話ではないが、この先の身の振ふり方も考えておかなければならない。この家に置いてもらえるかどうか相談しなければいけないし、そのためには仕事も必要だ。ペットショップのアルバイトは楽しいが、祖父の入院の世話がなくなった後も今の勤務形態のままだと、労働時間が少なすぎる。

　町で新たな仕事先を探すべきだろうか。それとも、今は村人に任せてしまっている祖父の田畑を、いつか継つげるように農業の勉強をする？　祖父が許してくれるなら、それもいいかもしれない。ただそうすると……動物園でまた働きたいという夢は、もう見られなくなる。

「……動物園か」

　台所で大根を手早く切っていた藤は、手を止めて呟つぶやいた。

　はじめはとにかく、もふもふできそうなふかふかの毛の動物が可愛くて、保育園や小学校の飼育係を買って出ていた。そうして動物たちと触ふれるうちに、なぜか藤は動物に好かれやすいたちだと分かり、愛情を注げば注ぐほど愛情を返してくれることが嬉うれしくてたまらなくなった。自分を必要としてくれているのだと実感するたびに、もっとお世話したいと思うようになった。

　けれどそれは、藤でなくてもできること。

「……ロウさんは、おれじゃないと駄だ目めっていうし」

　呟いてから、ハタと我に返る。違う、そういう言い方ではなかった。他ほかの人間に託たくそうとしても無駄だと言われただけで、藤でなければ務まらないという意味ではなかった。詳くわしくは教えてもらえなかったが、食事をする様々な条件に合がつ致ちしているのが、今のところ藤だけだという意味だ。

　──うわー、おれ、すごい恥はずかしい。

　自うぬ惚ぼれるにもほどがある。

　藤はかぶりを振って、羞しゆう恥ち心しんごと今の思考を頭から追い出そうとした。が、しかし。

　べろっと、うなじに濡ぬれた熱いものを感じて飛び上がる。

「ぎゃっ!?」

　真っ赤になって振り返ると、案の定、そこには人形の大神が立っていた。家の中でも着物を着るようになってくれたのがありがたい。

「美味うまそうな匂においがした」

「お味噌汁はまだできてませんっ」

　言い返したら、声を上げて笑われた。大神の笑いのツボはいまいち分からない。

「うむ、では手て伝つどうてやろう」

「えっ。ロウさん、料理できるんですか？」

「阿呆が。料理はおまえの担当だ。俺は料理が美味くなるように、食材に加護を与あたえてやる。……やい、味噌。おまえを食うてやるぞ。極ごく上じように発はつ酵こうしろ」

　味噌みそ樽だるに向かって話しかける大神に、藤は小さく噴ふきだした。

　本当に味が変わるのかどうか分からないが、確かにこの土地の神様である大神がそんなふうに話しかけたら、味噌もがんばってくれるような気がする。

　藤は楽しい気持ちで料理をした。味噌汁に白米、香こうの物と、昨夜ゆうべの煮に物ものの残りというあまりにも手抜きの昼食だが、大神の加護のおかげか、一人で食べていた時よりずっと美味しいごはんになった。せめて大神にはもう一品くらい出さねばと、夕食用に準備していた鮎あゆを焼こうとしたが、それは夕飯でいいと止められた。

　神様なのに、大神は豪ごう華かさをまったく求めない。価値の基準がそこにはないらしい。

　そういう言動を見ていると、立派な社や供え物は、確かに人間側から見た価値観なのかもしれない。

　昼食を終えると、藤は外出の準備を整えた。祖父の病院に寄ってから、夜までペットショップのアルバイトだ。

「それじゃ、行ってきますね。帰りは八時くらいで、ちょっと遅おそくなりますが……」

「ああ、行ってこい、ふじ。道中気をつけるのだぞ、ふじ」

　いつもはおまえと偉えらそうに言うくせに、送り出してくれる時だけはこうして気き遣づかいつつ名前を呼んでくれるのだから、本当に大神はツンデレだと思う。

「はい、行ってきます」

　玄げん関かんを出ると、庭にうさぎとリスがいた。藤が近づいても逃にげるどころか、寄ってくる。

　──あああ……幸せ……。

　抱だき上げてもふもふしたいところだが、大神が家の中からまだ見ているかもしれない。よだれが垂れそうなのを我が慢まんして、藤はスクーターに跨またがった。

　──もふもふ……ああ、もふもふ……。

　ペットショップに着いたら、抑よく制せいの反動で子こ猫ねこたちを構い倒たおしてしまいそうだ。あまり構ってはストレスを与えてしまうので、気をつけなければいけない。

　スクーターを四十分ほど走らせて、病院に到とう着ちやくする。

　祖父の着き替がえとタオル、それから水のたっぷり入ったペットボトルを二本持ち、病室を訪ねる。

　村では地下水を飲料水として使っているため、病院の水道水も、市し販はんの水も、祖父いわく「飲めたもんじゃない」らしい。だからこうして、飲み水は藤が届けている。確かに藤も村の地下水の方が好きだ。田舎いなかがあまり好きではない藤の父も水だけは同意見で、祖母が存命だった頃ころは、わざわざ宅配便で送ってくれていたという。

「こんにちはー」

　小声で挨拶しながら、病室に入る。大部屋のため、寝ねている人がいるかもしれないからだ。

　祖父は窓まど際ぎわのベッドの中で、いつも通り身を起こし、時代小説を読んでいた。町立図書館の移動カーが、この病院内にも本を運んでくれるのだ。

「じいちゃん、加減どう？」

　尋たずねると、チラッと一いち瞥べつだけくれる。眉み間けんに皺しわが寄っていて、いいとも悪いとも答えはないが、顔色はよさそうだ。

　ベッドの脇わきにある棚たなを開け、新しいタオルや着替えを入れて、洗せん濯たく物ものを回収する。ペットボトルも交こう換かんした。茶葉やちょっとしたおやつ類などの減り具合もチェックして、明日あした持って来るべきものを脳のう裏りにメモする。

　使用済みのコップなどを持ち、いったん病室を出て給湯室へ行く。洗い場で洗っていると、顔見知りの看護師とばったり会った。テキパキとした姐あね御ご肌はだの女性だ。

「あら、ご苦労様。いつも大変ね」

「いえ、全然です」

　必死にかぶりを振る。大変なのは、不自由な思いをしている祖父なのだから。

「塚守のおじいちゃんは幸せ者ね。そうそう、お食事もしっかり摂とってるし、そろそろリハビリに入れるんじゃないかな。近いうちに、医師から話があると思うわ」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　回復に向かっていることがはっきり分かって、とても嬉しい。

「そういえば先週の豪ごう雨う、渓けい谷こくの方、増水して大変だったみたいね。帰り道、大だい丈じよう夫ぶだった？」

　不意打ちで尋ねられ、藤は頰ほおを引きつらせてしまった。

「あ、はい、ええと……大丈夫でした。……祖父が、なぜか天気が荒あれるって分かってたみたいで、早く帰れって教えてくれたので」

　そこまで言う必要などなかったのに、動どう揺ようのあまり口を滑すべらせてしまう。言わない方がよかったのではと不安になったが、看護師は「へ～」と普ふ通つうの反応だ。

「大神塚守村の人たちって、山の雨が分かるって言うし、おじいちゃんならありそうね」

「え、そうなんですか？」

「あら、違ちがうの？　山の恵めぐみの地下水を飲んで育ったおかげ、って村の人が前に言ってたわよ。昔は湧わき水だったから、もっと天気を読めたのにって」

「初耳です」

　先週の一件がなかったら、ただの世間話として聞き流してしまいそうな話だった。しかし今は、さもありなんと思ってしまう。

　看護師と別れて病室に戻もどり、藤は祖父のために熱い緑茶を淹いれた。空調が効いているとはいえ日に日に暑くなっているため、冷たい飲み物に切り替かえた方がいいかと思って作り置きをしていったところ、それは手付かずで茶葉が減っていたから、祖父は熱い方が好きなのだと気づいた。

「じいちゃん、お茶どうぞ」

　声をかけてベッドサイドに置くと、視線は本に落としたまま、小さく頷うなずいてくれる。

　いつもは祖父がこうして読書をする横で、ぼんやり窓の外を眺ながめたり、他の患かん者じやとおしゃべりしたりして時間を過ごすのだが、今日は祖父に聞きたいことがある。読書の邪じや魔まをしたら悪いだろうかと迷いつつ、チラチラ視線を送っていると。

「……聖域に足を踏ふみ入れたのか」

　ボソッと、前まえ触ぶれもなく祖父が呟つぶやく。本の一節を読み上げたのかと思ったが、チラッと一瞥で返事を促うながされ、藤に対する質問だったのだと気づいた。

　老眼鏡越ごしの祖父の眼めは、視線が一いつ瞬しゆん絡からんだだけでも心を見み透すかされそうな鋭するどさがある。

「聖域って、大神塚の奥のこと？　入ってないよ。だって、入っちゃいけないんでしょう？」

「塚までの道を逸それて、迷い込んだりもしていないか」

「うん。石の道みち標しるべがある一本道しか通ってないよ。分かりやすいから、迷ったりしないよ」

「ならばいい。聖域には絶対に入るな。神かみ隠かくしに遭あうぞ」

　大神様なら家にいるから大丈夫だよ、とは祖父には言えない。

　それにしても、こんなにたくさん話してくれる祖父は珍めずらしくて、わくわくした。子どもの頃は多少の話をした記き憶おくがあるが、少なくともこの三ヶ月では初めてだ。

　もしかして尋ねたいことがある藤の視線を感じて、話す機会を作ってくれたのだろうか。

「……ねぇ、じいちゃん。この前の嵐あらし、なんで分かったの？」

　緊きん張ちようのあまり、強こわ張ばった声になってしまった。

　しばし沈ちん黙もくが流れる。祖父の視線は相変わらず本に落とされているが、その眼は一点を見つめていた。文字を追っている気配はない。

　藤は黙だまって答えを待った。どれくらいの時間が経たったのか、「水だ」と一言だけ祖父の口から零こぼれる。

「……山の恵みの地下水を飲んでるから？　さっき看護師さんから、村の人がそう言ってたって聞いたんだけど。昔は湧き水を飲んでたからもっと天気を読めたって」

「水が湧くのは聖域だけだ」

「昔は聖域に入れたってこと？」

「年に一度の祭りの日だけな」

　今はもう斎さい行こうされていない、あの祭りのことか。

　祖父の年ねん齢れいから考えてみると、おそらく赤ちゃんの頃はまだ祭りが行われていたはずだ。つまりその湧き水を飲んだことがある祖父だから、嵐が来ることが分かったという意味だろうか。

　続きの言葉を待ってみたが、祖父はそれ以上説明するつもりはないようだった。

「……ねえ、じいちゃんは……大神様に──銀色の狼おおかみに、会ったことある？」

　緊張しつつ尋ねたが、祖父は既すでに読書に戻っていた。

　答えを聞くことは諦あきらめて、藤はイスから立ち上がる。

「じゃあ、バイトに行くね。じいちゃん、明日来る時、何か欲しいものある？」

　いつも通りの質問に、いつも通り眉間の皺が深くなる。

「……いらん」

「もし何か思いついたら、電話してね。それじゃ……」

「藤。おまえは、会ったのか」

「え？」

　祖父の言葉の意味が、すぐには分からなかった。

　しかしそれが、藤から祖父への、銀色の狼に会ったことがあるのかという問いに対しての問い返しだと、しばらく経ってようやく理解できた。

　祖父の視線は本に落とされたままだ。

　なんと答えればいいだろう。あの嵐の日に見たと言うべきか。

「……銀色の狼に会ったら、おれたぶん、もふもふさせてください！　って言っちゃって、速そつ攻こうで逃にげられると思う」

　迷った末に、藤はそう答えた。

　罰ばち当あたりだと叱しかられるだろうか。ドキドキしながら反応を待つと。

「頼たのみごとをする時は、御お神酒みきを供えろ。極ごく上じようの地酒に限る」

　思いがけずアドバイスをもらってしまった。しかも大神が好むものを的確に言い当てている。

「うん。じいちゃん、ありがとう」

　嬉うれしくて、自然と笑え顔がおになる。

　アドバイスをもらえたことも、大神のことを祖父が理解してくれていたことも、藤にはとても嬉しかった。

「じゃあ、また明日」

　浮うき浮きとした気持ちで病院を後にし、ペットショップに行くと、店に入るなり正子から「何かいいことでもあった？」と微笑ほほえまれてしまった。そんなに頰が緩ゆるんでいるだろうか。

「藤ちゃんはもともと愛あい嬌きようのある子だけど、ここ何日かで見み違ちがえるほど明るくなったような気がするのよねぇ」

「え、そうですか？」

　今日だけの話ではなかったのか。先ほどの病院でのやり取りで、今はテンションが高い自覚はあるのだが。

「そうねぇ、心から楽しそうな感じが伝わってくるのかしらねぇ。外国からのお友だち、藤ちゃんのとっても大事な人なのね？」

　店長夫妻には、留学生として大神のことを話してある。以前はたびたび甘えさせてもらっていた夕食を、これからは一いつ緒しよに摂とれないからだ。

「大事、っていうか……」

　大事は大事だ。実体と遭そう遇ぐうする前から、彼は藤が精せい一いつ杯ぱいお世話させてもらおうと心に決めていた大神様なのだから。大事だと、胸を張って言える。それなのに……なぜか、妙みような恥はずかしさが芽生えてくる。生身の大神と触ふれ合ってしまったせいだろうか。

　実際の彼は俺様な性格で、すぐに藤をからかおうとするし、隙すきあらばセクハラ紛まがいの精気の摂り方をするし、けっこう意地悪だし……それでいて実は、すごく優やさしい。

　大神の顔を思い浮かべたら、なんだか胸が、ぎゅっとなった。せつないというか、──愛いとしいというか。

「……っ」

　自分の思考に息を吞のむ。

　愛しいってなんだ。愛しいといっても別に変な意味ではなくて、いわゆる幸太を弟みたいに可愛かわいく思ったり、動物たちが可愛くてたまらなかったり、そういう大きな意味での愛情だ。

　──うん、そうそう、そういう愛情だよ。人間愛とか地球愛とか！

　心の中で必死に頷いて、納なつ得とくする。

　だいたい大神は神様だ。狼姿だったり、人ひと形がただったりするが、あれは化け身しんだ。あんなに気さくに接してくれるからつい親しみを感じてしまっているけれど、敬う相手なのだ。

　愛情などという感情さえ、抱いだくのは恐おそれ多いのではないだろうか。

　そう考えたら、血の気が引くような思いがした。

「藤ちゃん？」

　呼ばれて我に返ると、正子が心配そうな表情をしていた。

「具合でも悪い？　顔が赤くなったと思ったら、真っ青になって……少し奥で休みなさい。それで、今日はもう帰った方がいいわ」

「っいえ、大だい丈じよう夫ぶです。すみません、少し考えごとをしてしまっただけで、全然平気です」

　慌あわてて笑ってみせたが、正子はまだ心配そうだ。

「本当ですよ。そうだ、ドッグフードが入荷したんでしたよね？　店頭分チェックして、補ほ充じゆうしてきますね」

　大きな袋ふくろのドッグフードは重いので、店長か藤の仕事だ。正子に安心してもらうためにも、藤ははりきって作業を始めた。

　体を動かしていると仕事に集中できるが、ふとした瞬しゆん間かんに大神のことを考えてしまう。今いま頃ごろ何をしているかな、自治会館で村人とおしゃべりしている頃ころかな……と。

　──今日は、地酒を買って帰ろうかな。

　祖父のアドバイスに従って願いごとをするわけではないけれど、御神酒くらいはきちんと用意しておくべきかもしれないと思った。これまで思いつかなかったことが申し訳ないくらいだ。

　彼は、神様なのだから。
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「ぅおーい、ふじ。水みず遣やりなどとっとと終えろ。おまえの体、早はよう舐なめさせろ」

「ちょっ、……やめてください。ご近所に聞こえちゃうでしょう!?」

　縁えん側がわから庭に向かって、大声で怪あやしげなことを言う大神に、藤は小声で抗こう議ぎした。

　大神は今日も朝から絶好調だ。バイトのない日だと知っているため、時間ならあるだろうと、効率よく家事をこなそうとしている藤のあとをくっついて回っては邪じや魔まをする。

　それでも、外から見えそうな場所では人形を取ってほしいという藤からの願いは聞き入れてくれているので、一応は気き遣づかいを感じる。

「もうちょっと待ってください。今日は陽ひ射ざしがきついから、しっかりお水をあげておかないと萎しおれちゃいます」

「俺がいるのに、そんなに簡単に萎れるものか」

「それはあんまり関係ないですよね？」

　動物たちは、大神が言っていたように、本当に次から次へと寄ってきてくれるのだが。しかも動物の出現率が増えたことに反比例して、農作物への被ひ害がいが激減している。どういうからくりがあるのか分からないが、大神の存在が影えい響きようしていることは確かなようだ。

「あ、うさぎ」

　ひまわりの葉の間から、ひょこっと顔を覗のぞかせたうさぎは、ひくひくと鼻を動かしつつ近づいてくる。夏の短い毛だが、愛らしさは変わらない。

　──はぁぁ……もふも……。

　もふもふしたい、と胸中で溜ため息いきをつきかけて、藤は気を引き締しめた。

　そーっと縁側を振ふり返ると、案の定、大神が不ふ機き嫌げんそうにこちらを睨にらみつけている。大だい胆たんに胡坐あぐらをかいているせいで、浴衣ゆかたの裾すそがめくれあがって太ふと腿ももが剝むきだしだ。

「……っ」

　照れるから、そういう格好はやめてほしい。同性でも礼れい儀ぎは必要だと思う。

　心の中でぶつぶつと文句を言いながら水遣りを続けていると、うさぎが藤の足元をぴょこぴょこ跳とび回り、足と足の間にズボッと顔を突つっ込んできた。

「わっ。ちょっと、おまえ、野生のくせにそんなに懐なつっこくて大丈夫か～？」

　可愛すぎる行動に、藤は笑ってしまった。藤の素す足あしにもふもふとした感かん触しよくが伝わってくる。よだれが垂れそうになった。

「ふじ！」

「っはい!?」

　厳しく呼ばれて、驚おどろいた藤が振り返ると。

　なんと、胡坐をかいている大神には。

「っ、ロウさん！……出てますっ」

　しっぽが。それから、三角の耳が。

　藤が慌てて指で示すと、狼おおかみは「ああ……」としっぽをふりふり動かしてみせる。まるで誘さそっているみたいに。

　ごくり、生なま唾つばを飲み込んだ。飲み込んだはしから、唾だ液えきが滲にじみ出てくる。

「もっ、もふもふ……！」

「ほら見てみろ、おまえが精気を焦じらすから、このようなことになっておるだろう。水遣りなど後でよい。とっとと舐めさせろ」

「うっ……」

　そう言われると、藤が意地悪をしているみたいで申し訳なくなってくる。

　ふと気づくと、うさぎは足の間からいなくなっていた。大神のしっぽに心を奪うばわれているうちに逃にげてしまったのかもしれない。

「早う来い。人形を保てなくなるぞ」

　それは困る。屋内に引っ込んでくれるならなんの問題もないのだが、大神がそうしてくれるとは思えなかった。

　藤は水遣りを中断し、渋しぶ々しぶと縁側から家に上がる。

「どこへ行く気だ」

「そんなとこで食事するわけにいかないでしょう？　もしも誰だれかに見られたら、ラブシーンだと勘かん違ちがいされちゃいますよ」

「うむ、ならば見せつけてやろう。横取りしようと画策する者への牽けん制せいになる」

「心配しなくても、人間は精気を食べません」

「……それは、論点をすりかえる巧たくみな話術か？　それともただの阿あ呆ほうか？」

　ぼやくように言った大神が、なぜか恨うらめしそうな眼めを向けてくる。文句を言いたいのは藤の方なのだが。

「無知な自覚はありますけど、あんまり阿呆阿呆と繰くり返されるとヘコみます」

「無知という意味の阿呆ではないわ。現代の言葉で、なんと表現したか……」

　ううむ、としばし考え込んで、それからポンと手を打った。

「『天然ボケ』だ。ガキどもが言うておった」

　しっぽをぶんぶん揺ゆらして、自じ慢まんげに言ってくれるが、使い方を間ま違ちがえている。

　──おれは天然ボケじゃないですよ、って教えてあげた方がいいのかな。

　しかしこれほど自信たっぷりなものを訂てい正せいするのは忍しのびない。まあいいか、と藤は聞き流すことにした。

　それよりも、美しい銀色のしっぽが気が気でない。誰かに見られたらという心配と、もふもふフェチゆえの、二重の意味で。

「ロウさん、早く奥に入ってください」

　先に和室へと入る。すぐに追ってくると思ったが、藤がすだれを下ろして庭からの目め隠かくしを作っている間、三角の耳をピンと立てて何やら外を気にしているようだ。

　またうさぎでもやってきたのだろうか。しかし大神にとっては珍めずらしいことではないし、藤にとっても既すでに日常茶さ飯はん事じなのだが。

「ロウさん？　どうかしましたか？」

「……いや、なんでもない。裸はだかになれ」

「なりませんっ」

　シャツを捲まくり上げるだけで充じゆう分ぶんなのに、毎回必ずこう言うのは、藤で遊んでいるのだろうか。

　気き疲づかれしている藤のもとに近づいてくるなり、大神は藤の手首を摑つかむ。

　ぐいっと手を引かれ、畳たたみの上に押し倒たおされた。見上げた視界には、乱れた浴衣姿の大神がいて、不敵な笑えみを浮うかべて藤を見下ろしている。

「っ、ロウさん！　寝ね転ころぶ必要はないでしょう!?」

　驚いて心臓がバクバクするから、やめてほしい。

「こうした方が美味うまいのだ」

「からかわないでください。立てようが転がそうが、味なんて変わらないでしょう？　日本酒の瓶びんだって、いつも適当に扱あつかってるじゃないですか」

「おまえは酒か」

　噴ふきだされてしまった。

「普ふ通つうは食い物扱いされると多少は怒おこるものなのだが、自ら酒瓶にたとえるとは、おまえは本当におもしろいのう、──ふじ」

　ドキッとした。

　ふじ、と呼ぶその低い声が、あまりにも艶つやっぽく聞こえたから。

「いいぞ、もっと赤あこうなれ。熟うれろ、熟れろ」

　歌うように言いながら、大神が藤の喉のど元もとに顔を埋うずめた。

「人間は熟したりしませ……んっ」

　ぺろり、と熱い舌に舐ねぶられて、変な声が漏もれてしまった。

　藤は羞しゆう恥ちで真っ赤になり、唇くちびるを真一文字に結ぶ。

　喉元をくすぐるように舐めたあと、大神は藤のシャツを強ごう引いんにたくしあげた。露あらわになった胸に、はくっと軽くかぶりついてくる。人ひと形がたの大神の舌は、狼の時とは違ちがい、広こう範はん囲いを一度に舐めることができない。その代わり繊せん細さいな動きをする。胸の突とつ起きをチロチロと小刻みに舐められたりしたら、もう……。

「……っ」　>>>♥

　藤は思わず、身を捩よじった。

　なんだか変だ。日に日に変になっている気がする。

　これはただの食事だと分かっているのに、おかしなくらい鼓こ動どうが乱れて、息が上がりそうになる。今はまだなんとか必死に我が慢まんして普通に呼吸しているが、気を抜ぬいたら、全力疾しつ走そうした時のように荒あらい呼吸をしてしまいそうで……。

「ふじ、……ふじ」

　ぺちゃぺちゃと唾液を絡からませながら、大神が呼ぶ。繰り返し、呼ぶ。

　なぜだろう……大神が呼ぶ自分の名前は、どこか違って聞こえる。

「藤」という一つの単語ではなく、「ふ」「じ」と一音ずつ分かれて聞こえるからだろうか。

　藤の名前は、藤の花から取ったという。祖母が一番好きな植物だったらしい。塚守家のしきたりで、名づけたのは当主である祖父だが、藤の両親もこの名前には満足している。

「おい、ふじ。何を考えておるのだ」

「痛っ」

　胸の突起に痛みが走り、藤は反射的に自分の胸を見下ろしていた。

　紺こん藍あい色いろの眸ひとみと、まっすぐ見つめ合ってしまう。どこかギラついたような光が宿っている大神の眸に、藤は息を吞のんだ。

　銀色の髪かみ、頭の上の美しい三角の耳。鋭するどいまなざしに捉とらえられ、動けずにいると……大神が舌なめずりをした。紅あかい舌の扇せん情じよう的な動きに、鼓動がバクバクと乱れ打つ。

「おまえは、俺のことだけ考えて、その身を捧ささげればいいのだ」

　なんという傲ごう慢まんな物言いだろう。それなのに藤は不快に思うどころか、心臓をぎゅっと摑まれてしまう。かっこいいとさえ思ってしまう。

　この気持ちは……神様に対する敬意の表れだろうか。

　組み敷しかれて恐きよう怖ふさえ感じないのも、どきどきしてたまらない気持ちになってしまうのも、全部、この人が神様だからだろうか。

　──この『人』。

　人ではない。そう考えたら、なぜかせつない。なぜせつないのか分からない。大神なんて、出で逢あった瞬しゆん間かんから神だと知っているのに。

「……かみ……」

　口にしかけて、何を言えばいいのか分からなくなってしまった。

「……髪に、触さわってもいいですか？」

　言いたかった言葉とは違うが、それも本心だ。

　大神は僅わずかに眼を見張り、それから不敵に片頰ほおを上げた。

「よだれは垂れておらんから、いいだろう。許す」

　断られると思ったのに、思いがけずお許しが出てしまった。よだれとは、いつも藤がもふもふさせてくださいとお願いした時に、叱しつ責せきに使われる言葉だ。つまり大神は、藤がもふもふフェチさえ発揮しなければ、触らせてくれるということだろうか。

　──暴走しないように気をつけよう。

　ゆっくり、手を伸のばした。そっ……と、指先を、銀色の髪に潜もぐらせてみる。さらりとした指通りは、まさしく極ごく上じようの絹糸のそれだ。心ここ地ちよすぎて、ときめきさえ覚える。けれど理性を奪われるような衝しよう動どうは起こらなかった。

　──人形の時は、もふもふじゃないんだな……。

　銀色の狼おおかみも、この髪と同じ美しい輝かがやきを放っているのだが。

　もふもふしたくなる基準はなんなのだろう、と藤は自分の胸に問いかけた。

　──動物かどうか？……でも、タオルでもそれなりにハイレベルなもふもふ体験ができるもんな。

　そんなことを考えながら銀色の髪を梳すき、頭の上の三角の耳に触ふれた時だった。

「っ!?」

　ビリッ、と指に電気が走ったような、この衝しよう撃げき。

　夢にまで見た、もっふりの予感。

「……っ！」

　藤は両手で、大神の頭を摑んでしまった。手のひらに広がる極上のもふもふ、そして温かさ。大神の体温が、銀色の髪かみ越ごしに伝わってくる。

　バクバクと鼓動が早はや鐘がねを打った。呼吸が乱れ、体の奥から熱が噴きだしてくるような感覚に、もどかしくてたまらなくなる。

「こら、ふじ、耳は触るでな……」

「耳っ、耳……っ」

　理性など一いつ瞬しゆんにして弾はじけてしまった。藤は大神の頭を搔かき抱いだき、両手でぐしゃぐしゃに搔き混ぜる。

　体が熱い。全身が熱くて、じっとしていられない。

「ロウさん、耳……っ」

　無理な体勢で頭を起こし、大神の髪に頰ずりする。温かくて、ふさふさの耳が、ぴくぴくっと小刻みに動いた。それを見た瞬間、藤はその耳に、はくっとかぶりついていた。

「っ、ふじ！」

　叱責されても離はなせない。耳、耳、と藤は夢中で追う。決して歯は立てず、唇で食はもうとするが、ブルルッと身み震ぶるいされて離れてしまった。

　大神が身を捩る。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、紺藍色の鋭い眸が藤を睨にらみつけた。

　ギクッと胸が竦すくむ。大神の眼めは本気だった。射い貫ぬかれそうな鋭さに、藤は硬こう直ちよくする。──と、目の前で、大神はみるみるうちに人形から狼へと姿を変えていく。

　幻げん覚かくでも見ているのかと思うような、変身のシーン。それは不思議なほど滑なめらかで、美しかった。

　前に観みたことがある狼男の映画の変身シーンは、苦しそうで可か哀わい想そうになったのに……目の前のそれは、ただ美しかった。浴衣ゆかたがするりと畳にすべり落ちる。光輝く銀色の狼が、藤を睨み据すえていた。

「……ロウ、さん……？」

「俺を本気にさせたな、ふじ」

　唸うなり声が、なぜか……甘い。艶っぽさの中に、熱が孕はらんでいるような。まるで、特別な言葉を囁ささやかれているような緊きん張ちよう感かんが張り詰つめる。

「おまえの意思など、もう知らぬ！」

　ガウッと大きな口が開き、藤の喉のどに嚙かみついた。首筋に牙きばが食い込む。藤は仰のけ反って硬直した。獣けものの匂においが……土と、水と、山の木々の匂いがまざった狼の匂いが、襲おそい来る。

　喰くわれる、と戦せん慄りつした。

　頭からバリバリ食べたりしないという言葉など、意味のないものに思えた。

　二十三年生きてきた、自分の人生が終わりを告げる──そんな直感に、藤は震ふるえた。

　それなのに、怖こわくなかった。

　むしろ陶とう然ぜんと、狼の口に咥くわえられる感覚を受け入れていた。

　狼の舌は、骨をしゃぶる大型犬のように、藤の喉を舐ねぶった。

　ぞくぞくする。うっすらと開けた視界には、きらきらと輝く銀色の毛並み。ふさふさのしっぽが、忙せわしなく揺ゆれ動いている。大神が喜んで自分に喰くらいついてくれている。

　それは思いがけず、藤に喜びを感じさせた。

　──ロウさん……！

　唇くちびるは動かしてみたものの、声にはならない。

　このまま喰われていいと思った。

　むしろ、喰われたいとさえ願った。

　──ロウさん、おれを食べて。

　狼の頭に両りよう腕うでを回し、促うながそうとした──その時。

　ふっ、と牙が首筋から外れ、狼が顔を上げた。庭の方を向き、耳をピンとそばだてている。

「……ロ、…」

「邪じや魔まが入ったようだ。ふじはここにおれ」

　忌いま々いましそうに吐はき捨てて、大神は軽かろやかに身を翻ひるがえした。

　しゃりん……と、あの美しい調べの如ごとき足音を響ひびかせ、狼の姿が庭へと消える。

「……ロウさん……？」

　藤は呆ぼう然ぜんと見送り、しばしそのまま呆ほうけていたが、すだれ越ごしに「キィッ」という甲かん高だかい動物の鳴き声が聞こえてきて我に返った。

　傍かたわらを見ると、浴衣が落ちている。と、いうことは。

　──狼姿のまま……!?

　藤は慌あわてて起き上がり、乱れている衣服を整えると縁えん側がわに飛び出した。

　そこには銀色の狼と、彼に戯たわむれる小さなもふもふの動物の姿……ではなかった。小さなもふもふの動物ではあるが、戯れるどころか、大きな狼に向かってシャーッと牙を剝むいている。

　イタチかテンかと初めは思った。あの胴どうの長さや短い手足、しっぽの感じはどう見てもイタチ科だ。

　しかし外見がまったく違ちがった。

　まず、白い。雪のようにまっしろな、ふかふかの毛に覆おおわれている。そしてつぶらな黒い瞳ひとみ、茶色の鼻に、長いしっぽの先だけが黒い。

　その姿に、藤は見覚えがあった。

　専門学校からの実習で信州の動物園に行った時に、よだれを垂らしながら見た……。

「オコジョ!?」

　そんなまさかと思いつつ、藤は叫さけんでいた。

　大神に向かって牙を剝いていたオコジョが、威い嚇かくをやめてこちらを見る。きゅるんとした三角形の黒い瞳が、うるうると藤に何かを訴うつたえかけている……？　と思うや否いなや、突とつ然ぜん、パタリとその場に倒たおれた。

「ええっ!?」

　じりじりと夏の陽ひ射ざしを浴びる庭に、まっしろふかふかな──冬毛のオコジョ。

　違い和わ感かんしかないが、藤は考えるより先に、靴くつ脱ぬぎ石の上の下げ駄たを履はいて飛び出していた。

「ふじ、これに関かかわるな」

　大神がずいっと前に出て、藤からオコジョを隠かくそうとする。

　その行動だけで、何か理由があるのだろうと分かる。神域の野生動物に、大神が酷ひどいことをするわけがない。

「でも、放っておけません！」

　大神を押しのけるようにして、藤はオコジョを両手で抱き上げた。あまり動かさない方がいいが、この炎えん天てん下かではかえって危険だ。

「ふじ！」

「ロウさんも早く、家に入ってください。誰だれかに見られたらどうするんですか」

「ふん。この姿は、おまえにしか見えんわ」

　気になることを言われたが、今はとにかくオコジョを助けなければ。

　和室の座ざ卓たくの上にタオルを敷しき、オコジョを寝ねかせた。体長二十センチほどの、小さなオコジョだ。ふかふかのまっしろな毛は、普ふ段だんなら藤の理性を崩ほう壊かいさせておかしくないが、今はこの小さな命を救わなければということしか考えられなかった。

　慎しん重ちように様子をうかがう。ぐったりしていて呼吸が浅いが、ケガは一いつ切さい見当たらなかった。

「熱ねつ中ちゆう症しようかな」

　動物園で、似たような症しよう状じようのフェレットを見たことがある。藤は台所でビニール袋ぶくろに氷水を作り、和室に戻もどってきた。

　すると、人ひと形がたになった大神が、あろうことかオコジョを摘つまみ上げて庭に放ほうり投げようとしているではないか。

「ロウさん！　何してるんですか！」

　藤は眦まなじりを決して、大神に飛びついた。

　間かん一いつ髪ぱつでオコジョを奪うばい返し、大神を睨みつける。

「最低です！　どんな事情があろうと、こんな小さな生き物を…」

「それは動物ではない、邪じや魔ま者ものだ！　隣となりの神域の『致いたし神』だ」

「ええっ!?」

　手のひらの上のオコジョをまじまじと見るが、これが神様の化け身しんだというのか。確かに、この季節にはありえない冬毛だが。そもそもこの辺りはオコジョの棲せい息そく地ではないし。

「放り投げておけば、勝手に帰るわ」

「そんなわけにいきません。こんなに弱ってるのに、万が一のことがあったら大変です」

「ないわ！　阿あ呆ほうか。そんなもの捨てろ」

「また阿呆って言いましたね……！」

　フツフツと怒いかりが湧わいてくる。無知なままでいたくないからと神様のことを質問しても、詳くわしく教えてくれなかったりするくせに。

「今度、阿呆って言ったら、当分食事抜ぬきですからね！　人形を取れなくても、他ほかの人には見えないんでしょう!?　じゃあ困りませんよね!?」

「ああ？　阿あ…」

　むぐっと口を結んだところを見ると、さっそく阿呆と言いかけたらしい。藤は冷ややかな眼めで見た後、大神から視線を逸そらした。

　なんだか低次元な言い合いをしてしまったような気がするが、とりあえずこのオコジョが普ふ通つうの野生動物ではないということが分かってよかった。神様だということは、動物とは違う処置をしなければいけないだろう。

「ええと……とにかく、冷やしてみよう」

　氷水の入ったビニール袋をタオルで包み、オコジョを寝かせる。水分も取らせなければと思ったが、そこでハタと、そもそもこれは熱中症で合っているのだろうかと不安になった。

　本物のオコジョなら、同じイタチ科の動物の症例を参考にして判断しても問題ないだろう。しかし相手は神様だ。神様が熱中症になることなど、ありえるのだろうか。

「……あの、ロウさん」

　少し気まずいが、遠えん慮りよしている場合ではない。庭の方に声をかけると、大神は縁側に胡坐あぐらをかいて座り込み、やさぐれたおやじのように頰ほお杖づえをついていた。背中が怒おこっている。

「オコジョさんは、熱中症ですか？　イタチと同じ介かい抱ほうで大だい丈じよう夫ぶですか？」

「知らんわ。清酒の樽たるにでも突つっ込んでおけ」

　完全に臍へそを曲げている。

　大人おとな気げない、と腹も立つが、神様とはそういうものなのだろうか。

　──っていうか、隣の神域の神様って言ってたよな？　もしかして、縄なわ張ばり争いとかあるのかな？

　もしも縄張り争いが存在しているとしたら、それはきっと、野生動物のものよりずっと重要な意味を持つに違いない。それなら大神のさっきの態度も、決して弱い者いじめとか、非道な行いというわけではなくなってくる。

　藤はにわかに不安になった。

　神の世界のルールを何も知らないくせに、口を挟はさんで、大神に悪あく影えい響きようを及およぼしたりしていないだろうか。

「ロウさん……すみません。おれ、もしかしてまずいことをしましたか？」

　声が、不安に揺ゆれる。振ふり返った大神は、怪け訝げんそうだ。

「突然どうしたのだ？」

「神様同士のルールがあるなら教えてください。おれは、ロウさんの……大神塚守で、糧かてでもあるんですから、ロウさんの迷めい惑わくになることをしたくありません。でも無知だから、知らず知らずのうちに迷惑をかけてしまうんじゃないかと不安になります。だから、決まりごとがあるなら教えてください。おれだって、知っていれば守れます」

　切々とした訴えになってしまった。自分で思っていた以上に、藤は思い悩なやんでいたらしい。

　大神はしばし黙だまって藤を見つめ、小さく溜ため息いきをついた。

　呆あきれられたのだろうかと不安になる。

「真面目まじめだのぅ。おまえには負けるわ」

　苦く笑しようするくせに、眸ひとみが優やさしい。

「我々は神秘の存在だと言っただろう。知れば、引き返せなくなるぞ」

「……それでも、知らないことでロウさんのお荷物になるよりマシです。だっておれは、……一生、ロウさんの傍そばにいるんでしょう？」

　そう言うと、なぜか大神の眉み間けんに微かすかな皺しわが刻まれる。不快というより、困ったような表情に見えた。

　──なんで、そんな表情するの……？

　何か、大神を困らせることを言っただろうか。自分の発言を顧かえりみる。

　──お荷物になりたくないって言ったこと？　既すでにお荷物だろうって？　それとも……傍にいるって言ったこと？

　胸がざわざわした。この身を大神に捧ささげる約束をした時から、藤は一生、自分は大神の傍にいるのだと解かい釈しやくしていた。初めはすぐに喰くわれて命を終えるのだと思っていたし、それが誤解だと分かった後も、精気を糧とする大神に自分の精気を一生捧げ続けるのだと思っていた。

　しかし大神は、そんなことは求めていなかったのだろうか。

　条件の合う他の人間が現れるまでの、つなぎでしかなかったとしたら？

　気づいてしまった可能性に、これまで自分だけが特別だと思い込んでいたことが恥はずかしくてたまらなくて、そしてそれより、もっと不安になった。

　──おれ、ロウさんの傍に、いられなくなるのかな……？

　嫌いやだ、と真っ先に思った。

　自分が今いる場所に他の人が座るなんて、耐たえられないと思ってしまった。

　胸が苦しくて、なぜか泣きそうになる。ぐっと奥歯を嚙かみしめて衝しよう動どうを堪こらえたが、今まで一度も味わったことのない感情の揺れに、藤は動どう揺ようした。

　人から必要とされなくなるのは、怖こわいことだ。藤にとってそれは、存在価値がないと言われているように感じるほど、むごいことだった。だからこそ藤は、周囲の人たちの気持ちに敏びん感かんになろうと努めてきたし、お荷物になっている気配を感じたら迷惑になる前に身を引いてきた。勤めていた動物園でも、それ以前の人間関係でも。そうすれば相手を困らせずに済むから。そしておまえは必要のない人間だと、面と向かって言われずに済むから。

　これまでの藤なら、大神がこんなふうに微び妙みような反応を見せた時点で、身を引く時のための心の準備を始めていたように思う。

　けれど、今はそんなこと微み塵じんも考えていなかった。むしろどうすればいらないと言われずに済むのだろうと、縋すがるような気持ちで考え始めている。

　そんな自分に戸と惑まどった。どうしてこんなふうに考えるのかさえ分からない。

　大神という特別な存在に関かかわっていられる、特権意識だろうか。しかしそのことを、誰だれにも打ち明けられないのに？

　自分の気持ちが分からない。

「ふじ、『福ふく蔵くら』の清酒を持ってこい。このあざとい下等生物が入るくらいの桶おけに入れて」

　大神が唐とう突とつに口を開いた。タオルの上でぐったりしているオコジョを指し、奇き妙みような指示を出す。

　福蔵とは、大神の神域内にある酒さか蔵ぐらだ。御お神酒みき用の地酒をたくさん買い置きしている。

「桶って、まさかオコジョさんをその中に入れるんですか？　でもロウさんの神域の地酒ですよ？　オコジョさんの神域の地酒じゃないといけないんじゃ……」

「欲よくを言えばその方がいいがな、福蔵が使つこうておる川の水は、このあざとい下等生物の神域を流れる川と源流が同じなのだ」

　そういう共通点が精気に影えい響きようするのかと興味深いが、それよりも大神が醜みにくい言葉を使うことが気になってしまう。

「何か事情があるんだろうって推察はしますが、あざといとか、下等とか、本気で言ってるんじゃないですよね？」

　我知らず眉まゆをひそめると、大神が「うっ」と小さく呻うめいた。

「……怒るな。メシ抜ぬきはやめてくれ」

　唇くちびるを尖とがらせてぼやく大神に、胸が締しめつけられる。人ひと形がたなのに、狼おおかみの姿で可愛かわいいことをされた時と同じときめきを覚えてしまった。大神はずるい。かっこいいのに可愛いなんて、ずるすぎる。

「だがな、本当にあざといのだ。こいつは『致いたし神』──愛の行動を司つかさどる神だ。狛こま犬いぬならぬ狛鼬いたちを眷けん属ぞくとする神社に祀まつられておる。化け身しんも本来はイタチだ。にもかかわらず、もふもふフェチのおまえの気を引きたいがために冬毛のオコジョの仮装などしおって……！　それでバテようが知ったこっちゃないわ」

「仮装って……。おれの気なんか引いても仕方がないじゃないですか」

　まっしろふかふかな冬毛のオコジョには、確かに心奪うばわれているが、藤の好みに変化しても意味がない。本当の理由はなんだろう。

「それより、神社をお持ちの神様なんですか。狛鼬のお話は聞いたことあります。前にテレビで、珍めずらしい眷属特集をしてて、紹しよう介かいされてました。確か隣となりの県にある縁えん結むすびで有名な神社ですよね？」

「うむ。こいつはチヤホヤされるのが何よりも好きなのだ」

　やはり言葉の端はし々ばしに棘とげを感じて、藤は苦笑した。しかし初っ端ぱなからの威い嚇かく合戦で心配していたほどの深刻さはないようだ。本当に害をなす存在なら、介抱の仕方など教えてくれないだろうから。

　──悪友っていう感じなのかな？

　少なくとも、本心から嫌っているわけではないようだ。

「とにかく御神酒の用意をしてきますね。ロウさん、オコジョさんを看みててください」

「なぜ俺が」

「ロウさんの分も、一本持ってきますから」

「うむ、分かった」

　藤は桶とタオルと清酒の一いつ升しよう瓶びんを二本、手早く搔かき集めて和室へと戻もどった。

　オコジョはまだぐったりとしている。そしてそれを横目で見守る人形の大神には、なぜか耳としっぽが生えていた。酒瓶を渡わたすと、ピーンと耳が立つ。喜びすぎだ。

　座ざ卓たくにタオルを敷しき、桶を置いて清酒を注ぐ。藤の作業を見ている大神のしっぽがふさふさ揺れている。誘ゆう惑わくするのはやめてほしい。大神はそんなつもりないのだろうけれど。

「ここに、オコジョさんに浸つかってもらっていいんですか？」

　たっぷり注いだ清酒とオコジョを見比べて聞くと。

「こんなもの、放り込んでおけばいいのだ」

　止める間もなく、大神がオコジョを鷲わし摑づかみにして清酒の桶にざぶんと投入してしまった。

「あーっ！　なんてことするんですか！」

　ぷかぁと浮うかんできたオコジョを、急いで掬すくい上げようとしたら。

　突とつ然ぜん、くるんと桶の中でオコジョが一回転した。水を得たラッコのように。

「え、え？」

「放っておけ。そのうち、うるさいくらいしゃべりだすわ」

　ふんと嘲ちよう笑しようし、大神は一升瓶をラッパ飲みし始める。清酒用のコップも用意しておいたのに、豪ごう快かいなことだ。

　オコジョはまだ目を瞑つむってぐったりしているが、それでも時折手足を動かし、しっぽを揺ゆらめかせ、くるり、くるりと回転する。こうして精気を吸収しているのだろうか。

　当然だが、本物のオコジョではありえない光景だ。本当に神様なんだな……と、不思議な心ここ地ちで様子を見守る。

　ひとまず、今のところこれ以上してあげられることはなさそうだ。

「そういえばさっき、狼姿はおれにしか見えないって言ってましたけど、あれ本当ですか？」

　どっしり胡坐あぐらをかいて、一升瓶を傾かたむける大神は、もはやただの酒飲みのおやじにしか見えなかった。耳としっぽがなければ、せめてコップを使ってくださいと文句を言っていたかもしれない。

「ああ。見せてやろうと許しを与あたえた相手にしか、我々の姿は見えん。獣けもの姿でも人形でも同じだ」

「え、じゃあ、庭で狼姿のロウさんとおれが話してたとしたら、それを目もく撃げきした人には、おれがひとり言を言ってるように見えるってことですか？」

「阿あ、……そんなわけがないだろう」

　今絶対、阿あ呆ほうと言いかけた。藤は胡う乱ろんな眼めを向ける。

「人間の目には、人間の世の常識的な映像が見えておる。案ずるな」

「幻げん惑わく、ですか？」

　そういえば大神は、世話をしていない大神塚に村人が来ても、完かん璧ぺきに世話をしているように見せると言っていた。

「ううむ、どちらかというと、この場合は次元の違ちがいか。おまえは今、現うつつと聖域の境に存在しているようなものだからな」

「えっ？　聖域って、大神塚より奥のことですよね？」

「土地の聖域はな。神の在るところは、それもすなわち聖域だ」

　──だからじいちゃん、「聖域に足を踏ふみ入れたのか」って聞いたのかな？

　山の雨を読める祖父だ。見えざるものを察知していてもおかしくない。

「おまえ、俺が神だということを忘れているわけではあるまいな？」

「まさか」

　ツキン、と心臓に痛みを覚えた。この感情はなんだろう。

「もしかしてその耳としっぽも、他ほかの人には見えないんですか？」

「当たり前だ。もしも今、縁えん側がわから誰か覗のぞいたとしたら、俺はただの飲んだくれだな」

　自覚があったのか。苦く笑しようを禁じえない。

「ということは、耳としっぽ出しっ放しで縁側に座るロウさんにヤキモキしなくてよかったってことじゃないですか。もっと早く言ってくださいよ……」

「ふじが、俺のことで必死になっておるのに、言うわけがないだろう」

　ふふんと自じ慢まんげに笑う。藤の反応を楽しんでいたということか。

「……ロウさんって絶対いじめっ子ですよね」

「あ？　いじってほしいだと？」

「言ってません！」

　カァッと頰ほおが熱くなる。

　重ねて抗こう議ぎしようと口を開いたら、ぱしゃんっと清酒が跳はねて藤の手にかかった。

　見ると、オコジョがつぶらな黒い瞳ひとみをパッチリ開いて、桶の縁ふちに手をかけている。

「オコジョさん！　気がつきましたか？　よかったです」

　藤も何気なく桶に指をかけた。すると眼にも留まらぬ早はや業わざで、指先にオコジョがかぶりつく。

「わっ」

　嚙かまれたのかと、一いつ瞬しゆん驚おどろいた。しかし、ちゅうちゅうぺろぺろと吸ったり舐なめたりされているだけだった。

「この下等生物が！」

　怒おこったのは大神だ。憤ふん怒ぬの形相で立ち上がり、オコジョを鷲摑みにする。

「ちょっ……！」

　そんな弱い者いじめは……と言いかけた口は、そのままあんぐりと開いてしまった。なぜならオコジョの反はん撃げきが始まったからだ。

　大神の手にガブッと歯を立てて嚙みつくや否いなや、激しく身を捩よじって器用に逃にげ出す。そして大神の腕うでをトトンッと駆かけ上がり、頭の上の三角の耳に嚙みつこうとした。その寸前で、大神がオコジョを払はらいのける。人形の大神と小さなオコジョの戦いは、決して一方的なものではなかった。

　しかしオコジョはつい今しがたまで、ぐったりしていたのだ。病やみ上がりに無理はさせられない。

「ちょっと待ってください、ストップ！　ストーップ！」

　叫さけんでも聞いてくれるわけがない。

　藤はおろおろと周囲を見回し、何か使えるものはないかと探した。そして見つけた。酒瓶を。

　一升瓶を両手で抱かかえた藤は、これ見よがしに傾けてみせる。

「それ以上ケンカするなら、お酒は全部おれが飲んじゃいますからね!?」

　ぴたっ。神たちの動きが止まった。

　まさかこんな子ども騙だましで、これほどの効果があるとは思っていなかった。噴ふきだしそうになってしまったが、なんとか堪こらえる。躾しつけは最初が肝かん心じんだ。

「オコジョさん、桶おけに戻ってください。また倒たおれたら大変です。ロウさんはその場に座ってください。手出し無用ですよ」

「『お座り』だそうだぞ、犬め」

「黙だまれこの下等生物が」

　悪態をつき合う彼らに、藤は瞠どう目もくした。

　オコジョがしゃべったのだ。

　大神からしゃべると言われていたし、神様だと知っているのだから、理解していたつもりだったのだけれど。実際にしゃべる姿を目まの当たりにすると、やはり驚おどろいた。

　座卓の上へ、タタッと軽かろやかに戻ってきたオコジョは、きゅるんとした三角形の黒目で藤を見上げる。

　元気になってよかった、と思うと同時に、その白い毛に顔を埋うずめたい、とうずうずしてしまう。毛が濡ぬれてぺったりしているせいで、まだ理性を失わずに済んでいる。

「オコジョさん、お酒を足しますか？」

　咳せき払ばらいをして邪じや念ねんを払い、藤は尋たずねた。

「酒はもうよい。藤よ、ご苦労だった」

　オコジョの声は、その場の空気がキリッと引き締しまるような、凜りんとした響ひびきのあるテノールだった。藤の高校時代の親友に、少し声質が似ている。リーダー的存在で、誰だれからも慕したわれる人気者だった。今は獣じゆう医いになるべく大学で学んでいる。

　ただでさえ愛らしいオコジョの姿にときめいていたのに、その声のせいで勝手に親しみを覚えてしまう。

「もうお腹なかいっぱいですか？　遠えん慮りよなさらなくていいんですよ？」

「感心な心がけだ。ならば胸を出せ」

「は？」

「致いたし神！」

　ガウッ！　と威い嚇かくの声が聞こえ、見ると大神が獣姿に変わっていた。またケンカを始められたらどうしようと困こん惑わくしたが、狼おおかみはグルル……と唸うなり声を上げるだけで、跳とびかかりはしなかった。

「なぜ怒るのだ、大神よ。これほど精気に溢あふれた人間、分かち合うのが当然だろう」

「ふじは、俺のものだ」

「何をとちくるったことを。嫁よめでもあるまいし」

「嫁にするのだ」

　ドキッとした。よく考えたら、それは生いけ贄にえという意味での『嫁』だと思い至るのに、つい人間界での解かい釈しやくをしてしまう。

「馬ば鹿かなことを」

　ハンッと鼻で笑い飛ばす。可愛かわいいオコジョの顔なのに、ものすごく憎にくたらしい表情に見えるから不思議だ。

　神様とはみんな、このような感じなのだろうか。

「らしくないぞ、大神。永い眠ねむりに就つきかけた影えい響きようか？　だから、消えたくないなら社を建てさせろと忠告しただろう」

「余計なことを言うな！」

　オコジョの科白せりふをかき消すように大神が吠ほえたが、藤の耳にはしっかり届いていた。

　──永い眠り？　消えたくないなら……？

　不ふ穏おんな言葉に、鳥とり肌はだが立つ。大神は何か重要なことを、隠かくしているのではないだろうか。

「どこが余計か！　これほどの精気を独り占じめするなど、まるで動物ではないか、みっともない！　神域が定さだかでない者ならまだしも、血も、鼓こ動どうも、吐と息いきでさえも、藤はそなたの加護を受けておることが明白。そなた以上にこの者から精気を摂とることができる神などおらん。それなのに、そなたは神の常識を踏みにじる気か！」

「黙れ」

　大神の静かな一言は、激げつ昂こうしていたオコジョの数々の言葉を捻ねじ伏ふせる迫はく力りよくがあった。

　銀色の狼が、光り輝かがやく。

　空気がピンと張り詰つめた。

　風が止やむ。音が消える。庭を照らす太陽の光さえ、透とう明めいな膜まくを通した別世界のもののような感覚だった。

　狼が、一歩、足を踏ふみ出す。しゃりん、と美しすぎる足音がした。

　しゃりん、しゃり……ん。オコジョと藤の前に、狼が立つ。

「大神よ、そなた……」

「帰れ」

　凄すさまじい圧力のある、声。

　狼のすべての感情はオコジョに向けられているのに、横で見ているだけの藤でさえ、恐おそろしくて身み震ぶるいした。

　畏おそれ、敬い──ひれ伏したくなる。　>>>♥

「己おのれの神域へ帰れ。そして他ほかの連中にも言っておけ。ふじは、俺のものだと」

　オコジョのつぶらな瞳が見開いた。ありえない、とその眼めが語っている。

　しばし睨にらみ合った後、オコジョが跳ねた。そして着地する……寸前、シャボン玉が弾はじけるように、オコジョの姿が消えた。

　驚きよう愕がくして息を吞のむ藤に、狼の視線が、ゆっくりと向けられる。

　視線が絡からみ合った。紺こん藍あいの双そう眸ぼうは、いつも通り深い色を宿していて……けれど見たことのない荒あら々あらしい熱を孕はらんでいる。

　ぞくっと背筋に悪お寒かんが走った。

　大神とともに過ごしてきて、身の危険のようなものを感じたことは何度かある。慣れてくれていると思っていた野生動物が、ふとした拍ひよう子しに牙きばを剝むいて襲おそい掛かかってくるような、そんな危あやうさが時折垣かい間ま見みえていた。

　そもそも野生動物が人間に完全に懐なつくなんてありえない。野生の狼を手て懐なずけている人もいるが、あれは狼が『野生』のスイッチを入れるラインを絶ぜつ妙みように嗅かぎ分けているから、そのように見えるだけなのだ。スイッチが入る前に、回かい避ひする。もしもそのタイミングを見誤り、一度スイッチが入ってしまったら、人間には為なす術すべもない。動物園で起きてしまう猛もう獣じゆうによる不幸な事故も、大半がそのスイッチによるものだと考えられている。

　神様を動物に例えるなんて罰ばち当あたりだが、大神と藤との間には、確かにそのようなスイッチがあった。

　大神が藤の言うことを聞いてくれたり、子ども騙だましのお預けに従ってくれていたのも、すべてそのスイッチが入るまでの話だ。

　そして、今──大神の中のスイッチが切り替かわる音を、藤は聞いてしまった。

　もう戻もどれない、と悟さとった。

　自分は、今から、大神に──喰くわれる。

「ふじ！」

　跳びかかってきた大神に、押おし倒される。

　背中を打ち付けるように、畳たたみに押しつけられた。肩かたを痛いくらいに摑つかまれて……違い和わ感かんに目を開けると、自分に伸のし掛かっている大神は人ひと形がただった。

「ロウさ……んっ!?」

　唇くちびるに、かぶりつかれていた。

　抵てい抗こうする間もなく口を大きく開かされ、熱い舌がもぐりこんでくる。口こう腔こうを舐なめられた。硬こう直ちよくしている藤の舌を搦からめ捕とり、痛いくらいに吸われる。まるでそれが大神の好物であるかのように、しゃぶりつくされる。

　突とつ然ぜんの嵐あらしに吞み込まれたような、荒々しさ。

　これがキスだということに、藤はしばらく気づけずにいた。

　──なんで、こんなこと……!?

　生まれて初めてのキスだ。それなのにいきなり貪むさぼられてしまっている。わけが分からない。どうすればいいかも分からない。ただドキドキして、体中が熱くて、身を強こわ張ばらせることしかできない。

「……っか……！」

　苦しくて息を吸おうとしたら、口をすべて覆おおいつくすようにかぶりつかれた。

　くちゅ、と淫いん靡びな水音が、口腔で生じる。なんとか息いき継つぎをしたら、大神の匂においが洪こう水ずいのように口の中に押し寄せてきた。

「……っ」

　山の、木々の匂い。温かな土と、──懐かしい水の匂い。

　この匂いを知っている、と藤は思った。

　思い出せないくらい古い記き憶おくの……ほんの小さなカケラが、この匂いに反応した。

「ふじ、ふじ、……ふじ」

　呼ばれるだけで、胸が締めつけられるような、せつない声。

　繰くり返し呼ばれる。そのたびに胸が搔かき毟むしられる。

　心の底から請こわれていると勘かん違ちがいしてしまいそうな声だった。聞いているだけで、せつなすぎて胸が詰まる。涙なみだが溢れてくる。

「……っ、…っ……」

　眦まなじりを伝って、涙が零こぼれ落ちた。

　大神の長い指が力強くそれを拭ぬぐう。もどかしげに、何度も拭う。

　見下ろしてくる大神の眸ひとみが、どこか痛みを抱かかえているように苦しげで。

「嫌いやがっても、逃にがしてやらぬ」

「い……っ」

　嫌だなんて、言うわけがないのに。

　否定の言葉は大神の唇に吞み込まれてしまった。

　両手で藤の顔を挟はさんで固定する。逃がさない、と行動でも示される。まるで縋すがりつくように、貪られる。

　顔の角度を何度も変えて、深く、より深くさぐろうとする大神の舌に、強張っていた藤の舌もようやく溶とかされる。自分からも舌を動かして、大神の動きに合わせてみた。すると、ビクッと身を跳はねさせた大神は、次の瞬しゆん間かん、さらに情熱的にくちづけてきた。

　まるで、恋こい人びと同士みたいに。

　そんなことを考えてしまった自分に、藤は傷つく。

　恋人なんて、互たがいに恋し合っている人同士でなければ成立しない関係だ。

　大神はさっき、藤を嫁よめにすると宣言していたけれど──それは、生贄にするという意味だ。

　人間の藤にとっては今と変わりないことのように思えるけれど、神の世界では明確な違ちがいがあるのかもしれない。藤には見当もつかない神たちの話を、オコジョと言い争っていたことが気になった。

　熱く、深く貪られると、唾だ液えきが口腔から溢あふれて顎あごを伝う。

「……ふじ、飲むがいい」

　頤おとがいを摑んで促うながされ、こくん、と喉のどを鳴らした。自分のものだけではない、大神のものと混ざった唾液を飲み込んだのだと思ったら、全身が心臓になってしまったのではないかと思うほどドキドキした。

「それでいい。俺のものになれ。俺の体液をその身に含ふくみ、他の何者も寄せつけない体に作り替かえてやる」

　唸うなるように低い声で囁ささやかれた言葉に、藤は戦せん慄りつした。

　──作り替える？

　それはどういう意味だろう。

「嫁になれ」

　唐とう突とつに、命じられた。

　なんと答えるべきか分からない。

「嫁になれば、ふじは俺のものだ。俺以外の誰だれにも触ふれさせぬ」　>>>♥

　それは逆に言えば、ずっと藤を必要としてくれるということだろうか。もしも他に条件の合う人間が現れても、捨てられたりしないのだろうか。

　ずっと、──大神の傍そばにいられるのだろうか。

「……嫁って、具体的に、どういうことですか？　昔の、村一番の娘むすめさんが生いけ贄にえとしてロウさんのもとに送り出されたことと、何か違うんですか？」

　尋たずねる声は震ふるえていた。荒々しいくちづけにより、呼吸が乱れていた。

　大神は僅わずかに逡しゆん巡じゆんし、それからきっぱりと口を開いた。

「神の嫁になるということは、神の精を受け止めるということだ」

「……神の、せい？」

「人間で言うところの、精液だ」

　そう言うや否いなや、藤の下か肢しを大神が摑んだ。摑まれて初めて、そこが形を変え始めていたことを知る。

「っ、放してください！」

「人間の精液は、子を生なすことができる。神の精は人間のように子は生さぬが、いくつか特別な役割があってな……その一つが、慈じ悲ひを与あたえた者に結界を張れるということだ」

「……結界？」

　下肢を摑まれている手を外そうともがきながら、藤は尋ねる。大神は力を入れていないはずなのに、びくともしない。

「村の娘が生贄に差し出され、山の中で普ふ通つうに生きていけると思うか？　答えは、否だ。そこで神に精気を与える特別な存在として、その身に神の分身を受け入れ、精を受け止めるのだ。そうすることで、その人間には結界が張られ、山の中で神と同等に崇あがめられることとなる。いかなる野生動物も、植物も、それから他ほかの神域の神も、『嫁』となった人間に手出しはできぬ。寿じゆ命みようは……人間と同じだがな、病に臥ふせることもなくなる。脅おびやかすのは老いだけだ」

「それって……その、……結界を張るために、……せ、性せい、交こう渉しようをするということですか？」

「うむ。おまえは女子としたことがあるのか？」

「なっ、ないです」

「そうだろうな」

　失礼なことを言われている気がする。しかしそれよりも、放してもらえない下肢の方が重要で、抗こう議ぎする暇ひまもない。

「ふじは、俺だけ知っていればよい」

　傲ごう慢まんな物言いだ。それなのになぜ、顔を歪ゆがめて笑うのか。まるで体のどこかに痛みを抱えているような笑え顔がおだと思った。やせ我が慢まんしている。そのことが伝わってくるのに、大神が何を抱えているのかが分からない。

　分かれないことが、藤は苦しい。

「……おれ、男です」

「問題ない。俺が神だ」

「……でも……せ、性交渉、できません」

「案ずるな。体内に精を放つために綻ほころぶ場所は、男にもあるだろう。高たか天まが原はらを見せてやる」

　それは、天国ということだろうか。それほどその行こう為いに自信があるということか。

　ズキッと胸が痛んだ。大神はこうして、生贄の娘たちを口説いて抱だいてきたのかと思った。何百年も、……何十人も。

「ふじ、俺の嫁になるな？」

　それは大神に抱かれるということ。

　恋ではなく、愛でもなく、ただ──山で生きていくために。

　そう考えたら、胸が苦しくてたまらなかった。つらくて、せつなくて、大声を上げて泣いてしまいたい衝しよう動どうに駆かられて……なぜこんなに心が乱れるのだろうと己おのれの胸の内を覗のぞき込んだ瞬間、藤は気づいてしまった。

　他の娘たちと同じように扱あつかわれたくないと、叫さけんでいる自分に。

　──『おれ』を、求めてくれたんだったらいいのに……！

　他の誰でもない、『塚守藤』というたった一人の人間だと──唯ゆい一いつの存在として見てくれたらいいのに。

　それはとても切実な願いで、藤は何と答えればいいか分からなくなってしまった。

　沈ちん黙もくが流れる。

　次し第だいに、大神が焦じれていくのが分かる。

　何か言わなければ。……けれど、なんと？

　ただの生贄としか見ていないなら、抱かれたくないと？──それはなんて傲慢な言い分なのだろう。

　この人は、神様なのに。

　生贄となった藤が苦しまないように、抱こうとしてくれているだけなのに。

「……どうしても、嫌か？」

　苦しそうな呻うめきに、藤は慌あわててかぶりを振ふった。

　抱かれるのが嫌なのではない。通過儀ぎ礼れいとしてそれが行われることが、つらいだけだ。

「…………もふもふ、させてやると、言ってもか？」

「えっ!?」

　藤は思わず身を乗り出していた。

　胸に重く渦うず巻まいていた苦しさや、せつなさを、一いつ瞬しゆんふっと忘れて食いついてしまう。

　すると大神に、胡う乱ろんげなまなざしを向けられてしまった。

「おまえ……俺の体が目当てか」

「語ご弊へいがありますっ」

　否定しつつ、確かに現金すぎる自分が恥はずかしい。

「山の中には、おまえがよだれを垂らす毛並みの動物がうじゃうじゃおるからな……」

　大神の眉み間けんに皺しわが寄る。それから盛大な溜ため息いきをついた。

「浮うわ気きは、許さぬぞ」

「浮気って……」

「俺以外のものでもふもふしない、そして──俺の嫁よめになると誓ちかうなら、特別にもふもふさせてやる」

「えっ!?」

　本当に？　冗じよう談だんではなく？

「誓うのだな!?」

「はい！」

　反射的に、大きく頷うなずいていた。

　すると腕うでの中に攫さらわれて、潰つぶれそうなくらい抱だき締しめられる。

「ふじ……！」

　甘い、と思った。

　大神のその声も、呼ばれて痛む自分の胸も。痛いのに甘いなんて変だけれど、その痛みがなぜか愛いとしい。

「抱くぞ」

「っ、い、今ですか？」

「当たり前だ。どれだけ待ったと思っておる」

　もしかして大神は、最初に『嫁になれ』と迫せまった時から、藤を抱くつもりだったのだろうか。

　藤はずっとただの食事だと思っていた間も、藤の裸はだかを舐なめながら、いつかは性せい行こう為いをしようと考えていたのか。……いや、性行為も食事のためなのだが。それでもただ舐める行為と、挿そう入にゆうを伴ともなう行為はまったく違ちがう。

　そう考えたら、恥ずかしくてたまらなくなってきた。

「待ってください、ちょっと心の準備を……お風呂ふろに入らせてください」

「そんなものいらぬ」

「でも、……あっ、禊みそぎです。大神様に身を捧ささげるんだから、禊くらいさせてください！」

　それは説得力を持った願いだったのか、大神は渋しぶ々しぶといった形で抱ほう擁ようを解いてくれた。

　藤は胸むねを撫なで下ろす。全身がひどく汗あせばんでいた。裸の大神に抱き締められたり、淫みだらなくちづけを受けてしまったり、体温が跳はね上がって当然のことばかりだった。大神に抱かれるのに、こんなみっともない姿は嫌いやだと本気で思った。禊だと思いついた自分を褒ほめてやりたい。

「……お風呂、お湯を張ってきます」

「シャワーとやらでよいではないか。禊だろう、滝たきに打たれればよい」

「……お湯の滝でもいいんですか」

「神域の水が熱くなっただけだ。シャワーも滝の一種だと認めてやる」

　柔じゆう軟なんにもほどがある。大神の心の広さに、藤は小さく笑った。

「……ロウさんには、その……待っていただく間、御お神酒みきのご用意をしましょうか？」

「俺も一いつ緒しよに風呂に入るぞ」

「駄だ目めですっ！……か、神様と一緒に禊なんて聞いたことありません。そうでしょう？」

「……うむ」

　本当にそうだったらしい。今日の藤は冴さえている。

「ならば布ふ団とんを敷しいておいてやる。早はよう来い」

「えっ、ロウさんにそんなこと……」

「本来ならば大神塚の奥の聖域で、俺が準備した寝ね床どこでまぐわうところだ。布団くらいかまわん」

「……ま、まぐわう……ですか」

「うむ、まぐわうのだ」

　毅き然ぜんと頷く大神からは並々ならぬ決意のようなものを感じた。

　ここまで大神が望んでいることに自分が応こたえられるなら、それは幸せなことかもしれないと思う。それが生いけ贄にえとなる者への、慈じ愛あいだとしても。

　大神を和室に残し、着き替がえを整えた藤は風呂場へ向かった。

　昔の日本家屋であるため、水回りは家のもっとも外側にある。風呂場は少し前まで五ご右衛えも門ん風呂ぶろを使っていたほど使い込んでいるが、藤が子どもの頃ころに改築して今はシャワー付きだ。おかげで湯の滝で禊ができる。

「念入りに洗わないと」

　ひとりごちて、それからカァッとなった。その行動の理由が、大神に抱かれるためだと思い至って。これでは期待しているみたいではないか。

　──本当に、これでよかったのかな……。

　この期ごに及およんで、迷ったりもする。

　けれど、これ以外に取れる道なんてなかった。だから、間ま違ちがってなんかいない……そのはずだ、と考える。なんとなく胸に残る、消化しきれないものを、どうにかして納なつ得とくさせようとするように。

　頭からシャワーを浴び、体の隅すみ々ずみまでごしごし洗った。そうすることで、迷いを削そぎ落とそうとする。

　禊というのは口からでまかせだったけれど、本当に禊であるような気になってきた。

　神域の水が熱くなっただけだという大神の科白せりふも、あながち間違いではないのかもしれない。

　全身をぴかぴかに洗い終えた藤は、大きく口を開けて、湯でうがいをした。

　それはたんに、神域の水できちんと身を清めたいという気持ちからの行動だったのだが……。

　湯を止めた瞬しゆん間かん、肩かたに、トンッと重みを感じた。

　大神が待ちきれずに迎むかえに来たのだと思った。

「ロウさ……え？」

　肩かた越ごしに振り返った藤の鼻先に、三角形のつぶらな瞳ひとみが。

「オコジョさん!?」

「プンプン漂ただよっておった犬臭くささが、ようやく消えたわ」

　どこから入ってきたのか。真っ白でふかふかな毛に覆おおわれた長い胴どうが、するするっと藤の肩から胸むな元もとへと移動する。

「わっ！」

　驚おどろいた藤はバランスを崩くずし、風呂場に尻しり餅もちをついてしまった。

　痛い！……はずなのに。

　藤が下した敷じきにしたのは、まるでもふもふの絨じゆう毯たんのような無数のオコジョの群れだった。

「ぎゃっ！」

　さすがにこれは多すぎる。みんなそろって冬毛のため、致いたし神の仕し業わざであることは疑いようもないのだが。

「オコジョさん、どうする気ですか？」

　藤の裸の胸元にへばりついているオコジョは、問いかけを無視して藤の胸を舐め始めた。小さな舌でぺっぺっぺっぺ……と動きながら舐め回り、不意に、乳ち首くびにかぶりついた。

　その瞬間。

「ふじ！」

　ガラッと勢いよく風呂場のドアが開く。

　怒いかりの形相の大神が、そこにいた。

「ふじを返せ、この下等生物が！」

「頭を冷やせ、馬ば鹿か犬が。一時の乱心で神々の不興を買こうて、神域を守れると思うなよ」

「そんなもの腹の黒いイタチにでもくれてやるわ！　俺はふじとともに…」

「黒いのは腹ではない、しっぽの先じゃ、たわけ！　頭が冷えたら我の社へ来るがよい。極ごく上じようの精気、分けてやる」

「ふ……」

　ふじ、と呼んでくれるつもりだったのだろうか。

　しかしテレビの画面が消えるように、一いつ瞬しゆんにして大神の姿が見えなくなった。風呂場ごと消えて、代わりに広がったのは辺り一面の花畑だった。

「なっ、なっ……？」

　言葉にならない。

　藤は全ぜん裸らのまま、わっしょいわっしょいともふもふオコジョたちに運ばれる。素すっ裸ぱだかだなんて恥はずかしいはずなのに、なぜか羞しゆう恥ち心しんを覚えなかった。服で身を隠かくさなければいけないという概がい念ねんが、存在していないみたいな感覚で。

　致し神は藤の腕うでに移動して、自じ慢まんげな表情で見上げてきた。

「喜べ、藤。そなたを神々の共通の遣つかいにしていいという決裁が下りた。ひとまず私の社に置いてやる。その染しみついた犬臭さを抜ぬくためにな」

　後ろ足としっぽで器用にバランスを取り、腰こしに手を当てて話す姿は可愛かわいい。

　けれどなぜか、昨日までのように、もふもふしたいという欲よつ求きゆうが湧わいてこなかった。

　ただ、大神のことを考えて不安だけが募つのる。

「ロウさんはどうなるんですか？」

「ロウ、じゃと？」

　オコジョの眉まゆ根ねが不ふ機き嫌げんそうに寄せられる。

「神々の前でその俗ぞく称しようを口に出すな。大神様と呼べ」

「あ、すみません。……じゃあ、オコジョさんのことも、致し神様と？」

　オコジョはしばし考えて、頭の上の丸い耳をかりかりと搔かいた。

「私の社では、オコジョと呼ぶことを許そう、藤。私はこの姿がなかなか気に入ったぞ」

　えっへんと胸を張る。

　身構えていたが、オコジョも意外と話が通じる神様なのだろうか。

「……あの、オコジョさん。聞いてもいいですか？」

「なんじゃ。私に知らぬことなど何もないぞ。なんでも聞くがいい」

　あまり積極的に教えてくれなかった大神との、あまりの反応の違ちがいに、戸と惑まどってしまうほどだ。

「おれが神様たちのお遣いになるというのは、どういう意味ですか？　おれは今どういう立場で、これからどうなるんですか？　そして……大神様は、なぜ置いていかれたんですか？」

「ほほう、いい質問だ」

　オコジョは鼻をヒクヒク動かし、小さな手でヒゲを整えてみせた。

「そなたの精気は稀け有うな濃のう厚こうさじゃ。そのような人間が現れた時、神々はその人間を共有する。神々の加護を受けた人間は、その生しよう涯がいを終えるまで幸福に満ちた人生を送ることができる。藤よ、そなたの立場はそういうことじゃ」

　つまり、大神だけに身を捧ささげるはずが、複数の神様の対象になったということか。

　共有という言葉は、あまりいい印象を受けなかった。しかし複数の神からの加護を受けられるというのは、人間にとってもありがたいことなのかもしれない。

　けれど藤は喜べなかった。大神だけのものでいたいと思う。

「ただし共有するには、そなたは狼おおかみ臭すぎるのじゃ。大神塚守村の生まれ育ちでないくせに、なぜそんなに芯しんから染み付いておる？」

　聞かれてもよく分からない。

　オコジョは嫌いやがっているが、藤は狼臭いと言われると嬉うれしかった。

　大神から香かおるあの独特の匂においが、自分からも香っているとしたら、彼だけのものでいられるのではないかと期待が膨ふくらむ。

「そなたが生まれる前に加護をやったのか？……いや、その頃ころのあやつはまだ眠ねむっておったはず……そなた、齢よわいはいくつだ？」

「二十三歳です。もうすぐ四になります」

「ふぅむ、ならばそなたが生まれて三年ほど経たっておったな」

「……あの、眠っていた、というのはどういう意味ですか？」

　永い眠りに就つきかけていたと、さっき交かわされていた言葉が気にかかっている。

　大神は話題にしたくなさそうにしていたが。

「消えかかっておったのじゃ」

　さらり、と告げられた真実は、あまりにも衝しよう撃げき的すぎる。

「神という存在はな、人間の信しん仰こう心なくしては在り続けられぬのだ。だから多くの神は社に納まる道を選ぶ。なぜなら人間の目に見える形でなければ、信仰心を集め続けるのが難しいからじゃ。信仰心──精気を人間から得られなくなった神がどうなるか、分かるか？　眠りに就くのじゃ。まどろむように眠りに落ちて、永い眠りにいざなわれ、やがて意識が溶とけていく。意識が溶ければ存在は消える。つまり、消しよう滅めつじゃ」

　ゾッとした。

　大神が眠っていたというのは──消滅しかかっていたという意味だったのか。

　恐おそろしくて鳥とり肌はだが立つ。大神がこの世からいなくなるなんて、考えてもみなかった。

　藤は自分の寿じゆ命みようが尽つきた後や、生まれる前に大神が他ほかの人間と過ごした時のことばかりを考えて、勝手にせつなくなっていた。

　神様が消えるだなんて、ありえないことだと思っていたから。

　しかしオコジョの話からすると、大神と出で逢あえたことは奇き跡せきなのかもしれない。

　起きてくれた大神に感謝した。そして大神が起きるきっかけとなった何かには、心の底からお礼を言いたい。

　──ロウさんを救ってくれてありがとうございます……！

　今まで生きてきた中で、これほど深く感謝したことはないかもしれない。

　──もしかして、じいちゃんが何かしてくれたのかな？

　大神塚守である祖父が、もっとも可能性を秘ひめていると思った。年に一度の祭りが中止になり、村人も滅めつ多たに大神塚まで行かないとなると、それ以外に思いつかない。

「永い眠りに就きかけていた神が何かの拍ひよう子しに起きることはそう珍めずらしくないが、だいたいが再び眠ってしまうものじゃ。ところがあやつめ、存在を強めたどころか、藤のような人間まで育成しておる」

「育成ですか」

「その芯からの狼臭さは、どう考えても幼い頃からの種まき植え付けが必要じゃ。そなた、幼い頃にあやつに育てられたりしておらぬか？」

「まさか」

　即そく座ざに否定したが、脳のう裏りの片かた隅すみに何かが引っかかった。

　──なんだろう、この感じ……つい最近にもこんな違い和わ感かんを覚えた気がする。

「そうじゃな、二～三日の神かみ隠かくしならまだしも、あの犬が人間を育てるなど神界びっくりニュースじゃわ。ならば神域の米や水を常に体内に摂とり入れておったか」

「あ、それはあります。お米は祖父が作ったものだし、水は時々祖母が送ってくれていました」

「一日三食、三百六十五日か？」

「いえ、そこまでは」

　藤の両親は共働きで多た忙ぼうなため、一人息子むすこの藤はひとりで食事をすることが多かった。米は常に祖父が作ったものだが、毎食米を食べていたわけではない。

「うーむ、分からん。まあ、しばらくすれば狼臭さも抜けるじゃろう」

「あの、……抜かなければいけないものですか？」

　尋たずねると、オコジョは不思議そうに小首を傾かしげる。

「抜かねば臭におうて他の神々がそなたの精気を美味うまく喰くらえぬわ。私もな」

「……大神様だけの、専属の糧かてになることはできないでしょうか？」

「なんと！」

　空気が震ふるえた気がした。藤を運んでいる無数のオコジョたちが、ざわめいている。

「そなたがそう頼たのんだのか？　大神の乱心はそなたのせいか？」

「いえ、そういうわけじゃないんですが……乱心というのは、大神様がおれを、他の神様にやらないと言ったことですよね？　そんなに神様たちの常識に外れたことなんですか？」

「『独どく占せん』はもっとも下等な行こう為いよ。ありえぬ。共有を拒こばむなど、神ではないわ」

　きっぱりとしていた。それほど厳しいルールなのか。

「……決まりを破ったら、どうなるんですか？」

「決まりではない。自然じゃ。そもそも神には独占という概念自体がない。神域も複数の神で重なっていることが多い。大神は土着の神ゆえ広こう範はん囲いに跨またがっているが、その中には複数の神社があるだろう。そこに祀まつられておる神も在る。時代によっても移り変わる」

　次元がまったく違う話だと思った。すべてのものが、神々たちの共有財産ということなのだろうか。いや、財産という考え自体がないのかもしれない。神たちが必要としているのは、自身が存在し続けるための糧であり、その確証としての社だけなのか。

「……でも、『お嫁よめさん』は、どうするんですか？　他の神様は手出しできないと聞きました」

「あれは結果論じゃ。人里を離はなれて生きてゆくための慈じ悲ひを与あたえると、結果として他の神は喰らえんほど匂いが染しみ付くということじゃ。どこかのとちくるった馬ば鹿か犬のように、手出しをさせないために慈悲を与えるなど、聞いたこともないわ。下等にもほどがある」

　吐はき捨てるオコジョからは、嫌けん悪お感かんが滲にじんでいた。それほどに、独どく占せん欲よくというものは神の世界では蔑さげすまれる感情なのかと、不思議に思った。

　人間にとっては、あまりにもありふれた感情なのに。

　藤だって大神が自分以外の人を好きだったりしたら、嫌だと思うし。

　──え？

　自分の思考に、藤は戸惑った。

　──そんな……ロウさんは神様だよ？

　どんなに独り占じめしたいと願っても、大神は藤のものにはならない。神様なのだから。独占欲を持つこと自体、罰ばち当あたりだろう。

　そう考えたら、胸が苦しくて……呼吸さえできなくなるほどに、せつなくなる。

　今、離れていることが不安で、会いたくなる。

　会いたくて、会いたくて……たまらなくなる。

　──なんで？　こんな気持ち、おかしい。

　藤は狼ろう狽ばいした。この感情が生じる先を、突つき詰つめて考えてはいけないような予感がした。

　漠ばく然ぜんとした危機感が藤の思考を中断させる。

「さぁて、藤。私の社へ着いたぞ」

　オコジョがトンッと藤の腕うでから飛び上がった。そして次の瞬しゆん間かん、ドライアイスのようなもくもくとした煙けむりが弾はじけるや否いなや、視界を覆おおいつくすほどの巨きよ大だいなふかふかの壁かべが現れる。

　それは、十メートルは下らない巨大サイズのオコジョだった。

「なんでそんなに大きく……!?」

「己おのれの神域を出ると精気の減りが激しいのじゃ。だから小型化して消しよう耗もうを防ぐ。神の世界のセオリーじゃ」

　大神がここに来たら、子犬のようなチビ狼おおかみになるのだろうか。銀色の毛並みのチビ狼は、きっと悶もん絶ぜつものの愛らしさだろう。こんな状じよう況きようだというのにときめいてしまった。

　チビ狼に、早く会いたい。けれど……大神は迎むかえに来てくれるだろうか。

　不安だけが藤を包み込んだ。
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　オコジョの社はとても立派で、参拝者の絶えない賑にぎやかな界かい隈わいだった。

　山の中腹にありながら、愛の行動を司つかさどる『致いたし神』の神社として、縁えん結むすびのパワースポットで有名らしい。狛鼬いたちを紹しよう介かいするテレビ番組でそのようなことを言っていたが、実際に目にすると、神かみ頼だのみに来る人間が現在でもこんなにいるのかと驚おどろかされた。

　藤にとって神社は、初はつ詣もうでや夏祭りの夜店に訪おとずれるくらいの場所だった。大神塚守の務めを尊敬していることで、神様という存在については信じていたが、祖母が眠ねむっているのは寺にある墓だし、クリスマスには友だちとパーティーをしてみたりもするし、日本人の多くがそうであるように、無宗教と言ってもいい感覚で生きていた。

　だからいくら有名な神社でも、祭りでもない日にこれほどの参拝者があるなんて、想像もしていなかった。

　──消えたくないなら社を建てさせろって言ったオコジョさんの気持ち、ちょっと分かったかも……。

　もちろん、神社にさえすれば人が集まるわけではない。朽くちていく神社が多くあることも知っている。けれどこうして、自分の社に多くの参拝者が訪れて精気を摂れる立場のオコジョが、消えかかっている隣となりの神域の神に口出ししたくなるのは当然かもしれないと思った。

　縄なわ張ばり争いなどではなかったのだ。むしろ、悪友を救いたいという一心だったのかもしれない。

　藤の家に乗り込んできたのも、こうして攫さらったのも、そこに動機があるのだと思ったら、オコジョのことは嫌きらいになれなかった。ただでさえ愛らしい姿をしているのだから、好意さえ抱いだいてしまう。

　オコジョの藤に対する丁てい寧ねいな扱あつかいも、そう思える理由の一つだろう。

　社に連れてこられた藤は、ありえないほどの好こう待たい遇ぐうを受けている。優やさしい檜ひのきの香かおりに満ちた真新しい社の中で、豪ごう華かな食事と、もふもふパラダイスを与えられているのだ。

　通常はイタチ姿の眷けん属ぞくたちを、オコジョは冬毛のオコジョのまま放っていた。致し神自身がその姿を気に入ったと言っていたからだと思いきや。

「藤は、もふもふフェチとやらなのだろう？　噂うわさは聞いておる。我が子らをすべてもふもふ仕様にしておいたぞ。存分に楽しめばいいのじゃ。神々の世界は楽しいぞ」

　という、まさかの藤に対するサービスだった。オコジョ自身も、自分の神域では巨大サイズにも人ひと形がたにもなれるのに、藤と話をしやすいからと体長二メートルほどの冬毛オコジョの姿をしてくれている。

　藤に与えられた衣服は、衣きぬ褌ばかまという神話に出てくる姿に決められているが、前開きの上衣とズボンに分かれていて意外と動きやすいものだ。紐ひもをリボン結びにして留めるのが、二十三歳の男には少し可愛かわいすぎる気がするが。

　オコジョの神社の境けい内だいからは出られないが、その中であれば行動は自由だ。散歩することも許されている。

　しかし、人間の眼めに、藤の姿は映っていないという。

　藤から見ると、普ふ通つうに自分も雑ざつ踏とうの中にいる感覚なのだが、いざ人と触ふれそうになると、テレポートでもしたように意識が飛ぶ。幽ゆう霊れいみたいにすり抜ぬけてしまうというより、次元が違ちがうことを見せつけられるという感じだった。

　現実世界では、藤の不在にそろそろ気づかれているのではないだろうかと心配になった。毎日欠かさず顔を出していた祖父の病院や、週に三日のアルバイト先は、少なくとも異変に気づいているはずだ。その時、人々は大神に疑問の目を向けるのではないだろうか。

　大神はあの家で、ひとりでいるのだろうか。それとも藤を迎えに来ようとしてくれている？

　しかし、オコジョに不安を訴うつたえると。

「私がそのようなヘマをすると思うか？　藤は今、神かみ隠かくし中じゃ」

　というよく分からない返事をもらってしまった。

　そして祖父の言葉を思い出す。『聖域には絶対に入るな。神隠しに遭あうぞ』と。

「それは、ますます騒さわぎになっているのでは……」

「まだまだじゃな、藤。よいか、神隠しだと人間に悟さとられるような神隠しは、ただの失敗じゃ。本当の神隠しというのはな、元いた世界の人間たちから完かん璧ぺきに隠してみせることよ。たとえ戸こ籍せきという人間界の書類が残っておろうが、誰だれもそのことに気づかない……そういう状態のことじゃ」

「忘れ去られるっていうことですか……？」

　藤は微かすかに震ふるえた。不意に、あの嵐あらしの日のことを思い出す。進んでも戻もどっても渓けい谷こくに挟はさまれた山道で、背後から闇やみが迫せまってくる感覚。この世に自分ひとりではないかと感じてしまった、あの怯おびえ。

　忘れられるということは、誰とも繫つながっていないということ。それは恐おそろしいことだと、藤は深層心理に刻まれているような気がした。それくらい怖こわかった。

　けれど不思議なことに、あの日に感じたほどの恐きよう怖ふは襲おそってこない。

　目の前にオコジョがいるからだろうか。人間でなくても、自分以外の存在があるならそれでいい？……いや、違う気がした。

　──ロウさんは、おれのこと絶対に忘れたりしない。

　たとえ精気を摂とるための生いけ贄にえだとしても──生贄だからこそ、藤を決して忘れたりしない。

　そのことを知っている今の藤にとって、この瞬間も、大神とは確実に繫がっているのだ。完全な孤こ独どくになどなり得ない。

　そう自覚してしまった途と端たん、藤はもう、ただただ大神に会いたくてたまらなくなった。

　なぜ、自分は今、大神の傍そばにいられないのだろう。本当は傍にいるはずなのに。

　どうして、離れていなければならないのだろう。

　大神の顔が見たい。狼姿でも人形でも、あの美しい銀色の髪かみと紺こん藍あい色いろの眸ひとみを見つめ、匂においを感じられるくらい近くに寄り添そい、その温かな体を抱だきしめたい。──ただ、ただ、恋こいしい。

　──……恋しい？

　ドキッとした。

　それはあまりにも、常に藤の胸に根付いていた感情と、近しい言葉のような気がした。

　──え？　噓うそだろ……？　こ、恋しいって……！

　自分で、自分の思考にうろたえる。

　けれど彼のことを愛いとしいと何度も感じたことを、今になって思い出す。そのたびに敬愛だと、そうに違いないと自分の感情を整理しようとしてきたけれど……藤の想おもいは、ごまかされてくれなかったということなのか。

　──まさか、これが……恋なのか？

　こんなにせつなくて、苦しくて、どうしようもないものが？

　会いたくて、傍にいたくて、それが叶かなわないことがつらくてたまらないこの気持ちが？

　認めたくないと藤は思った。しかしそう考えたことこそが、この感情が恋であることの裏づけになると気づいてしまった。

　認めたくないのは、報むくわれる想いではないと初めから分かっているからだ。

　大神は神様で、藤はただの生贄で──そこに恋れん愛あい感情は介かい在ざいしない。一生、藤の片想いだ。

　──ああ、だから……認めたくなかったのか……。

　どんなに欲しくても、欲しくても、決して大神は自分のものにはならないと知っていたから。

　認めてしまったら、今以上に苦しくなるだけだと本能で気づいていたから、無意識のうちに思考をセーブしていたに違いない。

　けれど、今、藤は気づいてしまった。

　大神に、恋をしていることに。

　──おれ、ロウさんのこと、好きだったんだ……。

　心の中で呟つぶやいた瞬しゆん間かん、胸が搔かき毟むしられるような苦しみを覚える。

　うまく呼吸ができなくて、藤は喘あえいだ。どうしよう、とパニックになる。

　まさか神様に恋をしてしまうなんて思ってもみなかった。

　これからどうしたらいいのだろう、大神の顔をどうやって見たらいいのだろう、と混乱して……やがて気づいた。

　どうにもならないのではないかと。

　神様と生贄という関係、恋は決して実らないという当然の事実。それは藤が自分の恋心を認める前も認めた後も、なんら変わりない。

　藤にできるのは、ただ受け入れることだけだった。ありのままを。

　そう気づいたら、乱れていた心が少しずつ凪ないでいく。

　──おれ、ロウさんの望みを、叶えたいな。

　藤を花はな嫁よめとし、大神だけに精気を提供し続ける存在にしたいという、彼の願いを。

　誰かの役に立てなくても、誰かに迷めい惑わくをかけて疎うとまれたとしても、ただ大神が求めてくれただけで、自分は生きていていい人間なのだと思える気がした。家族や友人、大切な人たちにこのまま忘れられたとしても……淋さびしいことには変わりないが、それでも、生きていけると思った。生きたいと思った。大神の傍で。

「おお？　そなた、なぜ今ここで狼おおかみ臭くささが強くなるのじゃ？」

　オコジョが顔をしかめる。

　言われている意味が分からず、藤は自分の腕うでや肩かたをくんくん嗅かいでみたが、オコジョの言う狼臭さというものがまったく嗅ぎ取れない。

「人間には分からぬわ。そなた、まさか……既すでに慈じ悲ひを受けていたのではあるまいな？」

「慈悲？　加護のことですか？」

「そのようにとぼけたことを申すということは、答えは明白じゃな。そうじゃ、慈悲を受けて結界を張られてしもうては、そなたを攫さろうてこれているはずがない」

　──あっ、慈悲って……せ、精を受けるって言ってたやつか。

　つまり性せい行こう為いの、挿そう入にゆうと中出しのこと。ようやく理解した藤は、真っ赤になった。確かに未み遂すいではあるが、まさにそれを行おうとしていた時に攫われてしまったのだ。

「うむぅ？　また狼臭さが強おなった。変じゃ。何を隠しておるのじゃ。白状せい」

　ぐいぐい迫ってこられて、藤はあとずさる。

「何も隠してません。その強くなるという状態も分からないんです」

「そなたのような事例は初めてじゃ。ふぅむ、興味深い」

　オコジョは後ろ足で立ち、藤より高い身長でさらに迫ってくる。迫られては後ずさり、迫られては後ずさりを繰くり返しているうちに、壁かべ際ぎわに追いやられてしまう。

　オコジョの鼻がひくひく動き、藤の匂いを嗅いでくる。衣服越ごしに吐と息いきを浴びてしまうほどの接近だ。

「あの、オコジョさん、近いです」

「そなた、先ほど何を考えておった？」

　つぶらな黒い瞳ひとみに見つめられ、ドキッとした。大神との性交未遂の件を、見み透すかされたような気がして。

「……と、特に、特別なことは……」

「あの犬のことを考えておったのではないのか？」

　ズイッと顔を寄せてこられ、至近距きよ離りにまっしろふかふかな冬毛オコジョの顔が迫る。それなのに藤は、もふもふしたいとよだれを垂らすどころか、視線を逸そらしていた。

「ええと、ロウさ……大神様のことなら、はい。でもっ、そんな特別なことは」

「ふぅむ……なるほど、やはりな。そなたの狼臭さは、感情によって増減しておるようじゃ」

「えっ、感情ですか？」

　まさか、大神に恋をしていることがバレてしまったのか。藤は狼ろう狽ばいした。そして気持ちを隠そうと必死になる。

「おっ。急に減りおった。犬に愛あい想そが尽つきたのか？」

　恋心を抑おさえ込もうと意識しただけで、効果が現れたらしい。それは逆に言えば、気を抜ぬくと藤の気持ちがダダ漏もれだということではないだろうか。

　それは困る。誰だれよりも大神自身に知られるわけにいかない。片想いをされているなんて気づいたら、きっと彼を煩わずらわせてしまう。

「その匂いって、神様なら誰でも嗅ぎ取れるものなんですか？……その、たとえば、オコジョさんの匂いはオコジョさん自身も？」

「さて、それは考えたことがなかったのぅ」

　オコジョは首を傾かしげ、考え込んでしまった。これは予想外だ。臭い臭いと言うから、人間には嗅ぎ取れないというその匂いに、神様たちはこだわっているのだろうと思ったのに。

　オコジョには、これまで嫁よめにしようとした人間がいなかったのだろうか。それとも、人間の各家庭にあるそれぞれの匂いに、そこの住人は気づきにくいというような感覚か。

「興味深いことじゃ。試ためしてみよう」

　名案だ、とでも言わんばかりに、オコジョは大きく頷うなずくと、突とつ然ぜん姿を変え始めた。

　まっしろな毛に覆おおわれていた顔から次し第だいに滑なめらかな肌はだが現れてくる。ＣＧ作品を見ているように、違い和わ感かんなく変化していく。金色の長い髪かみに、男らしくも上品な顔立ちの──人ひと形がたになった。

　大神の時と同様に、それは美しい変化だった。ただ、人形から獣けものに変わった大神とは逆に、獣から人形への変化だったからか、藤はそれほど驚おどろいたり見み惚とれたりしなかった。

　人形のオコジョを初めて見たという意味での驚きはあるけれど。

「オコジョさん、きれいな人だったんですね」

「そうじゃろう、そうじゃろう、もっと褒ほめろ。私のこの金の髪は、氏うじ子こが社に納めた金を糧かてにしておる。金はいいぞ、煌きらびやかで、何より朽くちぬ。永遠の美しさじゃ。もっとも私にふさわしい」

　ふふふ……と自じ慢まんげに髪を梳すくオコジョに、大神が言っていた「こいつはチヤホヤされるのが何よりも好き」という悪態はあながち間ま違ちがっていなかったのだなと思う。

「近ちこう寄れ、藤」

　澄すんだ空のような青い瞳に、見つめられた。

「私の匂においをつけてやるぞ」

「は？」

「試してみると言うただろう。なぁに、すぐに消える程度の匂いじゃ。私の唾だ液えきを飲むか？　それとも精を浴びてみるか？」

「……は？」

　思考が停止して、間の抜けた声しか出せない藤に、オコジョは高らかに笑ってみせた。

「あれじゃ。人の世で言うでぃーぷきすか、ガンシャじゃ」

「は!?」

　音程が微び妙みように変だが、一つ目がディープキスだとしたら、二つ目はおそらく……顔射だろう。いわゆる、精液を顔にかけるという……。

「無理です！」

　理解した瞬間、藤は即そく座ざに叫さけんでいた。

　当たり前だ。どう考えても無理だ。

　好きでもない相手の唾液なんて気持ち悪くて飲めないし、精液を……神様のそれは液状なのかどうか知らないが、そんなものをかけられるなんて想像しただけで嫌けん悪おを覚える。

　そして藤は、大神とのくちづけに初めから酔よいしれていた自分を思い出し、今さら恥はずかしくなった。あの時点でもまだ恋こいだと認めずにいられた自分が、ひどく強ごう情じように感じる。

「案ずるな。何も、他ほかの神々を出し抜こうとしているわけではない。そのような下等な行こう為いをするはずがなかろう、この私が」

「いえ、そういうことを心配してるんじゃありません」

「では何が問題じゃ」

　檜ひのきの壁かべに背中を預け、ずりずりと横に移動しながら逃にげようとするが、オコジョは遠えん慮りよなく迫せまってくる。そして、トンッと壁に両手を当てて、藤を囲ってしまった。

「藤」

　覆いかぶさってくるオコジョに、藤は焦あせった。しかし大神の時のように、体が震ふるえたり硬こう直ちよくしたりはしなかった。

　オコジョの瞳には、熱がないから。真しん剣けんだし、興味を持っていることが分かる輝かがやきがあるが、藤が吞のみ込まれてしまいそうな感情の昂たかぶりというものがまったくなかった。

　藤を欲ほつしているわけではないのだと、如によ実じつに伝わってくる。

　実験なんかで触ふれられたくないと、強く思った。この身は大神に捧ささげると約束したものなのだから。

「──ロウさん！」

　ぎゅっと目を瞑つむり、『助けて！』と心の中で叫ぶ。真っ暗な闇やみの中に、あの銀色の狼おおかみの姿を探しながら。

　すると耳元で、しゃりん……と美しい音がした。

「ふじ！」

「……っ!?」

　声が。──大神の声が聞こえた。

　幻げん聴ちようかと思った。会いたいと願いすぎて、幻まぼろしの声を作りだしてしまったのではないかと。

　しかしオコジョの肩の向こうの、何もなかった空間を切り裂さくように、銀色のまばゆい光が弾はじけるのを見た。

　まぶしくて、目を開けていられない。

　それでも藤は、眇すがめた瞳に狼の姿を捉とらえた。いつもの、美しい銀色の狼。

「ロウさん！」

　オコジョを押しのけて、駆かけ寄ろうとする。けれどいつの間にか周りに眷けん属ぞくのオコジョたちがいて、藤の進路を遮さえぎってしまう。足を前に出せば小さなオコジョを踏ふむと分かっていて、強引に進める藤ではなかった。

「そなた、そのような姿で私の神域に入り込むとは、正気か!?」

　驚きよう愕がくするオコジョに、大神は無言で跳とびかかる。

　その瞬しゆん間かん、オコジョは人形から巨きよ大だいな獣の姿に変化した。体長十メートルはあろうかという、オコジョ本来の姿に、大神などひとたまりもないと思った。ところが大神も、オコジョのサイズに合わせるように巨大化したのだ。

　そのことに驚いたのは、藤だけではなかった。

「消しよう滅めつする気か!?」

　オコジョの口から飛び出した不ふ穏おんな言葉に、神たちのセオリーを思い出す。自分の神域を出ると精気の減りが激しいと。だから小型化して消しよう耗もうを防ぐのだと。それなのに、大神がしていることは真逆ではないか。

「ロウさん！　やめて！　小さくなってください！」

　訴うつたえたが、一いち瞥べつもくれない。グルルル……と地鳴りのような唸うなり声を上げて、オコジョと取っ組み合いになる。

　ものすごい風に晒さらされた。社の屋根が吹ふき飛び、壁が崩くずれる。美しかった神社が壊こわれていく。山の木々が激しく枝を揺ゆらし、空には暗雲がみるみるうちに育っていった。

　これが、神々の闘たたかいなのか。

　呼吸も困難になるほどの風に、藤は腕うでで顔をガードしながら必死に二人を見守る。足元のオコジョたちが、一いつ匹ぴき、また一匹と風に飛ばされていく。藤は思わず飛びそうになった小さなオコジョを摑つかみ、自分の服に摑まらせた。可能な限り、そうして助けるが、追いつかない。

　ガウッ！　と狼が吠ほえる。鋭するどい牙きばでオコジョの白い腹を嚙かもうとする。牙が突つき刺ささる直前に身を翻ひるがえしたオコジョは、後ろ足で立つと、水に飛び込むような体勢で狼に突とつ進しんした。

「……っ！」

　狼が飛ばされる。オコジョとこんがらがるようにして、山やま肌はだへと突っ込んだ。

　ドーン！　と雷かみなりが落ちたような激しい地鳴りと地じ響ひびき。そして巨大な二頭の獣の姿が視界から消えた。暴風が止やみ、一いつ瞬しゆんにして静けさに包まれる。まさか消滅してしまったのではと、背筋が凍こおった。しかし少しの沈ちん黙もくの後、元の大きさに戻もどった二匹ひきがゆっくり立ち上がるのが遠目に確かく認にんできた。

　一いつ旦たんは安あん堵どした藤だが、大きなダメージを受けてなお威い嚇かくし合う彼らに、このままでは危険だと直感する。

「ロウさん！　オコジョさん！　もうやめて！──消えないで……！」

　藤は駆け出していた。飛ばされまいと藤にしがみついていた小さなオコジョたちも、進路を塞ふさいでいたオコジョたちも、今回は一匹たりとも妨ぼう害がいしてこなかった。むしろ道を開けられている気がする。

　近づくと、大神とオコジョは想像以上に傷つけ合っていることが分かった。

　あんなにふかふかで真っ白だったオコジョの毛は、見る影かげもないほどドロドロに乱れ、大神の美しい銀色の毛並みも艶つやを失い、ともすれば鈍にび色いろに見えてしまうほど精せい彩さいを欠いている。

　おそらく大神は立っているのもやっとの状態だろう。それでも眸ひとみは鋭く、闘とう志しを燃やし続けている。

　ただ、藤を取り返すために。

　神様たちのセオリーを無視してその身を危険に晒してまで、こうして迎むかえに来てくれたことに、嬉うれしさやせつなさや彼の身を案じる気持ちやさまざまな感情が一気に押し寄せてきて、藤の胸は震えた。ただ感動するだけでなく、今度は自分が、大神を守りたいと強く思った。

「オコジョさん！　お願いです、ロウさんをこれ以上傷つけないでください！」

　二人の間に割って入った藤は、両手を広げて大神を背中に隠かくす。神々の闘いに割り込むなんて、恐おそれ多いことをしているのかもしれない。緊きん張ちようで心臓がバクバクしていた。　>>>♥

「……ふじ」

　呆ぼう然ぜんと大神が呼ぶ。そして背後に浅い吐と息いきを感じた途と端たん、藤の中に勇気が湧わいてくる。

　大神は絶対に、自分が守る。

　自分のこの生命がある限り、もう誰だれからも傷つけさせないし、絶対に消滅させたりしない。

　大それた行動に出た藤に、オコジョは厳しい表情をしていた。憎にくまれているのではと恐れるほど、苛か烈れつなまなざしで睨にらまれる。

「致いたし神よ、ふじに手出しはするな」

　ズイッと大神が藤の前に回りこんできて、オコジョの視線から匿かくまった。

　鈍にぶい銀色の毛並みが藤の視界を覆おおう。こんなに間近にあるのに顔を埋うずめたいなんて微み塵じんも思わなかった。ただ、ただ、愛いとしくて、守りたかった。

「ロウさん、下がっててください。そんな体で無理です」

　大神を押しのけるようにして、藤はまた前に出る。しかしするりと身を躱かわされて、また大神が前に出てしまう。

「阿あ呆ほうが。おまえこそ人の身の分際で、無む茶ちやをするでない」

「分際って！」

　そんな蔑さげすんだ言い方をされるのは初めてで、藤はショックを受けたのだが。

「そうであろう！　おまえにはまだ慈じ悲ひを与あたえておらんのだ。普ふ通つうの人間だ。老い以外の理由で簡単に命を落としてしまうのだ。無茶をするな！　その身を危険に晒すな！　おまえの生命が尽つきた時は、俺が消滅する時であるということを覚えておけ！」

「……え？」

　意味が分からない。

「──どういうことだ？」

　藤と同じように、オコジョも反応する。

　大神は堂々と、オコジョに向き合った。

「ふじがいなければ、俺はとうに消滅している。幼いふじが、永い眠ねむりに就つきかけていた俺を起こしたのだ」

「えっ!?」

　信じられない言葉に、大神をまじまじと見つめる。しかし大神の視線はオコジョに据すえられたままだ。藤を振ふり返りもしない。

「ならば俺は、ふじの一生に付き合おうと決めた。ふじの生命が終わりを迎えた時が、俺が再び永い眠りに就く時だ」

「ふざけたことを抜ぬかすな！」

　オコジョが吠えた。ゴオッと嵐あらしのような突とつ風ぷうが襲おそってくる。

　その瞬間、大神が藤を包み込んだ。藤の体をくるりと巻くように、突風からも、嵐からも、あらゆる禍わざわいからも守るように、大神は体を張って藤をくるんだ。

　ふかふかでさらさらの毛並みと、温かな体温に、藤は戦せん慄りつした。

　──もっふり……！

　雷に打たれたような衝しよう撃げきが走る。

　見つけた。これだ。この感かん触しよくだ。この感覚を、ずっと追い求めていた──。

「ロ、ロウさん……？」

　声が震ふるえる。自分を包み込んでくれている大神に、藤は震える腕を伸のばして、抱だきついていた。

「放せ、ふじ。抱きつかれていては、おまえを守れぬ」

　きっぱりとした口調。まだオコジョと闘うつもりなのだと、この声には表れている。

「いやです、放しません」

　大神を抱だき締しめた感触に、藤は確信した。

　自分はこの感触を知っている。だから、どんなにふかふかで、もふもふしたものに顔を埋めても、何か違ちがうと違い和わ感かんを覚え続けたのだ。

　思い出すことさえできない古い記き憶おくの中にあるその感覚が恋こいしくて、恋しくて……。

「おれがロウさんを起こしたって、どういうことですか？」

「その話は後だ」

「そうはさせぬ。私にも聞かせろ」

　苛いら立だたしげにオコジョは言うが、大神のことが心配なのだと伝わってくる。

「なぜ、おまえにまで聞かせてやらねばならぬ」

「そなたの身を案じておるのだろう！」

「余計な世話だ」

　突っぱねる大神に、藤は不安を感じた。このままでは、神様の世界で孤こ立りつしてしまうのではないかと。

　オコジョは確かに藤を攫さらったし、大神の行動に対して肯こう定てい的ではない。けれど、なぜ大神が目覚めたのか気にしていたし、永い眠りに就いてしまわないように苦言を呈ていしていたのを、藤はもう知っている。大神を傷つけるなら藤もオコジョに立ち向かうが、すべての行いが大神を想おもってのことなら、敵視する必要はどこにもない。

「ロウさんが困る話でないなら、オコジョさんにも聞いてもらいませんか？　おれ、オコジョさんはロウさんの大事な友だちじゃないかと思うんです。おれだったら、友だちがいなくなってしまうかもしれないと思ったら、心配でたまりません」

「……ふじ？　攫われて怖こわい思いをさせられたというのに、致し神を庇かばうのか？」

「怖くはなかったです。びっくりしたし、不安を感じなかったと言ったら噓うそになるけど、オコジョさんは常にロウさんのことを心配してました。だからおれ、ロウさんに友だちを失ってほしくないです」

　驚おどろいたように藤を見て、大神は居住まいを正した。藤を庇いつつも、強固に守ろうという頑かたくなさが和やわらぐ。

「べっ、別に、そなたのことなど常に心配しておったわけではないわ。ただ神として理解できぬ行動ばかり取りおるから、乱心を鎮しずめてやろうと思っただけじゃ」

　オコジョはツンと顔を背そむけるが、先ほどまでの攻こう撃げき的な感情は感じられなくなった。

　そんなオコジョに、大神は小さく溜ため息いきをつく。観念した、という雰ふん囲い気きだった。

「……ふじが、三つの頃ころのことだ」

　ゆっくりと話し始めた大神に、思わず藤とオコジョは目を見み交かわした。

　三歳。それはまさしくオコジョとの会話で浮ふ上じようした、大神が目覚めた時期と重なる。

「俺が眠りに就いてから、五十年近くが経たっておっただろう。まどろみの中で、神域が次し第だいに俺の加護の力を失って、曖あい昧まいになっていくのを感じておった。そんな時、幼いふじが大神塚の奥の聖域に迷い込んだのだ。清太郎の真似まねをして、塚の世話をしに一人で来た帰りに、道に迷ったらしい」

「えっ、でも、石の道みち標しるべが埋め込まれてるから、迷いようがないですよね……？」

「その一件の後で、清太郎が埋めたのだ」

　あれほどの長い距きよ離りに石を一人で埋めたのか、という驚きが真っ先に生じた。祖父の家から大神塚までは、片道三十分ほどもある山道なのに。

「天候が急に悪化して、ふじは遭そう難なんした。村では、ふじがいないことに気づいた村人たちが捜そう索さく隊を結成し、嵐にもかかわらず歩き回っておった。俺は意識の端はしでその状じよう況きようを捉とらえ、ああ、気の毒だな……と、だがこれも自然の一部ゆえ、俺にはどうすることもできぬ……と薄うすれる意識の中で傍ぼう観かんしておった。ところが──ふじが、俺を呼んだのだ」

　チカッと、藤の記憶の奥底に眠っていたカケラが、光を当てられたように瞬またたく。

　何かを思い出しそうな気がした。もどかしくて、胸が騒さわぐ。

「『おおかみさま、たすけて』──ふじが聖域で、俺の存在を心から信じ、心の底から叫さけんだ時、神域の山々がふじに共鳴したのだ。地も、木々も、水も、空気も……ここに『神』が存在していたことを思い出したように、共鳴した。ほんの小さな、ちっぽけな一人の子どもが投げた波は紋もんは、瞬く間に増ぞう幅ふくし、村人たちにも影えい響きようを及およぼした。彼らの中に存在していた『大神』を信じる心のカケラが、神域内の共鳴によって急激に育てられた。そうして神域には精気が満ち溢あふれ……俺は、揺ゆり起こされたのだ」

　まさかそんなことがあったなんて、にわかには信じられない。何よりも、そんな幼い自分ごときが、それほど大きな力を集めるきっかけになったなんて、理由が分からなかった。

「なぜ藤にそのようなことができる？　塚守の血筋とはいえ、眠っておったそなたには、藤が生まれる前に加護を与えることもできなかっただろうに」

「清太郎の尽じん力りよくだ」

「塚守の当主か」

「ああ、ふじの祖父にあたる」

　──じいちゃんが、やっぱり何かしてくれてたんだ……！

　そうかもしれないと、何度か思ったことがあった。けれど具体的なことが思い浮うかばずに、予測が追いついていなかったのだが。

「清太郎は、ふじの父にも、身重だったふじの母親にも、聖域の湧わき水を飲ませておった」

「……え!?　でも、聖域に入れるのは年に一度のお祭りの時だけですよね？　それで、お祭りはもう七十年以上行われてないって……」

「村では行われなくなった。だが、清太郎はただ一人で、毎年必ず行っておったのだ。清太郎の父もそうしておったのを引き継ついで」

　たった一人で。

　それはあまりにも思いがけない事実で、それからとてつもなく嬉うれしいことだった。

　藤が憧あこがれ続けた『大神塚守』という務めの、憧れの原点がそういった精神にあるのだと思った。

　ただ、信じるということ。

　先祖代々が大切にしてきた神様を、信じて、敬うという気持ち。

　村の多くの人々が信心を失いつつあっても、大神塚守だけは信しん仰こう心を貫つらぬき続けたことが、眠ねむりに就つきかけていた大神を永らえさせていたのではないかと思った。

「ふじの血には、聖域の水が共鳴する。ふじの吐と息いきには、神域の空気が共鳴する。俺を心から信じ、心の底から助けを求めた幼き子どもに、俺は揺り起こされた。ならば消えかかっているその生命を助けるのは道理だろう。俺はすぐさまふじのもとに駆かけつけ、この身で温めた。雨に濡ぬれて体力を奪うばわれ、今にも死にそうなおまえに、神の言葉を施ほどこした。──『死ぬな』と」

　最後の言葉は、藤に向かって告げられた。

　紺こん藍あい色いろの双そう眸ぼうに、荒あら々あらしいくらいの熱と、深い想いを垣かい間ま見みる。

　藤は身み震ぶるいした。大神の想いの丈たけが、洪こう水ずいのように押し寄せてきて。

「犬臭くささが芯しんから染しみ付いておる理由がようやく分かったわ。そなた──藤の『名』に、加護を与あたえたのか……！」

　──『名』に、加護を与える？

　名とは、名前のことか。『塚守藤』というこの名前に、加護が与えられているというのか。

　視線で問いかけると、大神の眸ひとみがせつなげに揺れた。

「藤、死ぬな。藤、死ぬな。藤、ふじ、ふ、じ、……不、死と」

　胸を、鷲わし摑づかみにされる。

　自分を呼ぶ大神の言い方に、不思議なものを感じたことはあった。『藤』という一つの単語ではなく、『ふ』『じ』と二つの音に分かれているようだなと。

　それは大神が、『不』『死』と──死ぬな、と想いを籠こめてくれていたからだというのか。

『ふじ』と呼ぶたび、思い浮かべるたび、不死、不死、と──死ぬな、生きろ、とたった一つの小さな生命に訴うつたえかけているのだとしたら……それはなんてせつない祈いのりにも似た、加護なのだろう。

　大神の想いの切実さに、胸がいっぱいになる。

　そして藤の瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。次から次へと、ほろほろほろほろ零れて頰ほおを伝う。

　大神が好きだ。

　片かた恋こいでいい。一生、恋が叶かなうなんて大それたことは考えていない。

　それでも──この気持ちを伝えたいと思った。

　あなたが好きです、自分の意思でこの生命が尽つきるその日まで傍そばにいたいです、と伝えることが、こんなにも藤の生を欲ほつしてくれた大神への恩返しのような気がした。

「ふじ、なぜ泣くのだ？」

　どこか傷ついたような大神の戸と惑まどいの表情に、藤は泣きながら笑った。

　そして紺こん藍あいの眸をまっすぐに見つめ、口を開く。

「好きだからです」

　信じられないくらいすんなりと、言葉になった。

　そして言葉にした途と端たん、それは何よりも尊い宝物のように、輝かがやきを放ち始める。

「好きです、ロウさんのこと。おれは、ロウさんに、恋をしています。糧かてとしてこの身をあなたに捧ささげると約束したけど、そんな約束は関係ありません。おれは、一生、ロウさんの傍にいたいです。いさせてください。この恋を叶えてほしいなんて厚かましいことは考えていません。ただ、おれがロウさんと一いつ緒しよにいたいと願っていることを知ってほしいだけです」

　言葉にすればするほど、藤は笑え顔がおになった。胸の中が熱くて、幸せな気持ちになる。

　好きだという気持ちを自分で認めて、伝えただけで、こんなにも幸せになれるなんて知らなかった。　>>>♥

「……ふ、じ……？」

　大神はなぜか目を見開き、硬こう直ちよくしている。

　信じられない、とでも言うように。

　常に自信に満ち溢れている大神が、こんな反応をするとは思っていなかった。まさか恋こい心ごころを伝えては迷めい惑わくになるような、神の世界の決まりごとでもあるのだろうかと不安になる。

「……恋、なのか……？」

　不安から口ごもってしまった藤と大神は、見つめ合い、沈ちん黙もくしてしまった。

　するとしばらく後、傍かたわらで見ていたオコジョが盛大な溜息をつく。これ見よがしに、首を振ふってみせて。

「このダダ漏もれの想おもいの種類が区別できぬほど消しよう耗もうしておるのか、大神よ。恋心などいくらでも摂せつ取しゆしたことがあろう。生いけ贄にえとされた娘むすめが、美しく気高い我らに恋をするなどままあること。精気にも恋の味が現われて美味うまくなっておろうに」

「……ふじの精気は、いつでも美味い」

「ごちそうさまというやつだな！　馬ば鹿か馬鹿しい！」

　オコジョが声を荒あららげる。

　怒おこっているというよりは、やっていられないと匙さじを投げられたような雰ふん囲い気きだ。

「藤が恋をするのはともかく、大神の乱心は目にあまりすぎる！　賛成できぬ！　だがこれ以上ここで告白合戦をされるのも迷惑じゃ！」

　オコジョはいきなり巨きよ大だい化し、両手を振り上げて襲おそい掛かかるようなしぐさをした。

　藤は咄とつ嗟さに、大神に覆おおいかぶさるようにして盾たてになる。藤よりも大きな体を完全に隠かくすことはできないが、少しでも大神を守りたかった。

「ふじ、放せ！」

　大神は大神で、藤を守ろうと動きかけたが、力を消耗しすぎた体では既すでに限界だった。

「己おのれの神域へ帰れ！」

　叫ぶや否いなや、藤は背中に衝しよう撃げきを感じる。空気圧のようなものにドンッと押され、それでも大神を放さずにいると、気がついた時には……再びあの不思議な空間に飛ばされていた。

　一面の花畑の中を、無数の小さなオコジョたちが、藤と大神を乗せて走る。

「ロウさん、おれたち、家に連れて帰ってもらえるんでしょうか」

　力いっぱいの抱ほう擁ようを緩ゆるめ、腕うでの中の大神に尋たずねる。しかし返事はなかった。大神は四つ脚あしで立っているのがやっとの状態らしい。藤は少しでも支えになろうと、大神を支え続けた。

　かなりのスピードで進んでいるにもかかわらず、景色は一向に変わらない。改めて見ると、空もなく、何色か認にん識しきできない空間がずっと広がっていた。不思議なことに怖こわさはなく、夢の中にいるような心ここ地ちだ。

　どれくらい走ったのか、突とつ然ぜん、水に飛び込んだ時のような衝撃を潜くぐり抜ぬける。

「わーっ」

　放ほうり出されて、藤は転がった。大神を抱だき締しめていた手が離はなれてしまったが、離れ離ばなれになってしまうことは避さけられた。

　慌あわてて起き上がり、辺りを見み渡わたす。木こ漏もれ日が美しい山の中だ。木々の枝の向こうに青空も見える。現実の世界だ、と藤は感じた。そして大神の聖域だと直感した。空気がまったく違ちがっているのだ。楽に呼吸ができるというか。

　少し高い位置に、まるでカーテンを開いた時のように、花畑の異空間が覗のぞいていた。あそこから藤たちは転がり落ちたらしい。花畑の割れ目は、しゅるしゅると閉まっていくところだった。白い毛の小さなオコジョたちが、藤を励はげますかのようにこちらを見て手やしっぽを振っている。

「……ありがとう！」

　閉じてしまう寸前に、なんとか伝えることができた。

　空間が閉じると、何ごともなかったかのように爽さわやかな山の風景が広がる。

　藤は一息つき、大神を振り返った。

「ロウさん、帰ってきましたね」

　笑顔でそう言った藤の目の前で、大神の体が傾かしいでいく。

「ロウさん！」

　ドサッと大地に倒たおれこんだ大神に、藤は駆け寄った。明るい光の下で見た大神は、あまりにも窶やつれていた。

「しっかりしてください、ロウさん！」

　どれだけ力を消耗したのか、抱きしめると、ゾッとするほど頼たよりない細さになっていた。鈍にぶい銀色の毛並みを、慈いつくしみを籠こめて撫なでる。

「ロウさん、ロウさん……！」

　ぐったりとした大神の頭を膝ひざに乗せ、藤は撫で続けた。

　どうしたら精気を上げられるのだろう。

　空気中に漂ただよう精気を吸収することもできると言っていたから、こうしているだけでも少しは伝えられているだろう。だが、胡ご麻まを一ひと粒つぶずつ与あたえる程度では追いつかない。

「舐なめてください」

　藤は衣きぬ褌ばかまの上衣の前を開き、裸はだかの胸を大神の口元に押しつけた。

　鋭するどい牙きばに指を引っ掛け、口を開かせる。閉じてしまわないように片手でキープしながら、もう片方の手で、だらりと垂れている舌を持ち上げた。動物と接する仕事で何度も経験を重ねてきたことが、ここで活いかせることに感謝した。

「舐めて、ロウさん」

　大神の舌に、自分の胸をこすりつける。予想以上に重労働で、呼吸が苦しい。それでも、一いつ瞬しゆんも休むことなく行こう為いを続けた。

　やがて、持ち上げていた舌が、ピクッと動く。

「……ロウさん!?　気がつきましたか!?」

　身を起こし、大神の顔を覗のぞき込む。閉じた瞼まぶたが、ピクピクと動いた。祈るような気持ちで見守っていると、ゆっくりと……紺こん藍あい色いろの眸ひとみが見えてくる。ぼやけていた焦しよう点てんが合い、藤と視線が絡からんだ。

「ロウさん！　よかった……！」

　抱きしめる。頰ずりすると、もふもふとした感かん触しよくに心がときめいた。藤も少し、落ち着きを取り戻もどしてきたようだ。

「……ふ、じ？」

「はい。ここにいます。二人で、ロウさんの神域に帰ってきましたよ。オコジョさんが送ってくれたんです」

「……そうか」

　安心したように、嘆たん息そくする。

「ものすごく力を消耗してるみたいです。ロウさん、早くおれを舐めてください」

　ズイッと裸の胸を差し出すと、大神は小さく笑った。

　ゆっくり伸のびてきた舌に、藤は自ら胸を当てた。ぺろり、と。意思を持って舌が動いてくれたことに、安あん堵どする。

「たくさん舐めてください」

　精気を摂とって、元気になってもらいたい。その一心で、藤は自らの身を晒さらし続けた。

　弱々しかった舌が、次し第だいに力強くなってくる。緩かん慢まんだった舌の動きも、徐じよ々じよにスピードを上げていった。ぺちゃぺちゃと水音が混ざり始める。それに従って、なぜか藤の呼吸も上がり始めた。

「……んっ、……ロウさん……精気、ちゃんと摂れてますか？……足りそうですか？」

　尋ねたら、唐とう突とつに押し倒された。

　大神が覆いかぶさってくる。藤の胸に顔を埋うずめ、荒あら々あらしいくらいの舌の動きで、夢中になって舐ねぶり始めた。

「ふじ、ふじ、ふじ……」

　名を、呼ばれる。

　祈いのりのような加護を与え続ける、特別な呼び方で。

　自分がこんな状態になってもまだ、そうして加護を与えてくれようとする。

　そう考えたら、胸が張り裂さけそうなほどの愛いとしさを感じた。

「ロウさんが好きです……！」

　想おもいが溢あふれる。もう、言葉にせずにいられない。

　大神がビクッと身を跳はねさせた。

　藤は大神の頰ほおを両手で挟はさみ、自分の方に向けさせた。もふっとした感触も愛しい。それだけではない。大きな口も、鋭い牙も、黒い鼻も、何もかもが愛しくてたまらなかった。

　大神に再会した、あの嵐あらしの日に、食べられると恐おそれたことが今は可笑おかしい。

　いっそ食べられてしまいたいと願った日があったことも、可笑しかった。

　今の藤の願いは、ただ一つ。──一いつ緒しよにいさせてください。それだけだ。

　大神の傍そばにいたい。決して一つに混ざってしまうことのない、二つの存在で、寄り添そっていたい。

「ふじ──それは、恋こいか？」

　視線が絡まる。紺藍色の眸には、恐おそれと期待が、情熱的に入り混じっていた。

　藤は微笑ほほえんだ。なぜか涙なみだが溢れてきて、泣き笑いになってしまったが。

「恋です。おれは、ロウさんに恋をしているんです。……もしも今また『嫁よめになれ』って言われたら、言げん質ちを取ったとばかりに白しろ無む垢くでも着て押しかけちゃいそうなくらい、あなたの傍で生きていきたいんです」

「嫁になれ！」

　藤の言葉を最後まで聞く前に、大神が叫さけんだ。

「だから何度も言っておるだろう！　嫁になれ！　ふじは、俺のものだ。俺以外の誰だれにも触ふれさせぬ！」

　大声で続けた大神に、そこまで元気になったことへの喜びと、言われた内容への困こん惑わくを覚える。

　その言い方だと、まるで、本当の意味での『嫁入り』を望まれているように誤解してしまいそうなのだが。

「……おれが言っているのは、恋の話ですよ？　生いけ贄にえを婉えん曲きよく的に表現した花嫁ではなくて、人間が結けつ婚こんする意味と同じでの『嫁になれ』ですよ？」

「それ以外の何がある。俺がふじに、それ以外の意味で嫁になれなどと言ったことはないだろう」

「……え？」

　混乱した。これまで『嫁になれ』と言われてきた場面が、走そう馬ま灯とうのようにずらずらと流れていく。

　何度も、何度も言われた。

　しかし一度として、人間界での嫁の意味だと言われた覚えがない。

「……ロウさん、おれのこと……好きなんですか？」

「当たり前だろう」

「こ、恋しているんですか？」

「今さら何を言っておる。知らなかったとでも言うつもりか？」

「知らなかったですよ！」

「何っ!?」

　互たがいの顔をまじまじと見る。本心を探さぐるように。恋れん愛あいの意味で愛されていると信じてしまってから、間ま違ちがいだったなどと言われたら立ち直れそうにないと思った。そんな臆おく病びような藤と同じ行動を、大神からも感じた。

　まさか、本当に？

「……だってロウさん、今まで一度も、おれに好きだなんて言わなかったじゃないですか」

「嫁になれと何度も言うた」

「……それって、好きっていう意味だったんですか？」

「おまえ以外の者に、嫁になれなどと迫せまったことはない。生かすために慈じ悲ひを与えるしかなかった嫁と、俺の伴はん侶りよにと望んだふじが、同じ意味合いなわけがないだろう」

　自じ慢まんげに言うが、そんなこと説明されないのに分かるわけがない。

「分かりませんよ、そんなの！」

「なぜだ!?　嫁になるなら、もふもふさせてやると言っただろう。浮うわ気きをするなとも言った。そんなこと、生贄の娘むすめに言うと思うか？　この俺が！」

　なんという傲ごう慢まんな理り屈くつだろう。

　ちゃんと説明してくれなければ分からないと、文句をつけたいところだ。

　けれど今は、それよりも先に──抱だきつきたい。

　抱きしめて、顔を埋めて、もふもふしたい。そして大神からも包まれて、もっふりを味わいたい。

　長い時間探し求め続け、ようやく巡めぐり逢あえた『もっふり』だ。

　藤は泣き笑いの表情で、両手を大神に向かって伸ばした。

「もふもふさせてください。もっふりを、おれにください」

　紺藍色の眸に、力が宿っていく。

　精せい彩さいを欠いていた鈍にび色いろの毛が、淡あわい光を帯び始め──銀色の輝かがやきを取り戻す。

「嫁になるか？　ふじ──愛し合う者同士の、契けい約やくとして」

　美しい、銀色の狼おおかみ。

　気高くて優やさしい、銀色の、恋こい人びと。

「はい……！　ロウさんの、お嫁さんにしてください」

　抱きついて、ふかふかの首筋に顔を埋めた。もふっとした感かん触しよくに、とろけそうになる。

　藤がもふもふしやすい体勢になるよう、大神が体の位置をずらしてくれた。

　包み込まれる。もっふりと、恋しくてたまらなかった幸福の感触で。

「もふもふするがいい。好きなだけ。──俺の花嫁よ」

　大神が言う。愛しさの滲にじんだ、艶つややかな声で。

　喜びに胸が震ふるえる。こんなに幸せでいいのだろうかと、もっふりを味わいながら藤は思った。

　少し前までの藤なら、この時間が永遠に続いてほしいと願っただろう。けれど今は、少し違ちがう。

「……ロウさん、あの……人ひと形がたになってくれますか？」

「なぜだ？　もふもふできなくなるぞ」

「…………キス、したいです」

　消えそうに小さな声になってしまったが、なんとか願いを伝えられた。

　この願いは大神も喜んでくれるのではないかと思っていたが、なぜか、複雑な表情に出会う。

「ロウさん……？」

「……人形を取るには、まだ力が足りぬ」

「それならいくらでも摂とってください」

「無理だ」

　きっぱりと断られて、藤は瞠どう目もくした。もっふりでもらった幸福感が、瞬またたく間にしぼんでいく。

「なぜですか？……おれ、ロウさんのこと、恋とか関係なく信じてますよ？　信しん仰こうの心を失ったりしていません」

「そのような話ではない。ふじの心を得た今、精気の美味うまさは尋じん常じようではないに違いない。先ほどから既すでに、その片へん鱗りんが漂ただよってきておる。そんなものを一度口にしてしまったら……俺は己おのれを止める自信がない。ふじを、貪むさぼり尽つくしてしまう」

　苦く悶もんの表情でそんな熱ねつ烈れつな想いを吐と露ろする大神が、愛いとしい。

「おれの精気は、なくなったりしませんよ」

「精気を喰くらうだけではない。今度こそ、ふじを抱いてしまう」

　体の芯しんが、じわっと熱くなるのを感じた。

　そんなことを言われて、今の藤が嫌いやがるとでも思っているのだろうか。

　愛しくて、自然と笑えみが零こぼれてしまう。

「……抱いてください。ちゃんと、ロウさんのものにしてください」

　頰ほおが熱い。けれど、どんなに恥はずかしくても、誤ご魔ま化かしたりしたくなかった。

　言葉が足りなくてすれ違うのは、もう嫌だ。

　顔に血が上ってくる自覚があるが、決して目を逸そらさなかった。

「後こう悔かいしないのか？」

「するわけがありません。おれは一生、ロウさんと一いつ緒しよにいたいです」

「──ふじ！」

　喰らいつかれた。肩かたを甘あま嚙がみしながら鎖さ骨こつを舐ねぶられ、ぞくぞくする。肌はだに軽く牙きばが食い込む感触は、恐れどころか、陶とう酔すいを引き起こす。

　喉のどから首筋、顔中を舐なめられ、藤は自らも舌を伸のばして狼の大きな舌と触れ合わせる。

「……あっ」

　甘くて驚おどろいた。甘いと感じたこと自体が、不思議でならない。藤は大神の舌を食はみ、夢中でしゃぶった。口こう腔こうに唾だ液えきが溢あふれる。そのたびに嚥えん下かする。一いつ滴てきたりとも、大神からもらったものを逃のがしたくなかった。

　そうしているうちに、体中が熱くてたまらなくなってくる。

　全身で、大神を感じたい。裸はだかで彼に触ふれたくてたまらない。

　こんな屋根もない山の中で、はしたないと分かっているが、藤は勇気を出して自分の衣服を脱ぬいだ。いまだ狼姿の彼には頼たのめないことだ。

「ふじ……美しい」

　全ぜん裸らになった藤を見下ろし、大神は熱に浮うかされた眸ひとみでそんな感想を漏もらした。

「そのように白い肌を薄うす桃もも色いろに染めて……それほど、俺を欲ほつしているのか？」

「いっ、言わないでください。……恥ずかしいです」

「ふむ。恥じらうおまえは最高に美味うまそうだ。既に極ごく上じようの味わいだというのに、これ以上俺を虜とりこにしてどうするつもりだ？」

　それはきっと、ただの睦むつ言ごとに違いない。甘い言葉を囁ささやいただけに過ぎず、本当にどうするつもりかを問うているわけではないと分かっている。

　それでも藤は言いたかった。この気持ちを伝えたかった。

「おれの精気だけしか摂れない体になっちゃえばいいのに……って思います」

　少なくとも、藤が生きている間だけは。

　さっきオコジョの神域で、藤が生命を終えた時は自分も消しよう滅めつするだなんてことを大神は口走っていたけれど──そんなことはさせない、と藤は心に決めている。

　大神がそれほどまでに自分を想おもってくれているのだとしたら、とても嬉うれしい。今はその言葉に、しばし酔よいしれていたいとさえ思ってしまう。けれど時間をかけて、少しずつ、藤自身も大神も納なつ得とくしていかなければいけないことだ。

　だから藤のこの言葉も、睦言として受け取ってほしい。

「おまえはどこまで、俺を夢中にさせると気が済むのだ」

　舐られる。一糸纏まとわぬ体を、隅すみから隅まで。

　そして藤は高められていく。舌の熱さに翻ほん弄ろうされ、獣けものの脚あしで施ほどこされる愛あい撫ぶに身み悶もだえ、もふもふと包み込まれるたびに甘い痺しびれが背筋を駆かけ上がる。

　藤の下か肢しは、恥ずかしいほどに昂たかぶっていた。そして銀色の毛並みの奥に息づく大神のものも、怖こわいくらいに充じゆう溢いつしていた。

　それを見てしまった藤は、口腔に滲んでくる唾液を何度も飲み込まなければいけなかった。

　その大きさには、恐おそれを覚える。しかし不思議なくらいに、喜びの方が勝っていた。

　求められている。感じてくれている。そのことがこんなにも、藤を幸福にする。

「……ロウさん、……人形になれそうですか？」

　抱いてくれと催さい促そくしているようなものだ。……実際に、催促していると分かっている。それでも尋たずねずにいられない。

　胸を喘あえがせながら聞いた藤に、大神もまた荒あら々あらしい呼吸を繰くり返し、かぶりを振ふった。

「思った以上に消しよう耗もうしていたようだ。すまない」

　まだ抱いてもらえない。二人ともこんなに熱くなっているのに。そう思ったら、もう恥ずかしがってなどいられなかった。

　大神が欲しくて、欲しくて、たまらない。

「……じゃあ…………獣じゆう姦かん、……しますか？」

「っ、ふじ!?」

　驚きよう愕がくされてしまった。

　やはり言わない方がよかったのだろうか。藤は真っ赤になって顔を背そむける。けれど自分だけがいやらしいことを考えてばかりいると思われるのは、なんだか悔くやしい。

「そのように危険なことを、軽々しく言うでない。本当に、この獣の身に犯おかされるかもしれんのだぞ」

「軽々しくなんて！……前にロウさんが言ったんじゃないですか。……あの時は絶対にありえないって思ったけど、おれ、今なら……ロウさんとだったら……」

「違うのだ、ふじ。獣の身で交わり、精を放つということは、嫁よめに結界を張る以上の意味があるのだ」

「……意味？」

　大神は逡しゆん巡じゆんしたものの、毅き然ぜんと首を横に振る。

「ふじはまだ知らなくていいことだ」

「嫌です。おれが知るとロウさんが困ることなら、我が儘ままは言いません。でもおれを気き遣づかってのことだったら……」

「困ることだ。時期が来るまで、おまえには告げぬ」

　少しショックだった。だが時期がくるまでということは、事情があるに違ちがいない。いつか教えてもらえると信じて、藤はただ大神の傍そばにいよう。

「……分かりました。……じゃあ、……さ、触さわるだけなら、いいですか？　人形になるまでそのままだとつらいですよね……？」

「それよりも、ふじ。おまえのものを咥くわえても構わぬか？」

「咥え……えっ!?」

　それはつまり、この勃ぼつ起きしたはしたないものを……口こう淫いんするということだろうか。

　狼ろう狽ばいすると、大神の表情が曇くもった。

「怖いか？」

「……怖い……というか、あの、ロウさんが怖いんじゃなくて、おれ、そ……挿そう入にゆうのことは聞いてたから受け入れる心の準備はできてるんですが、自分が何かをしてもらうことは……想定していませんでした……」

　クッと喉で笑われた。なぜ笑われたのか分からず悲しくなる。すると労いたわるように、優やさしく頰ずりされた。

「そんな顔をするな。おまえの反応が愛らしすぎただけだ」

　それで笑われる意味が分からない。けれど大神は言葉通り嬉しそうで、少なくとも藤が何か失敗をしたわけではないことは信じられた。

「おまえが俺を恐れているのではないのなら、咥えるぞ。いいな？」

　舌なめずりをする狼おおかみが、ひどく淫いん靡びに見えた。

「……恥ずかしいです」

「うむ。もっと恥ずかしがるがいい」

「えっ？……ああっ」

　驚くような速さで、大神が藤の下肢に顔を埋うずめた。べろり、と屹きつ立りつを舐められる。咄とつ嗟さに手で隠かくそうとしたが、藤の手ごと舐められ続けた。

　狼は前まえ脚あしで器用に藤の太ふと腿ももを押さえ、開かせる。内うち股またを狼の毛がさわさわと触れ、くすぐったさと、その向こうにある快感の兆きざしで、じっとしていられない。身を捩よじると、鼻先でぐいっと戻もどされた。

　隠すもののなくなった昂りが、ふるりと震ふるえながら、狼の前に晒さらされてしまう。

　羞しゆう恥ち心しんが激しすぎて、藤は思わず涙なみだぐんだ。

「ものすごい精気だ……ふじ。生の象しよう徴ちようの匂においがするぞ。──味わわせろ」

　大きな口に、がぶりと咥えられた。

「ん──っ！」

　今までの人生で一度も感じたことのない、鋭するどい快感が走りぬける。

　牙きばの切っ先が触れそうで触れない絶ぜつ妙みような力加減で、すべて口の中に含ふくまれて、熱く滑なめらかな舌にしゃぶられる。

　腰こしから下が、溶とけてしまうのではないかと思うほど熱い。

　まったく力が入らない。

「んっ、んん……はぁ……んっ」

「声を出せ。ふじの愛らしい声は、精気の味を甘くする。ふじの甘い声を聞けば聞くほど、力が漲みなぎってゆくぞ……」

　そんなことがありえるのだろうか。

　確かに、大神の低く艶つややかな声は、甘く感じるけれど……。自分のこんな鼻にかかったみっともない高い声が、甘いわけがないと思う。

　それなのに。

「あっ、……んっ……待って、ロウさ……ああんっ……！」

　言葉通り、大神の銀色の毛並みがみるみるうちに輝かがやきを増していく。

　──本当に？　おれの声なんかが、ロウさんを喜ばせることができるの……？

　快感に身悶えながら、頭の片かた隅すみで考えていた。

「あんっ、……あっ、あっ、あーっ……！」

　ビクビクと痙けい攣れんしながら、藤はとうとう吐精する。熱い舌に包まれたまま。

　──うそ……おれ、ロウさんの口の中に出しちゃった……！

　恥はずかしすぎる。今すぐここから消え去りたいと願ったくらい、藤は羞しゆう恥ちに苛さいなまれていた。

　ところが喉のどを鳴らして藤の精液を飲み干した狼から、まばゆいほどの光が放たれた。

「……ロウさん？」

　輪りん郭かくが変わってゆく。滑らかな毛に覆おおわれていた全身から、美しい肌はだが現われる。肉球が触ふれいた感かん触しよくが、がっしりとした指へと変わっていく。──人ひと形がたへの変化が始まったのだ。

　ドキドキした。

　人形から狼へと姿を変えるシーンを見た時も美しいと思ったが、それよりもっと目が離はなせない美しさだった。

　やがて完全に人の姿へと変わった大神は、ひとつゆったりと息を吐はき、それから藤と視線を合わせた。

　まっすぐに。

　迷いなど、もう微み塵じんもない。

　ただまっすぐ、藤だけを見つめる。

　そして、ふっ……と微笑ほほえんだ。

「ふじ」

　ぎゅっと心臓を鷲わし摑づかみにされる。名前を呼ばれただけで。

　その呼び名に、どれほどの想おもいが籠こめられているか、藤はもう知っている。

「ふじ。──ようやく逢あえたな」

「……っ！」

　どれだけかっこいいのだろう。

　どれだけ藤の心を摑つかめば気が済むのだろう。

　好きで、好きで、好きで、どうしようもない。

　想いが溢あふれてとまらない。

「ロウさん！」

　抱だきつく。力強く抱きしめられる。互たがいの体をまさぐるように抱きしめ合い、そしてどちらからともなく唇くちびるを合わせる。

　深く、もっと深く、舌と舌を絡からめて。

　互いに抱き合い、与あたえ合うことができることを、確かめ合って。

「んっ、んっ、……っく、んぅ……」

　深いくちづけを交かわすうちに、感かん極きわまって泣いていた。

　何度も何度もくちづけながら、大神の手が、藤の体をまさぐる。尻しりを摑んで荒あら々あらしく揉もまれ、藤は呼吸を乱した。双そう丘きゆうの間にある蕾つぼみを刺し激げきされると、恐おそれと期待が入り混じる。

　緊きん張ちように体が強こわ張ばっていると、大神が額と額をコツンと合わせ、鼻先をこすり合わせてきた。

　同じ、人の形。

　二人を阻はばむものは、もう何もない。

「ふじ、案ずるな。俺を受け入れる準備が、もうできているはずだ。そうだな？」

「……は、はい。大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと、心の準備はできています」

「ならばあとは、体に教えてやるだけだな。ふじ、──俺に、愛されるがいい」

　甘く、甘く囁ささやかれて、藤はとろけた。

　心だけでなく、体から強張りが一いつ瞬しゆんにして溶ける。……つぷ、と。蕾に指が入り込んでくるのが分かった。僅わずかばかりの抵てい抗こう感はあったが、藤はもう心も体も大神を受け入れる準備ができている。

「痛みはないな？」

　こくり、頷うなずく。痛いどころか、気持ちよかった。そんな自分に戸と惑まどってしまう。

　指が二本に増えた。開くように動かされ、藤はビクッと身を跳はねさせた。

「あぁんっ！」

　仰のけ反って悲鳴を上げると、追い立てるように同じ場所を何度も刺激された。

「ああっ、やっ、いやぁ……っ」

「愛らしいな、ふじ。嫌いやだと鳴きながら、腰を振ふるのか」

「っ！」

　無意識のうちに、そんなはしたないことをしていたなんて。

　自分の知らない自分がいることに、藤は戸惑う。

「……すみません、おれ……い、淫いん乱らん……なのかも……」

　涙まじりに謝ると、大神は笑った。ひどく嬉うれしそうに。

「俺を誰だれだと思っている？　神だぞ」

　そんなこと、知っている。だからこそ出で逢あうことができたし、だからこそたくさん悩なやんだりもした。

「俺の聖域で、俺の加護を受け続けてきたふじが、俺を受け入れようとしている──この状じよう況きようで、気持ちよくならないわけがないだろう。この大きなものを受け入れて、かき回されて、体の中に精を放たれる……それを悦よろこぶように、ふじの体は俺に応こたえようとしておるのだ」

　両りよう脚あしを抱かかえ上げられる。

　みっともなく開いた脚の間に大神がいて、恐ろしいほどの存在感を放つ彼の象徴を、藤に見せつけてくる。

「これで、ようやく──俺のものだ」

　恍こう惚こつとした笑えみを浮うかべながら、灼しやく熱ねつの杭くいを、藤の蕾に突つき刺さしていく。

「あっ、あ……っ！」

　入ってくる。

　ものすごい圧あつ迫ぱく感かんと、存在感。それなのに痛みなどまったくなくて、ぐいぐいと進んでくる感覚と、それに伴ともなって全身へと広がっていく甘い痺しびれに、藤はただただ身を震ふるわせた。

「……ああぁ……っ」

「ふじ……！　なんなのだ、おまえの体は。これほど甘い体は初めてだ……！」　>>>♥

　大神は浅く呼吸をしながら、腰を進めてくる。

　額に汗あせを滴したたらせ、頰ほおを紅潮させる大神を、藤は可愛かわいいと思ってしまった。

　愛いとしくて、胸がときめく。大神をすべて受け入れたいと、自然と体が綻ほころぶ。

「っく……！　もたぬ。動くぞ、ふじ」

　藤の頷きを待たずに、抽ちゆう挿そうが開始される。ずっ……と抜ぬけていく感覚に震えると、勢いよく最さい奥おうを抉えぐられる。

「あーっ！」

　激しい律動に揺ゆさぶられ、藤は悲鳴を上げ続けた。

　かき回すと大神が言った意味が、よく分かる。本当に体の中をぐちゃぐちゃにかき回されているような感覚だ。粘ねん膜まくが絡み合う淫みだらな音がひっきりなしに上がり、藤の理性を吹ふき飛ばす。

　自分が自分でなくなっていくような気がした。

　輪郭を失い、聖域の水や土、空気に溶けてしまうような感覚だった。それでいて、新しく何かが生まれるような、大神によって創つくられていくような、不思議な一体感。

「放つぞ、ふじ。おまえの中に。俺の精を受け止め──この大神にとって最初で最後の、唯ゆい一いつの花はな嫁よめになれ！」

　穿うがたれる。体の奥の、奥を。

　そして中に、迸ほとばしりを放たれる。不思議なくらいはっきりと、中に出された大神の精を感じる。

「あーっ……！」

　全身が痙攣する。鋭するどすぎる快感に、藤は朦もう朧ろうと喘あえぐことしかできなかった。

　けれど幸せで、幸せでたまらなかった。

　吐精した大神が、藤の上に覆いかぶさってくる。

　銀色の髪かみが頰に触れ、きゅんと胸がときめいた。ふかふかの毛がなくっても、もふもふとした感触がなくっても、ただ大神とこうしているだけで、『もっふり』以上の安心感と幸福を得られるのだな……と、藤は思った。

「……ふじ」

　名を呼ばれる。二人ともまだ呼吸が荒あらい。見つめ合って、ちゅっとキスをした。可愛いキスがひとつ弾はじけただけで、また新たな幸せを感じる。

「ふじ」

　もう一度呼ばれた。喘ぎすぎて声が出ない藤は、視線で応こたえる。

　すると大神は、汗で張りついた銀色の髪を藤に近づけ、頰ずりを促うながしておきながら。

「……これも、もふもふか？」

　よく分からない質問を投げかける。

　そして少しだけ拗すねたようなまなざしで。

「確かに俺は、もふもふしたくば嫁よめになれと言った……だが、少しばかりの余よ韻いんというやつをだな……！」

　思わず、藤は噴ふきだしてしまった。

　かっこよくて惚ほれさせるくせに、可愛さでも惚れ直させるなんて、本当にずるい。

　大神の花嫁となれたことを、藤は心から感謝した。
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「『嫁になれと言われたら、白しろ無む垢くを着る』と言ったな、ふじ？」

　大神が唐とう突とつにそんなことを言い出したのは、互いに想おもい合っていることを確かく認にんしてから、一週間ほどが経たった頃ころだった。

　初めて抱だかれたあの時から、もう何度、睦むつみ合ったか分からない。

　数え切れないくらい、大神の精を身の内に受け止めた。抱かれるたびに快感が増していき、少しずつ体が作り変えられていくような気がする。漠ばく然ぜんとした恐おそれを抱いたりもしたけれど、変化していくことで大神と共に生きられるようになるのだと思ったら、恐れなど瑣さ末まつなことに思えた。

　変化はなにも、閨ねやの中に限ったことではない。神域の天候変化を読めるようになったり、神々の気配を感じられるようになったり、それから藤にとってもっとも嬉しい変化は、野生動物たちが自分から寄ってきてくれてもふもふパラダイスを味わえていることだった。

　大神が家に来た当初も、うさぎや小鳥たちと触ふれ合えるようになって喜んでいたが、今やその頃の比ではない。あまり浮かれすぎると大神に浮うわ気きだと拗ねられるので、なんとかよだれは堪こらえているが、小動物を膝ひざに乗せてもふもふし放題の至福といったらもう。

　そんな幸せなことばかりだからか、聖域での時間はとても穏おだやかに過ぎていく。

　実際に、聖域と人里では時間の流れが違ちがうようだ。

　藤がオコジョの神域に攫さらわれて神かみ隠かくしに遭あっていたのも、神の世界では三日ほどの感覚だったが、現実では十日が経っていた。

　その間、藤は完全に隠かくされていたらしい。捜そう索さく願いが出されるどころか、藤が不在であることにさえ気づかれていなかった。

　バイト先のペットショップでは、藤が来る前の面々で、多少の無理を補い合いながらシフトを組んでいた。

　そして入院中の祖父の世話は、平日は町に通勤している村人が交こう替たいで、そして週末にはなんと藤の両親が訪おとずれていたという。

　助け合うのが当たり前だという、村の人たちの気質は、そんなところにまで行き届いているのかと嬉しかった。

　そう、嬉しかった──それは紛まぎれもない事実だ。

　しかしその一方で、自分などいなくとも世界はなんの問題もなく回るのだということをまざまざと見せつけられて、淋さびしくもなった。

　ところが『藤が存在する』世界へと戻もどった初日、病院に顔を出した藤に、祖父は言ったのだ。

「……体は、なんともないのか」と。

　いつも通り眉み間けんに皺しわを刻んで、本に視線を落としたままボソッと言われたその内容に、藤は大神との性せい交こう渉しようを連想してしまい、なんの返事もできなかった。

　固まった藤を見て、祖父はさらに。

「……記き憶おくはあるのか」

　そう続けた。日常会話で普ふ通つうにされる質問ではない。

「……じいちゃん？」

「昔も、一応は覚えておったようだぞ。……高熱の三歳児の言うことなぞ、大人は聞く耳を持たんかったがな」

　祖父は、神隠しに気づいていたのだ。

　昔も、今回も。──藤の存在を、忘れずにいてくれた。

　あまりにも嬉うれしくて、泣きそうになる。

　それだけで充じゆう分ぶんだと思ったのに……泣きそうになっていることを誤ご魔ま化かそうと、庭で摘つんできたひまわりを生けようとしたところ、窓辺にいつもの花か瓶びんがなくて。

「あれ？　花瓶、割れちゃった？」

「……棚たなの中だ」

　ベッド脇わきの私物棚だなの一番下に、確かに花瓶はあった。

「ワシに花なんぞ持ってくるのはおまえだけだ」

　花などいらん、といつも言われていたけれど……あれは本心だったのだろうか。色とりどりの花が咲さく祖父の庭と同じように、花を絶やしたくないと飾かざり続けていたが、余計なことだったのだろうかと不安になる。

「……窓辺に置いといたら、誰だれかほしい人が持っていってくれたかもしれないよ？」

「そうならんように仕し舞まっておいたんだろうが。またすぐに買うなんぞもったいない」

　その言葉には、ぶっきらぼうな祖父の愛情がたくさん詰つまっていた。

　きっと藤の神隠しに気づいていたのは、祖父だけだっただろう。誰に相談することもできず、不安や焦あせりがあったに違いない。そんな中で、藤がすぐに帰ってくることを信じて花瓶を仕舞っておいてくれたのだと思ったら、嬉しくてたまらなくて、涙なみだを堪えることができなかった。

「……すぐに街へ帰れ。そんな怖こわい思いまでして世話なんぞされても迷めい惑わくだ」

「違うよ、じいちゃん。逆だよ。おれ、ここに来てよかったって本当に感謝してるんだ。これからもずっと……一生、村で生きていきたいって思ってる」

　洟はなをすすりながら笑うと、祖父は眉間の皺を深くして藤を見た。睨にらむみたいに。老眼鏡越ごしの眼めは、ひときわ大きく見えて少し怖い。けれど祖父とこうして目が合うだけで嬉しくなる。

「……また、悪い癖くせか」

「え？　癖？」

「おまえが父親の代わりに来ると言い出した時も思ったが……罪悪感なんぞ捨てろ。どんなに罪つみ滅ほろぼしをしようとしても、どうせ誰も覚えておらん」

「……どういう意味？」

　罪悪感など持っているつもりはないし、罪滅ぼしをしようなんて考えたこともない。そもそも罪とはなんだろう。

　祖父はしばらく探さぐるように藤を凝ぎよう視ししていたが、やがてふいっと本に視線を戻す。

「じいちゃん……」

「考えろ。自分で気づかねば意味がない」

　それきり口を閉とざしてしまった。

　藤は途と方ほうに暮れて、出された宿題を考えることしかできなかった。

　父の代わりにここに来たことが、罪滅ぼし？……藤はただ、客観的に考えて、そうするのが一番いいと思っただけだ。実際に、藤が申し出たことを父はとても喜んでくれた。父は自分が親しん戚せきや村人たちから帰ってきてほしいと言われていることなんて一言も言わなかったし、藤に代わってほしいなんてことも言わなかった。藤が、勝手に先回りしてそう決めただけで……。

　そこまで考えて、ハッとする。

　先回りして──それが、いつもの自分の行動のように思った。祖父の言う悪い癖とは、このことだろうか。

　藤が先回りして行動するのは、相手を困らせたくないからだ。困らせるということに、なぜか強い不安を抱いてしまう。それはもしかして、三歳の時の遭そう難なんが原因なのだろうか。

　藤はいつでも、周囲の人たちの厚こう意いに生かされているな……と、感謝している。だからこそ先回りをしてでも、周りの人が望んでいることを叶かなえたいのだと思っていたが……逆なのかもしれない。

　藤は周囲の人の望みを先回りして叶えて、喜んでもらったり感謝されたりすることで、自分はいらない人間ではないと──生きていていいのだと、確認していたような気がする。

　それは幼い頃ころ、大好きな大人たちに大変な迷惑をかけてしまったことや、心配させて泣かせてしまったということが、罪悪感として記憶の奥深くに刻まれているから。

　誰も藤を責めたりしていないのに、そうして心のバランスを取っていた。

　けれど、そんなものはただの自己満足だ。偽ぎ善ぜんですらない。

　自分の中に潜ひそんでいた、そんな黒い部分に気づいてしまい、ひどくショックを受けた。

　このままではいけないと思う。

　しかし、今までずっとそういった考えで生きてきてしまったのだ。今さら、何をどう変えればいいか分からない。

　藤はそんな戸と惑まどいを、大神に相談してみた。すると大神は穏やかに。

「自覚することから始まるのではないか？」と言った。

　なんてシンプルで、なんて……目を開かせてくれる言葉だろう。

「……そっか。始まりなんですよね」

　ここがスタート地点。そう気づいたら、焦る必要はないのかもしれないと思った。

　藤は、一人ではないのだし。

　これからはずっと、大神が隣となりにいてくれる。

　宿題を出されてから、既すでに一週間ほどが経過していた。時間が経たってしまったが、答え合わせをしてほしい。

「じいちゃん、聞いてほしいことがあるんだけど」

　決心して頼たのんでみると、祖父はいつも通り、耳だけを傾かたむけてくれる。

　藤は一いつ生しよう懸けん命めい、自分の考えを話した。それから変わりたいということを訴うつたえた。どうすれば変われるかは、これからじっくり考えていきたい。その上で、やはりこれからも村で暮らしたいと懇こん願がんするように頼んだ。

「じいちゃん、おれ……大神様のお世話を、ちゃんとしたいんだ。一生、心を籠こめて」

　今はそれだけしか言えなかった。けれどいつか、大神のことを祖父にはきちんと紹しよう介かいしたいと思う。

　藤の決意が伝わったのか、その日から祖父は、少しずつ昔の話をしてくれるようになった。三歳の時の神かみ隠かくしについても。

　はじめは、藤が行方ゆくえ不明だと村中が捜そう索さくしてくれていた。藤の両親も必死に捜さがした。しかし一日目の夜が明けた時、ぴたりと人々の捜索が止まったという。祖父は理由が分からず、大変な思いをしたらしい。孫という存在は自分が作り出した幻げん影えいだったのではないかと、己おのれの正気を疑うところまで追い詰められてしまった。

　しかし藤が神隠しに遭あっている間、藤の存在を知らないはずの両親も村人たちも、不安そうで落ち着かなかったという。

　やがて藤が聖域から帰ってきて、世界が正常に戻もどった瞬しゆん間かん、祖父はそれが神隠しだと悟さとったのだった。

　藤の両親が村にあまりいい印象を持っておらず、近寄りたがらないのは、その時に抱いだいた不安が原因ではないかと祖父は言う。記き憶おくにはないけれど、漠ばく然ぜんとした不安を感じているからだろう。今回、見み舞まいに飛んできたのも、藤の行方を案じてのことだろうという。

　村の人たちが身内のように藤の成長を喜んでくれるのも、深層心理に、あの時に助かった子が無事に大きくなったという感動のようなものがあるからだろうということだった。

　そう推察されると、藤がこれまで疑問に感じてきたことが少しずつ謎なぞが解けていくような気がした。

「……もしかして、じいちゃんは、……自分を責めてた？」

　思いついたことを尋たずねてみたら、藤は一瞬だけ瞠どう目もくした。すぐに素っ気無い態度に戻ったが、図星を突ついてしまったことくらい分かる。

　祖父はずっと、一人で苦しんできたのかもしれない。

　幼い藤が遭難したこと、神隠しに遭ったこと、そして今回も再び神隠しに遭ったこと……すべて大神塚守の務めに関かかわることで起きている。

　本来なら、塚守の務めを継つがせるため、父や藤には村に戻ってくるよう促うながす立場であるはずだ。しかし祖父は一度もそんなことを求めなかった。むしろ遠ざけるようなことを言っていた。それは藤が、また神隠しに遭うことを恐おそれていたからではないだろうか。

　そんなふうに考えるのは、自うぬ惚ぼれすぎだろうか？

　けれど祖父と一いつ緒しよに過ごすようになって、祖父のことを見ていると、孫がつらい目に遭って何も感じないような人ではないと確信できた。

　──つらいことなんて本当にないんだよ、じいちゃん。

　むしろ毎日が幸せでたまらない。

　少しずつ、この気持ちを分かってもらえるように、伝え続けていこうと心に決めた。

　そしていつか、祖父とともにあの家に暮らして、大神が自由に家を出入りできるような関係になりたい。

　その日までこつこつがんばろう。そんなふうに、前向きに考え始めた時だったのだ。

　大神が、例の爆ばく弾だん発言をしたのは。

「『嫁よめになれと言われたら、白しろ無む垢くを着る』と言ったな、ふじ？」

「え？……あ、……えっと、まあ……言ったような……」

　それを口にしたのは、感情が昂たかぶっていた時のことなので、今いま頃ごろ蒸むし返されるのは恥はずかしい。

　と、思ったのだが。

「白無垢を用意した。嫁入りの儀ぎ式しきを執とり行うぞ」

「…………え!?」

「おぉーい、おまえたち、儀式の準備をしろ」

　そんな大神の掛かけ声に応こたえたのは、なんと山の野生動物たちだった。うさぎもキツネも狸たぬきもリスもキジもカワセミも……あらゆる動物たちが、食物連れん鎖さの輪から抜ぬけ出して、一緒に準備を始めた。ここはおとぎ話の国かと目を疑う光景だった。

　あれよあれよという間に支し度たくされ、動物たちは魔ま法ほうみたいにするすると白無垢を藤に着せた。

　角つの隠かくしをかぶせられた段階で、藤はようやく我に返る。

「……ほ、本気ですか？」

「うむ。俺にとって生しよう涯がい唯ゆい一いつの花嫁だからな。聖域の動物たちにくらい、美しい嫁を自じ慢まんしてもいいだろう」

　そう言って胸を張る大神も、すでに紋もん付つき袴はかまだ。紋には狼おおかみのシルエットが染め抜かれている。

　山の聖域にある湧わき水の泉の前に、舞ぶ台たいは設しつらえられていた。

　爽さわやかな青空のもと、青々と茂しげる木々を屛びよう風ぶに、赤い毛もう氈せんが敷しかれている。どのように調理したのか、豊富な食材の豪ごう華かな料理が並べられ、地酒の瓶びんも林立し、宴うたげの時を待っている。

　列席者は愛らしい動物だけ。ふかふかでもふもふで、抱だきしめて顔を埋うずめたら天にも昇のぼる心ここ地ちになれるだろう。

　けれど藤にとっての本当の天国は、すでに手の中にある。

　ここだ。

　大神の隣だ。

「ふじ、行くぞ」

　大神がふじの手を引き、毛氈の上を歩く。

　いつの間にか、銀色の美しい髪かみの上に三角の耳が生えていて、袴からふさふさのしっぽも覗のぞいている。

　うっかり、よだれを垂らして抱きつきそうになってしまった。

　不意打ちで誘ゆう惑わくするのはやめてほしい。　>>>♥

　動物たちが踊おどるように跳はねたり体を動かしたり、二人を祝福してくれる。

「この大神の神域の、生きとし生ける物に告ぐ。俺とふじは、夫ふう婦ふになった」

　大神の声が、山に響ひびく。

　動物たちはシンと静まり、続く言葉を、期待に満ちた瞳ひとみで見つめている。

　藤もドキドキしながら、傍かたわらの大神を見上げた。

　甘い決意が聞けるのだと思っていた。

　ところが──。

「ふじの生命が尽つきる時、この大神も永久の眠ねむりに就つく」

「……ロウさん!?　なんてことを言うんですか！」

　その話は、これからきちんと話し合って、解決していかなければならないと思っていたのに。

　藤は大神を消しよう滅めつさせる気などカケラもない。

　自分が寿じゆ命みようをまっとうした後の、大神の隣となりに座る人間のことを想像したら、胸を搔かき毟むしられるけれど……それでも耐たえなければと思っていた。それなのに、なぜこんな祝いの席で宣言してしまうのか。神域の動物たちを不安にさせるだけではないか。

　藤の制止を振ふり切って……いや、包み込んで、大神は続ける。

「それまでは最大の加護を与あたえる。おまえたち、後のことは隣の神域の致いたし神に……」

「勝手に託たくすな、馬ば鹿か者が」

　大神の暴走を止めてくれたのは、真っ白でふかふかな毛に覆おおわれた一いつ匹ぴきの小さなオコジョだった。

「オコジョさん！」

　どこから現れたのか、三々九度の杯さかずきの近くに、シュタッと降り立つ。

　会うのは、あの決けつ闘とうの日以来だ。

「なんなのだ、この果たし状は？」

　オコジョが自分の身長と同じくらい大きな和紙の書状を掲かかげる。

「果たし状ではない。招待状だ」

「どこが！　ケンカを売りまくりではないか」

「わざわざ買いに来た奴やつには言われたくないね」

「誰だれが買いに来ただと？　つき返しに来たのじゃ」

　勢いよく交かわされる言葉の応おう酬しゆうに、藤は心の底から安あん堵どした。

　口ゲンカができるほどの仲に、戻れている。壊こわれてしまわずに済んでよかった。

「オコジョさんに、招待状を送っていたんですか？」

　大神に尋ねると、

「うむ。致し神には後を頼たのまねばならぬからな」

「ロウさん、そのことなんですが、また改めて話を……」

　オコジョにも相談したいと思い、視線で窺うかがうと。

「そなたら、なぜ子を成さぬのじゃ？　どうしても消えたいというならば、子を成して後を継がせるのがセオリーじゃろう」

　眉まゆをひそめて嫌いやそうにしながらも、小首を傾かしげて聞いてくる。

　人間ではあるまいし、それはオコジョの冗じよう談だんだと藤は思った。ところが大神も「成さぬ」と普ふ通つうに答えている。

「ふじの負担になるようなことを、俺がするわけがないだろう」

「そのようなことを言って、自信がないだけじゃろう」

「ちょっ、ちょっと待ってください！　子を、成すって……？」

　人間のように子は生なせないと、大神はあの時、はっきり言っていた。しかしいくつか特別な役割があると、意味深な発言もしていたが……。

「なんじゃ？　藤には話してさえおらぬのか？」

「余計な世話だ」

「獣けもの姿の神の慈じ悲ひを受け続け…」

「致し神！」

　大神が遮さえぎってしまう。だが大きなヒントだった。慈悲とはつまり……挿そう入にゆうと中出しということで。人ひと形がたの神の慈悲を受ければ結界が張れるという話は聞いていたが……獣姿だと別の効果が得られるということか。

「…………獣、姦……？」

　ぽそりと呟つぶやいただけなのに、大神が慌あわてたように藤の唇くちびるを塞ふさいだ。自分のそれで。

「んっ！……きゅ、急に、何するんですか！……しかも、人前で」

　オコジョにも動物たちにもキスシーンを見られてしまった。羞しゆう恥ち心しんのあまり、真っ赤になって睨にらみつけると、大神は神しん妙みような表情で頷うなずく。

「誓ちかいのくちづけというやつだ。──ふじ、これで、俺の嫁だな？」

　手を取られて、改まってそんなことを言われると……感動で胸が震ふるえるけれど。

　まだまだ秘密を隠かくし持っていそうな大神に、少し意地悪をしてみたくもなる。

「もふもふさせてくださいよ？」

「……なんと？」

「お嫁さんになったら、好きなだけもふもふさせてくれるって、ロウさん言ってましたよね？　おれ、これで、正式にロウさんのお嫁さんです。だから……」

　周囲を見回すと、動物たちが固かた唾ずを吞のんでこちらを見つめている。オコジョも呆あきれ顔ながら、黙だまって成り行きを見守ってくれていた。

　考えなければいけないことは、まだまだありそうだ。けれど今はただ、大切な彼らの前で誓いたい。

「一生、毎日、もふもふさせてください。約束です」

　わぁっと空気が華はなやいだ。藤の誓いを聞いた動物たちが、嬉うれしそうに鳴き声を上げて跳ね回る。

　それに対して、銀色の美しい毛並みを持つ愛いとしい人は──。

「……俺の恋こい敵がたきは、自分の毛か……」

　悔くやしそうに呟くので、藤は思わず噴ふきだしてしまった。

　大神も笑う。笑いながら見つめ合い──どちらからともなく、唇を寄せた。

　このばかっぷるめ、と忌いま々いましげに悪態をつくオコジョの声を、祝福の言葉として聞きながら。







　あとがき




　ルビー文庫様では、はじめてお目にかかります。水瀬結月と申します。

　このたびは拙せつ著ちよをお手に取ってくださり、ありがとうございました。




　もふもふ、お楽しみいただけましたでしょうか？

　今回のお話は、担当様から「ケモ耳とかどうですか？」とご提案いただいた瞬しゆん間かんに、「ぜひ！　もふもふで書かせてください！」と、かぶりついたところから生まれました。

　ちょうど冬毛オコジョがマイブームなので、なんとしてもオコジョを登場させたい！　と欲よく望ぼうに忠実になってみたところ、間男ポジションに納まってくれました。彼には「まおとこ」ならぬ「まおこじょ」の称しよう号ごうを与あたえたいと思います。ちなみに「おこじょ」は平ひら仮が名な表記の方が可愛いと思うのですが、平仮名ばかり続いたら読みにくいのではと思い、本文では「オコジョ」とカタカナ表記で統一しました。でも心では「まおこじょ」と呼んでおりました。

　先にオコジョへの愛を語ってしまいましたが、もちろん狼おおかみも大好きです。森の中を駆かける狼の映像を見たのですが、かっこいいどころのレベルではなく、神々しいと感じました。狼の姿には、その向こうに広がる雄ゆう大だいな自然を想像させられますね。

　叶かなうなら、私も銀狼やオコジョをもふもふしてみたいです。エアもふもふでもそこそこ幸せになれるのだから、リアルもふもふなどできた日には高たか天まが原はらが見られそうですね……。

　もふもふは正義だと思います。世の中がもふもふまみれになればいい。もふもふフェチ仲間募ぼ集しゆう中ちゆうです。とりわけ、冬毛オコジョについて熱く語り合ってくださる方、熱ねつ烈れつ募ぼ集しゆうです。




　挿さし絵えは、みろくことこ先生が描かいてくださいました。

　いただいたラフイラストが、可愛いやらかっこいいやら美しいやらもふもふやらあざとオコジョやら、もう本気でヨダレが……！　と口を拭ぬぐいまくらねばなりませんでした。表紙ではおそらく、眷けん属ぞくのオコジョたちがキューピッドのごとく愛らしく舞まってくれていると思います。もし書店さんで見かけたら、狩かってしまいそうです（誤字ではありません）。

　完成イラストを拝見できる日が、待ち遠しくてたまりません。

　みろくことこ先生、素敵なイラストを、本当にありがとうございます！




　そして担当様はじめ、編集部、営業部、拙著の出版に携たずさわってくださったすべての皆みな様さまに、お礼申し上げます。

　たくさんの方々のお力ちから添ぞえがあって、無事に拙せつ作さくを世に送り出せているのだな……と、校正時の資料に冬毛オコジョの写真が添てん付ぷされているのを見た時に、改めてしみじみしました。

　私、原げん稿こうにオコジョの鼻の色を黒って書いてたんですよね。でも添付写真の鼻のところが丸で囲まれ、「茶色系かもしれませんね……？」という感じでやんわりとご指し摘てきくださっていて、おおお本当だ！　と己の過ちに気づきました。可愛いオコジョのつぶらな瞳ひとみは黒、鼻は茶色です。冬毛オコジョ愛好仲間、募集中です。狼も好きですっ。




　もふもふ、ものすごく楽しく書かせていただきました。あまりにも楽しすぎたので、自分だけが楽しかったりしたらどうしようと少し不安を覚えています。

　読者様にも、少しでも楽しんでいただけることを、心より祈いのっております。

　よろしければ、ご感想などお聞かせくださいね。




　それでは、またどこかでお会いできたら嬉うれしいです。最後までお付き合いくださり、ありがとうございました。もふもふっ。

（このあとがきの中で何回もふもふ言ったのか、クイズにでもしようかと思います）





水瀬結月




http://yudumina.mond.jp/enter.htm（２０１４年８月現在）
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